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お使いになる前に化ずお読み < だをい 


電液巧に昼ヴく認証について 

本機は、電波法に基づくル電カデータ通信システムの無線設備として、認話を受けて 
います。従って、本機を使用するとさに無線局の免許は必要ありません。 

ただし、政下の事項を行ラと法律により罰せられることびありまず。 

• 本機を分解/改造ずること 
• 本機に貼られている証明ラベルをはびずこと 

電液障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 
情報技術装置でず。この装置は、家庭環境で使用ずることを目的としていまずび、この 
装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こず 
ことびありまず。 

取扱説明書に従って正しい取0扱いをして下さい。 

漏巧電流自主規制について 

この装置は、社団法人電モ情報技術産業協会(旧 JEIDA ) のパソコン基準 
( PC -11-1988) に適合しておりまず。 

無線の周波数について 

本製品は 2.4 GHz 帯を使用していまず。他の無線機器を同じ周波数を使っていること 
びありまず。他の無線機器との電波干渉を防止ずるため、下記事項にを意してご使用 
<ださい。 

本製品の使用上のごま意 

本製品の使用周波数は 2.4 GHz 帯でず。この周波数帯では電子レンジ等の産業 • 科学- 
医療巧機器のほか、他の同種無線局、工場の製造ライン等で使用される免許を要ずる 
移動体識別用構内無線局、免許を要しない特定のル電力無線局、アマチュア無線局等 
( LU 下 r 他の無線局」と略ず)び運巧されていまず。 

1) 本製品を使巧ずる前に、近くで r 他の無線局」び運巧されていないことを確認して下 
さい。 

2) 万一、本製品と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速やかに本製 
品の使用場所を変えるか、または機器の運用を停止(電波の発射を停止）して下さい。 

3) 不明な点その他お困りのことび起きたときは、ネットコミュニケーションカスタ 
マー U ンクまでお問い合わせ下さい。 


2. 4DS/0F4 


この表おのある無線機器は 2.4 GHz 帯を使用していまず。 

変調方式として DS - SS 変調方式および OFDM 変調方式を採用し、与干渉距離は 40 m で 
ず。 



次のページにつづ< 







ワイヤレスネットワーク機能について 

本機内蔵のワイヤレスネットワーク機能は WFA ( Wi-Fi Alliance ) で規定された rWi-Fi 
(ワイファイ）仕紛に適合していることび確認されていまず。 

内蔵メモリーおよび"メモリースティックデュオ"のバックアップについて 

データ転送中にパソコンとの接続ケーブルを外したり、アクセスインジケーター点灯 
中にバッテ U —やソモ U —スティックデュオ"を取り出したりしないでください。 
内蔵メモ1」一や"メモ1」ースティックデュオ"のデータび壊れることびあ0まず 。デー 
夕保護のため、必ずバックアップをお取りください。 

液晶ディスプレイおよびレンズ部(カメラ）についてのごを意 

液晶ディスプレイおよびレンズ部は非常に精密度の高い技術で作られていまずび、ご 
くわずかの画素欠け等びありまず。また、見る角度によってずじ状の色むらや明るさ 
のむらび見える場合びありまず。これらは、液晶ディスプレイやレンズ部の構造によ 
るをので、故障ではありません。交換、返品はお受けいたしかねまずのであらかじめご 
了承:< ださい。 

液晶ディスプレイやレンズ部(カメラ）を太陽に向けたままにずると故障の原因にな 
りまず。窓際や屋外に置くとさはごを意ください。 

AC アダプターほ用上のごを意 

• 容易に手び届くよラな電源コンセントに接続し、異常び生じた場合は速やかにコン 
セントから抜いてください。 

• 本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所に設置しないでください。 

• 乂災や感電の危険を避けるために、水のかかる場所や湿気のある場所では使用しな 
いでください。また、上に花瓶などの水の入ったちのを置かないでください。 


著作権について 

• あなたび録画-録音したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利 
ちに無断では使用でさません。 

• 著作物の複製および利用にあたっては、それぞれの著作物の使用許諾条件および著 
作権法を遵守する必要びありまず。著作者の許可なく、複製または利用ずること、取 
り込んだ映像-画像-音声に変更、切除その他の改変を加え、著作物の同一性を損な 
ラこと等は禁じられていまず。 

付属のソフトウエアほ用許諾について 

本機に付属のソフトウエアの使巧権については、各ソフトウエアのソフトウエア使用 
許諾契約書をご参照 < ださい。 


次のぺージにつづく 




ま = 者か6提供されるサービスに関するごを意 

本製品でご利用頂けるサービスには、 Skype 、 GoogleTalk のように第；ちから提供 
されるサービスび含まれまず。当社は、これらのサービスに関して如何なる保話（これ 
日のサービスの機能、性能、継続性に関ずる保証を含みまずび、これに限定されませ 
ん。）を致しません。これらのサービスは、予告なく変更されることびありまずので、予 
めご了承 < ださい。 

ワイヤレスネットワーク製品ほ用時のセキユリティーに関するごを意 

ワイヤレスネットワークではセキュ U ティーの設定をずることび非常に重要でず。 
セキュ U ティー巧策を施さず、あるいはワイヤレスネットワークの仕様上やむを得な 
い事情により、セキュ U ティーの問題び発生してしまった場合、弊社ではこれによっ 
て生じたあらゆる損害に巧ずる責任を負いかねまず。 

緊急電話ヴービスに関するごを意 

インターネット電話は本来の電話サービスに取って代わるちのではあ0ません。票急 
電話には使用でさませんので、あらかじめご了をください。 

記録内容や機を損失などの好 i 償はでをません 

• 本機、および本機に付属のソフトウエアを使用したことによって生じた損害、逸失 
利益および第=ちからのいかなる請巧等につさましてち、当社は、一切その責任を 
負いかねまず。 

• 万一、本機や記録メディアなどの不具合により、撮影-保をや再生などびでさなかっ 
た場合、記録内容の保証については、ご容赦ください。 

• 本機の保証条件については、付属の r スタートアップガイド」の「保証書とアフター 
サービス」をご参照 < ださい。 

ソフトウエアのアップデートおよび mylo の最新眉報について 

最新のソフトウエアにアップデートずることをお勧めしまず。アップデートにより、 
セキュ U ティーやパフオーマンスび改善されることびありまず。 

最新のソフトウエアについては、政下のサポートサイトをご覧ください。 
hl ; tp :// www . sony . co . jp / mylo/support 

また、 mylo に関する最新情報は、じ(下のサイトでご確認ください。 
h 1; tp :// www ' sony . co ' jp/mylo 

本書にごし、て 

• 本書で使巧している画面は、実際のをのとは異なる場合びありまず。 

• 本書の内容の全部または一部を複製ずること、および賃借ずることを禁じまず。 
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電源 




バッテ U —を入れる . 7 

バッテ U - を充電ずる . 8 

AC アダプターで充電ずる . 8 

USB ケーブルで充電ずる . 9 

電源を入れる一 POWER / HOLD スイッチ . 10 

バッテ U —残量を確認ずる . 11 









バッテリーを入れる 

本機を使巧する前に、バッテ U —び入っていることを確認しまず。 

〇 バッテリーカバーを開く。 

ノ（ッテ U - カノ（一の突起部の上に指を置き、矢印の方向へスライドずると開きま 
す。 



〇 バッテリーを入れる。 

ラベル面を上にし、バッテ U —の金属部び、本体の金属部と重なるよラに入れま 
す。 



バッテ U —のラベル面び上に 
なっているのを { き認する。 


ここの金属部同±び 
重なるよ弓に入れる。 


〇 バッテリーカバーを閉める。 

カチッと音びずるまでスライドしまず。 



ごを意 


• バッテ U - の交換は、必ず本機の電源を切った状態で、30巧しツ内に行ってください。電源を 
入れた状態でバッテ U —を取り出すと、データの破損や、本機の故障の原因となります。 

• 付属の AC アダプター、または USB ケーフルを接続して使用するとをち、必ずバッテ U —を入 
れて使用して<ださい。バッテ U —を入れずに使用することは非巧奨かつヴポート対象外で 
す。 

• 専用のバッテ U — (外は入れないでください。 







































































バッテ u — を巧電する 


AC アダプターで巧電する 


〇 AC アダプター(付属)を、本機の DC IN 5.2 V ジャック、コンセントの順で接続ず 
る。 


コンセントへ 



充電び始ま0まず。 

CHARGE インジケーターび点打し、電源び入っているとさは液晶画面のバッテ 
U —インジケーター（胃）び充電中のアニメーション表おにな0まず。 
充電び完了ずるには、約 2.5 〜 6.5 時間* *かかりまず。 

充電び完了ずると、 CHARGE インジケーターび消なしまず。 


* 充電中に操作を行うと、充電にかかる時間は長くなります。 


ごま意 


• 「オートパワーオフ」を r 無効」に設定している場合、充電び完了するまでに 6.5 時間し U 上かかる 
ことがあります。 

• 周囲の温度1しよって、充電1しかかる時間は変わります。また、周囲の温度び5〜35 Cli (外の環 
境では、充電びでをないことびあります。 

• 本機のスピーカーから音楽やビデオの音び出ている状態のとをは、 AC アダプターを接続し 
ても充電されません。 

• AC アダプターを接続するとをは、充電用クレードルコネクター(が14ページ)の端子を 
ショートさせないよラに気をつけてください。 


夕のページにつづ< 






























電源…/いテリーをち電ずる 


USB ケーブルで巧電する 


〇 USB ケースレ(付属)を、本機のホ （ USB ) コネクター、パソコンのホ （ USB ) コネク 
ターの 順で接続ず る。 



自動的に本機の電源び入り、充電び始まりまず。 

CHARGE インジケーターと POWER インジケーターび点灯しまず。 
充電び完了ずるには、約 3.5 〜6時間* *かかりまず。 

充電び完了ずると、 CHARGE インジケーターび消打しまず。 


ファイル転送などを連続して巧っている場合、充電時間び変動します。 


ごを意 


• バッテ U - び消耗しているとをは、 AC アダプターで充電してください。 

• パスワードを設定しているとをは、パスワードを入力して□ックを解除してください。ロッ 
クを解除しないと USB ケーブルでの充電はでをません。 

• USB ケーブルで接続中に、パソコンびノてワーセーブモード(スタンノ（イ状態、ス U -プ状態、体 
止状態など）に入ると、本機のバッテ U - 残量は減っていきます。 

• AC 電源に接続していないノートパソコンに長時間接続したままにしないでください。パソ 
コンのバッテ U -残量び減っていさます。 

• 本機とパソコンを USB ケーブルで接続してを自動的に本機の電源び入らない場合、数分間 
待ってから、本機の POWER / HOLD スイッチを矢印のち向へスライドして電源を入れてくだ 
さい(が14ぺージ)。 

• USB 八ブを経由した接続には対応していません。 USB ケーフルは直接パソコンに接続してく 
ださい。 

• 周囲の温度1しよって、充電1しかかる時間は変わります。また、周囲の温度び5〜35 Cli (夕 i の環 
境では、充電びでをないことびあります。 

• パソコンとの USB 接続中は、本機の操作はできません。 


























電源を入れる一 POWER / HOLD スイッチ 

まず、バッテ U —び充電されていることを確認しまず。充電のしかたは、が8ページ 
をご覧ください。 


POWER / HOLD スイッチ 


POWER インジケーター 



〇 POWER / HOLD スイッチを矢印の方向へスライドずる。 

電源び入0、 POWER インジケーターび緑色に点灯しまず。 

お買い上げ後、はじめて使用ずるとさは、起動画面び約1分30秒表示され、続けて 
初期設定画面び表示されまず。画面のおおに従って初期設定を行いまず。 
通常は、前回電源を切ったとさに表おしていた画面び表示されまず。 


電源を切るには 

POWER / HOLD スイッチを矢印の方向へスライドしまず。電源び切れ、 POWER イン 
ジケーターび消なしまず。 


ごま意 


• 起動画面表示中は、 AC アダプターを抜かないでください。 

• 本機の電源を8曰しツ上入れていない、またはバッテ U —消耗後にはじめて電源を入れたとをは、 
起動画面び約 1 分 30 砂表示された後、 Home メニューび表示されます。 

• 起動画面表示中は、電源を切ることはでをません。 

• 本機動作中に、上記し U 外の方法(バッテ U - を抜いたり、 RES ロボタンを押したりするなど） 

で電源を切ると、一部のデータび破損または消去される場合びあります。必ず上記の方法で 
電源を切って<ださい。 

ぐヒント 

• 出荷時の設定では、音楽やビデオの再生中や、 AC アダプターを接続しているとをなどを除さ、 
約 5 分間操作をしないと、自動的に電源び切れるよラに設定されています(オートパワーオフ 
機能)。 

オートパワーオフ機能を解除したり、設定を変更したりする方法については、が 137 ページ 
をご覧ください。 

• 初期設定の方法については、が 30 ページをご覧ください。 































バッテリー巧量を確認する 

バッテ1」一の残量は、ステータスノ（一に表示されまず。バッテ U —残量び減るに従つ 
て、インジケーターの点な部分びルさ <な0まず。 

バッテ U —残量びな<なると、「充電して<ださい」と5秒間表示され、自動的に電源び 
切れます。バッテ U —を充電してから、電源を入れ直しまず（が10ページ)。 

^一胃一^一胃一^ 一「充電してください」 


ごを意 


• 液晶画面のノ（ッテ U —インジケーターは目まです 。 r 」の表示び、バッテ U —残量びちょ 

ラど半分であることを指しているねけではありません。 

• 液晶画面のノ（ッテ U —インジケーターは、使用状況や周囲の環境によつて正確でないことび 
あります。 

• バッテ U —残量び少ないとさは、 AC アダプターで充電してください。 
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13 各部のち前と巧いかた 


本化る部の名前 

前面 



固 DCIN 5.2 V < SHS ^ ジャック（が8 
ぺージ） 

AC アダプター（付属)を接続します。 

团ホ （ USB ) コネクター(が9、93、 
103、112、127ぺージ） 

本機をノ ':ソコンに接続します。 

圓シャッターボタン（が120ぺージ） 

内蔵カメラで写真を撮影します。 

回液晶画面(タッチパネル)（が15ぺ一 
ジ） 

スタイラスや指で画面をタッチ（タップ） 
して操作します。 

画"メモリースティックデュずス□ッ 


押すと、各機能び働きます。 


卜（が28ぺージ） 

カバーを開いて、"メモ U —スティック 
デュオ"を抜を差しします。 

カバーの中に"メモ U —スティックデュ 
才"アクセスインジケーターびあり、"メ 
モ U - スティックデュオ"にデータを書 
を込んだり読み込んだりしているとを点 
滅します。 


圧] 9 ( ヘッドセット)ジャック （が 27 
ぺージ） 

マイク-着信スイッチ付接続コード(付 
属)を接続します。 

回 POWER インジケーター (が 10ぺ一 
ジ） 

電源び入っているときは、インジケー 
ターび緑色に点なします。 

CHARGE インジケーター (が 8ぺ一 
ジ） 

本機の充電中は、インジケーターびオレ 
ンジ色に点なします。バッテ U —び完全 
に充電されると消なします。 

图 オペ レーシヨ ンキー (が 15ぺージ） 

上下左ちに傾けて項目を選択し、押して 
項目をま定します。 

团 WIRELESS LAN インジケーター (が 
33ぺージ） 

ワイヤレスネットワーク機能を有効にず 
ると、インジケーターび緑色に点なしまず。 

固 タッチボタンエリア （适 n 6ページ） 



夕のページにつづ< 






























14 各部のち刖と巧いかた" •本体各部の名前 


回ステータスインジケーター 

ワイヤレスネットワークに接続している 
とをや、インスタントメッセンジャーの 
メッセージび届いたとをなどは、インジ 
ケーターび青色に点滅します。 
mylo Widget からのお巧らせびあるとき 
は、オレンジ色に点滅します。 

裏面 


m VOL +/- ボタン 

音量を調節します。 

岡 スピーカー 

インターネット電話中、巧手の声び聞こ 
元ます。 



回ミラー 画レンズ部(カメラ） 

カメラで自分撮りをするとをに使います。 カメラのレンズです。 


画充電用クレードル〕ネクター 

ク レー ドル (別売)で本機の充電をすると 
をに使います。 

AC アダプターを接続しているとをは、こ 
の端子をショートさせないよラに気をつ 
けて < ださい。 

画 RESET ボタン 

スタイラス(付属)で押すと、本機び再起 
動します。 

本体の動作中に R ES ET ボタンを押すと、 
一部のデータび破損または消去される場 
合びあります。 

回スピーカー 

音楽やビデオ、インターネット電話の着 
信音などび出力されます。 

画アンテナ内蔵部 

ワイヤレスネットワーク接続用のアンテ 
ナび内蔵されています。 


國 マイク （が69 ぺージ） 

インターネット電話に使用します。 

國 POWER/HOLD スイッチ （适 no 
ぺージ） 

本機の電源を入/切します。 HOLD に合 
わせると本機の操作をロックします。 

國マク□スイッチ 

被写体に近づいて撮影するとをに、ホに 
切り換えます。 

國ストラップ取り付け部 

落下防止のため、ストラップ(付属)を取 
り付けます。 

國 WIRELESS LAN スイッチ (が33 
ぺージ） 

ワイヤレスネットワーク機能を有効にし 
よ9 〇 




























る部のち前と巧いかた 


選択ずる/巧定する 



タッチパネルを巧ラ場さ 


液晶画面(タッチパネル)上の項目をスタイラスまたは指で軽くタッチ（タップ)ずる 
と、選択と決定び同時に行えまず。 
































































16 各部のち前と巧いかた 


タッチボタンを ffi 5 



田 OPTION ボタン 

OPTION ボタンを押すと、その画面で使 
用できる機能の一覧 (OPTION メニュー） 
び表示されます。 

表示されるメニュー項目は、 OPT の N ボ 
タンを押した画面によって異なります。 
OPTION メニュー表示中に押すと、 
OPTION メニューび閉じます。 

回 DISP ボタン 

DISP (ディスプレイ）ボタンを押すと画 
面の表示を切り換えられます。表示内容 
は DISP ボタンを押した画面によって異な 
ります。 

Web (が49ぺージ） 

Photo (が107、108ぺージ） 

Video 你117ぺージ） 

Camera (が120、121ぺージ） 

图 BACK ボタン 

BACK ボタンを押すと、1つ前の画面に戻 
ります。 

画面によっては、アプ U ケーシヨンび終 
了します。 


团 INFO ボタン 

INFO ボタンを押すと、ネットワーク設定 
や、メッセージや登録 U クエストなどの 
新着情報、再生中の音楽の情報を確認す 
るための INFO パネルび表示されます。 

I N F 0 パみレの項目を選択すると、そのア 
プ U ケーシヨンび表示されます。 

INFO パネル表示中に押すと、 INFO パネ 
ルび閉じます。 

固 mylo ボタン 

mylo ボタンを押すと、 mylo Widget び 
並んでいる mylo Screen (が35ぺージ) 
び表示されます。 

mylo Screen 表示中に押すと、 mylo 
Screen 表示前の画面に戻ります。 

固 HOME ボタン 

HOME ボタンを押すと、 Home メニユー 
び表示されます。 

Home メニユーでアプ U ケーシヨンを選 
択すると、アプ U ケーシヨンび起動しま 
す。 


ごを意 


• 画面によっては、ボタンび動作しないことびあります。 




























17 る部のち前と巧いかた 


ステータスバー 

液晶画面の上部にあるステータスバーには、本機の状態を表ずアイコンび表示されま 
ず。 


济口而巧 旦 11111111111111 な ♦で11:25 AM 


アイコン 

意味 

画 

バッテ U -残量の目ま(が11ページ） 

国/国 /Q 

ワイヤレスネットワークの接続状態-強度(が33ぺージ） 

国 

"メモ U -スティックデュオ"の状態(が28ぺージ） 

/ / 

キーボードの修飾キーの状態(鹰 ■ ] 9ページ） 

因/因/囚/回/臣 

文字入カモード(が18ページ） 

HOLD 

HOLD 状態(磨 ■ 14ぺージ） 

1111音量バ- 

AVLS 你138ぺ-ジ） 

因 

Skype の状態/新着情報(が6 4 ページ） 

□ 

GoogleTalk の状態/新着情報(が85ぺージ） 

回 

RSS/Podcast の状態(が53ぺージ） 

t =1 Web の状獻が47ぺ-ジ） 

旧 

Music の状態（が98ぺージ） 

□ 

PlaceEngine の状態(煩 ] 33ぺージ） 



正 1:25 A 间 


時計(煩] 37ぺージ) 


























各部のち前と巧いかた 


キーボードを使ラ 

本機での文字入力には、全ちひらびな、全ちカタカナ、半ちカタカナ、全ち英数字、半ち 
英数字の5つの入カモードびあ0まず。 

ひらびなやカタカナを入力ずるときは、□ーマきで入力しまず。かな入力には対応し 
ていません。 

ぐヒント 

• キーボード上にない記号を入力したいときは、 r きごう」と入力して Space / 変換キーを押しま 
す。変換候補に入力可能な記号び現れたら、入力したい記号を選びます。 


Num キー 


V 


J 


A 


」, ! 一 & 一 X 一 % - S ) _[ 己 _] ヨ _f ) 口 el A 

输風励恩風の四風の画画画廊 
趣風留風の齒吗辟粗阻 (Enter 
趣画苗应 J 虹脚应)処 CM 3 〇 ( Shift ^ / _ ぶ卜 し_ 

e cn rr ) a a ^ で‘ ^ ni け =V 


( Fn ) (®) ( Eu ) 


フアンクシヨン 

Fn 丰 ■ 


卿 a 田/をが i 


Space / 変換キー 



, Sym キー 

エンター 

Enter キー 


あ / A キ— 


入カモー ドを巧更するには 

あ / A キーを巧ずたびに、政下の順序でモードび切り替わりまず。 

全ちひらびな^全ちカタカナ^全ち英数字^半ちカタカナ^半ち英数字^全ちひらがな… 
希望のモードを選択したら、入力を始めまず。 

ぐヒント 

• Fn キー+ Space / 変換キーでも入カモードを切り換えることびでをます。 

• あ / A キーまたは Fn キ ー+ Space / 勢奧キーを押した後、 ♦/■* •キーで入カモードを切り換える 
ことちでさます。 

• Fn キー+「,」キーを押すと、全角ひらがなモードと半角英数モードを直接切り換えられます。 


ごを意 


• 入力でをる文字び制限されている場合は、上記の操作を行ってち入カモードを変更でさない 
場合びあります。 

モ測を換機能をほうには 

予測変換機能を使ラと、全ちひらびなモードのとさ、入力した文字から始まる変換候 
補び画面下部に表おされまず。 

変換候補を選択ずるには、 Space / 変換キーか ♦/ ♦キーを巧しまず。 

予測変換機能を使う方法については、が139ページをご覧ください。 


ごを意 


. 本機の Tab キーは Web ページの一部!;(かではフォーカスの移動には使えません。テキストメ 
モではタブ記号び入力されます。 



巧のページにつづ< 






























19 各部のち刖と巧いかた… キ—ボ—ドを使う 


アルフアベットの大文を、数字、記号を入力するには 

修飾キー ( Shift キー、 Num キー、 Sym キー)を巧してから、特定のキーを巧しまず。そ 
れぞれのキーの割り当てについては、が21ページからが26ページの表をご覧くだ 
さい。 

修飾キーを巧ずと、じ(下のアイコンびステータスノ（一に表示されまず。 

修飾キーを□ックずるには、2回巧しまず。解除ずるには、もう一度巧しまず。 


修飾 キー 

1 回巧したとさのアイコン 2 回巧したとさのアイコン 

Shift 

ESiS (アルファベットを 


大文字に固定） 

Num 


Sym 


シヨートカツトをほラには 

Fn キーを1回巧してから、じ(下の表にあるキーを巧しまず。 

キー 

機能 

A 

すべて選択 

X 

切り取り（カット） 

C 

コピー 

V 

貼り付け(ペースト） 

Space / 変換 

文字入カモードの切り換え 

,(カンマ） 

全角ひらびなモードと半角英数字モードの切0換え 

RA 

全角ひらびなへ変換 

T * 

全角カタカナへ変換 

Y * 

半角カタカナへ変換 

U A 

全ち英数字へ変換 

1* 

半ち英数字へ変換 


* 全角ひらびなモードのとさのみ有効なショートカットです。文字を入力した後、確定前にこ 
の操作を行ラと、各文字種に変換でをます。 


Fn キーを 巧ずと、 〇 びステータスノ（一に 表おされまず。 

2回巧ずと Fn キーび□ツクされ、ステータスノ（一の 巧び國 に変わりまず。 

解除ずるには、もう一度巧しまず。 

ぐヒント 

• Web 、 Video 、 テキストメモでは、アプ U ケーシヨン固有のシヨートカツトキーび割り当てら 
れています。各アプ U ケーシヨンの OPT の N メニユーから r ヘルスを選択すると、説明び表 
示されます。 


ごを意 


• 画面によっては、ショートカツトび使えない場合びあります。 


巧のぺージにつづく 

























20 各部の ち 前と巧いかた… キーボードを使う 


キーボードで音楽を再生するには 

L ソ下のキーは、音楽再生中に、音楽再生用のキーとして働さまず。 


こんなとをは 

操作 


音楽を一時停止/再生する 

► II を押す。 


再生中の曲の先頭に戻る 

1◄◄を押す。 


前の曲の先頭に戻る 

希望の巧になるまで何度か！ ◄ 

N を押す。 

なの曲の先頭に進む 

► w を押す。 


先の巧の先頭に進む 

希望の曲になるまで何度か ►! 

M を押す。 

早戻しする 

1◄◄を押したままにする。 


早送りする 

► W を押したままにする。 



ごを意 


• Video 機能利用時は、ビデオ再生用のキーとなります。 

• 上記の!◄◄、 ►!!. で操作できるのは Music と Video のみです。アプ U ケーシヨンび起 

動している状態のとをに使用でをます(が99、116ページ)。 



巧のページにつづ< 















各部のち前と巧いかた… キーボードを使う 


キーの割0 当て 


全ちひ S がなモード 


キーボード上 
の表示 

通常巧した 
とさ 

Shift キーと 
組み合わせて 
巧したとさ 

Num キーと 
組み合わせて 
巧したとさ 

Sym キーと 
組み合わせて 
巧したとさ 
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次のページにつづ< 






































各部のち前と巧いかた… キーボードを使う 


全ちカタカナモード 


キーボード上 
の表示 

通常巧した 
とを 

Shift キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Num キーと 
組み合わせて 
巧したとを 

Sym キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Q 

q 

Q 

q 

1 

W 
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W 
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次のページにつづ< 





































各部のち前と巧いかた… キーボードを使う 


半ちカタカナモード 


キーボード上 
の表示 

通常巧した 
とを 

Shift キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Num キーと 
組み合わせて 
巧したとを 

Sym キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Q 

q 

Q 

q 
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夕のページにつづ< 





































24 き部のち前と巧いかた… キ—ボ—ドを使う 


全角巧巧きモード 


キーボード上 
の表示 

通常巧した 
とを 

Shift キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Num キーと 
組み合わせて 
巧したとを 

Sym キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Q 

q 

Q 

q 
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W 
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次のページにつづ< 





































各部のち前と巧いかた… キーボードを使う 


半ち巧巧きモード 


キーボード上 
の表示 

通常巧した 
とを 

Shift キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Num キーと 
組み合わせて 
巧したとを 

Sym キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Q 

q 
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次のページにつづ< 





































き部のち前と巧いかた… キ-ボ-ドを使う 


全入カモード共通 


キーボード上 
の表示 

通常巧した 
とを 

Shift キーと 
組み合わせて 
巧したとき 

Num キーと 
組み合わせて 
巧したとを 

Sym キーと 
組み合わせて 
巧したとを 

夺 

夺 

テキストを選択 

夺 

夺 

♦ 

♦ 

テキストを選択 

♦ 

♦ 

寺 

寺 

テキストを選択 

寺 

寺 

♦ 

♦ 

テキストを選択 

♦ 

♦ 













27 各部のち前と巧いかた 


ぺツドセツトをごなぐ 

下図のよラにへツドセツトを本機と接続しまず。 


へッドホン(付属) 

































28 る部のち前と巧いかた 


"メモリースティックデュオ"を出し入れする 


下図のよラに"メモ U —スティックデュオ"（別売）を挿入しまず。 

"メモ U —スティックデュオ"のデータを読み込み中や書き出し中は、"メモリース 
テイックデュオ"アクセスインジケーターび点滅しまず。 



溝の部分を指でつまみ、 
そっと矢印のち向へ 
引っ張る。 



端子側 




"メモリースティック 
デュオ"アクセス 
インジケーター 



本機の矢印のち向へ 
"メモリースティック 
デュオ"を挿入し、 
カチッとい弓まで 
そっと巧し&む。 


"メモ U —スティックデュオ"を取り出ずとさは、"メモ U —スティックデュオ"を力 
チッといラまで巧し込んでから離しまず。 


ごを意 


• データが破損するおそれがあるため、"メモ U —スティックデュオ"アクセスインジケーター 
点滅中は、"メモ U —スティックデュオ"を取り出さないでください。 














































29 各部のち前と巧いかた 


サンプルデータについて 


本機は、内蔵メモ U —にサンプルデータを保をしていまず。データをより多く保をし 
たいとさは、 LU 下のデータを削除しまず。 

サンプルデータを削除するには 


サンプル データ 

削除に使ラメニュー 

音楽ファイル 

ファイルマネージヤーの OPTION メこユー 
(「 MUS に」フォルダ内の 「 SAMPLE 」 フォルダ内） 

画像ファイル 

Photo の OPTION メ こユー 

ビデオファイル 

Video の OPTION メこユー 

テキストファイル 

テキストメモの OPTION メこユー 

デモ用ビデオファイル 

ファイルマネージヤーの OPTION メこユー 
(「 DEMOCONTENTS 」 フォルダ内の rVIDEO 」 フォルダ内） 


ぐヒント 

• サンプルデータは付属の 〔 D - ROM にも入っています。 












30 る部のち前と巧いかた 


初期設定 

お買い上げ後、初めて電源を入れると、初期設定ウィヴードび表示されまず。画面の指 
おに従って、 LU 下の項目を設定しまず。 

• タッチパネル調整 
• タイムゾーン 
• 曰付と時刻 


ごを意 


• 日付と時刻び正しく設定されていないと、 Web ぺージび正しく表示されなかったり、ワイヤ 
レスネットワーク接続時のオートログインに失敗したりすることびあります。 

• バッテ U —残量びなくなってから長期間放置すると、曰付と時刻の設定び U セットされます。 

ぐヒント 

• ここで行5各設定は、 「 Tools 」 の r 設定」でも変更でをます（が137ページ)。 







ワイヤレスネットワーク接続 



ワイヤレスネットワークに接続ずる前に . 32 

本機で接続できるワイヤレスネットワークの環境 . 32 

ワイヤレスネットワークを登録ずる . 33 






ワイヤレスネットワークに接続する前に 


本機で接続でをるワイヤレスネツトワークの居境 


• 自宅のワイヤレスネットワーク 

• 会社や学校のワイヤレスネットワーク 

• 駅やファストフード店などの公衆ワイヤレス LAN 

規格 

IEEE 802.1 1 b 

IEEE 802.1 1 g 

セキュリティー 

WEP (128 ビット /64 ビット、オープンシステム/共有キー） 
WPA-PSK ( TKIP / AES ) 

通信範囲 

約 50 m 

(通信範囲は、本機の使用条件や設定によって異なることがある） 


ごま意 


• 設定内容(が132ページ)は、自宅や会社/学校のワイヤレスネットワークに接続する場合は 
アクセスポイントを設定したちや管理者に、公衆ワイヤレス LAN のアクセスポイントに接続 
する場合はプロバイダーにご確認ください。 

• 本機は、アクセスポイント機器独自の自動セキュ U ティー設定機能には対応していません。 

詳しくは、アクセスポイント機器の取扱説明書をご覧ください。 

• 病院内や航空機内などでは、 W 旧 ELESS LAN スイッチを rOFF 」 にしてください。 

• 公衆ワイヤレス LAN アクセスポイントに接続する場合、 Web を使うなどの方法でログイン 
び必要になることびあります。選択されたアクセスポイントび、 Web などでのログイン操作 
び必要かど5かを確認するために、本機は自動的にしツ下のサイトへの接続を行います。 
httpy / www . sonv . net / Products / mylo / check / index.html 

このサイトへの接続により、本機からお客様の個人情報やネットワーク情報などび送信され 
ることはありません。このサイトは、本機に登録された情報、その他ユーヴーに関するいかな 
る情報ち収集するちのではありません。 













33 ワイヤレスネットワーク接続 


ワイヤレスネットワークを登録する 

WIRELESS LAN スイッチを rON 」 にし、 INFO パネルから「ワイヤレス接続」を選択して、 
登録したいワイヤレスネットワークを選択します（が130ぺージ)。 

暗号キーなどの入力び必要なとさには、下記の画面び表示されまず。 




ぐヒント 

• ワイヤレスネットワークの設定を変更するとをは、ワイヤレス接続画面で変更したいワイヤ 
レスネットワークにフォーカスを合わせ、 OPTION メニユーから r 編集」を選択します。 

• ワイヤレスネットワークを選択した場合、 WEP / WPA の項目はそのワイヤレスネットワーク 
に合わせて自動設定されます。ただし、そのワイヤレスネットワークび VVEP (共有キー)のと 
さは自動判別でをないため、その場合のみ手動で設定を変更して < ださい。 



設定内容がわか百ないとまは 

アクセスポイントを設定した方や管理ち、またはプ□バイダーにご確認ください。 


ごを意 


• WIRELESS LAN スイッチ（煩]4ぺージ）が 「 OFF 」 になっていると、ワイヤレスネットワークに 
接続でさません。 

ぐヒント 

• WIRELESS LAN スイッチを rON 」 にすると、登録されているワイヤレスネットワークの中から、 
接続でさるワイヤレスネットワークを定期的に探し、自動的に接続します。 

• 登録したいワイヤレスネットワークび一覽に表示されていないときは、ワイヤレス接続画面 
で r 手動登録」を選択し、設定を入力して登録します。 

• ワイヤレスネットワークの登録は、 Home メニューから [ Tools 」 を選択し、 r ネットワーク設 
定」を選択して、 r ワイヤレス接続」を選択することでち行えます。 

• 本機は、一部のプロバイダーび提供するサービスに自動で□グインすることびでさます(が 
146ぺージ）。 
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mylo Widget 




mylo Screen を表おする .35 

mylo Screen / mylo Widget とは .35 

mylo Screen を設定する .3 b 

mylo Widget を mylo ScreenI こ追 力 Q / 配置する . 36 

mylo Widget を移動する . 37 

mylo Widget の大きさを変える . 37 

mylo Widget の設定を変更する . 38 

mylo Widget を mylo Screen から肖 ij 除する . 38 

mylo Widget をインス I -- ルする/アンインストールする . 39 

mylo Widget を本機にインス I -ールする . 39 

mylo Widget をァップデートする . 40 

mylo Widget を本機からアンインストールする . 40 

mylo Widget を整理する . 41 

mylo Widget 紹介 . 42 

My Contacts Widget を使う . 42 

その他の mylo Widget . 44 



















mylo Screen を表おする 

mylo ボタンを巧しまず。 


Screen / mylo Widqet とな 


mylo ScreenI ま、パソコンで Widget を使うのと同じように、 mylo Widget を配置で 
さる画面でず。 

あらかじめ用意されている mylo Widget には、ウェブ検索びできるものや更新情報を 
表おするをのなどびあり、ワイヤレスネットワーク接続中にさまざまな情報を取得し 
まず。 

コンテンツを表示ずる際、 Web を使用ずる mylo Widget をありまず。 
mylo Widget は、 mylo Screen に自由に配置できまず（が36ぺージ)。 



mvio Screen 
mvio Widaet 


本機に搭載されていない mylo Widget をネットからダウン□-ドして、 mylo 
Screen に追加ずることもできまず（が36ぺージ)。 


ワイヤレスネットワーク接続の準備をするには 

mylo Widget の種類によっては、事前にワイヤレスネットワーク接続の準備をずる必 
要びありまず（が32ページ)。 





























mylo Screen を設定する 


mylo Widget を mylo Screen に追加/配置する 


本機にインストールされている mylo Widget を mylo Screen 上に追加/配置できま 
ず。 

OPTION メニューから rWidget 設定モード」を選択し、 mylo Widge 砸置画面を表示 
します。 



OPTION メニューから r 追加」を選択しまず。 

追加したい mylo Widget を選択し、「選択」を選択しまず。 

他の myloWidaet と重ならないように、 mvioWidget の左上の □ か四隅のボタン 
じ(外の部分をドラッグしまず。 

OPTION メニューから r 設定モードの終了」を還おずると、 mylo Screen に mylo 
Widget び追加されまず。 


ごま意 


• ダウン□—ドした新しい mylo Widget を mylo Screen に追加/配置するときは、あらかじめ 
本機にインストールしておいてください（歎39ページ)。 

• mylo Widget は、]0個まで追加/配置できます。 

ぐヒント 

• 同じ mylo Widget を画面に複数表示したい場合は、その数だけ Widget インストーラーでコ 
ピーしてから追加/配置します(が41ぺージ)。 


巧のページにつづ< 
























OPTION メニユーから rWidge 簡定モード」を選択し、移動させる mylo Widget の左 
上のに! か四隅のボタンじ(外の部分をドラッグしまず。 



OPTION メニューから r 設定モードの終了」を選択ずると、設定び変更されまず。 


mylo Widaet 同±び重なった状態のままではなをできません。 


OPTION メニューから rWidget 設定モード」を選択し、大きさを変える mylo Widget 
のち 下の! □ を液晶画面上でドラッグしまず。 



OPTION メニューから「設定モードの終了」を選択ずると、設定び変更されまず。 


大きさを変えられない mylo Widget もあります。 


な ♦り: 25Ah 


Contacts x 

J ’ ぷ iTi 

旬ぶ:巧 

与を 因网 


ごま意 


mylo Widget の大ををを巧える 


ごま意 


mylo Widaet をあ動する 


: •••mylo Screen を設定ずる 


し sra 巧な 风’ 

献ぷ也 H も 
阿.詞.を、 嫁 


巧のページにつづ< 


































:… mylo Screen を設定ずる 


mylo Widget の設定を巧更する 


OPTION メニユーから rWidge 簡定モード」を選択し、設定を変更ずる mylo Widget 
の左下の [□を 巧します。 

例 ： mixi Widaet の設定画面 



設定後、 roK 」 を巧すと変更び保をされまず。 


mylo Widget を mylo Screen か 6 削除する 


OPTION メニューから rWidget 設定モード」を選択し、 mylo Screen から消去ずる 
mylo Widaet のも上の □ を巧しまず。 

OPTION メニューから r 設定モードの終了」を還択ずると、設定び変更されまず。 

ぐヒント 

• mylo Screen から削除しても mylo Widget は本機の中に残っています。本機から mylo 
Widaet をアンインストールする方法については、煩 '40 ページをご覧ください。 


ごを意 


• mylo Widget を mylo Screen から削除しても、その Widget の設定値-配置位置などは消え 
ません。 Widge 馈定モードで OPTION メニューから r 追加」を選択して Widget を追加すると、 
記憶していた設定値' 配置位置でその Widaet び再び表示されます。 





























mylo Widget をインストールする/ 

アンインストールする 

mylo Screen で 、 OPITON メニューから 「 Widget インストーラー」を選択し 、 mylo 
Widget のインストーラー画面を表示しまず。 



mylo Widget を本機にインストールする 


インストール巧の新しい mylo Widget ファイルをネットからダウン□—ドずるなど 
して、入手しておさまず。 

「インス I -- ル」を選択し、インス I -- ルずる mylo Widget ファイルを選択しまず。 
画面のおおに従って mylo Widget をインストールずると 、 mylo Screen に配置でき 
るようになりまず（が36ページ)。 

ぐヒント 

• インス! -- ル用の mylo Widget ファイルは、ファイルマネージャーなどで削除すると、空き容 
量び増えます。 

• mylo Widget は、20個までインストールできます。 

• 同じ mylo Widget を複数インス I ルしたときは、表示名を変更しておくと便利です(が41 
ぺージ)。 

• 同じ mylo Widget を画面に複数表示したい場合は、その数だけ Widget インス I ラーで〕 
ピーしてから追加/配置します(が41ぺージ)。 


ごを意 


• インストールした mylo Widget は 、 mylo Screen に追加すると使用できるようになります 
(が36ぺ-ジ)。 


巧のページにつづ< 














40 mylo Widget .. .mylo Widget をインスト-ルずる ''アンインスト-ル巧^^ 


mylo Widget をアツプデートする 


ワイヤレスネットワークに接続した状態で 、 mylo Widget をフォーカスし、「最新版 
の確認」を選択します。 

インターネット上にその mylo Widget のアップデートファイルびあるかどラか 
チェックし、最新のアップデートファイルびある場合は、画面のおおに従ってアップ 
デートしまず。 

ぐヒント 

• 新しいバージョンの mylo Widget びある場合 、 mylo Widget の一覧画面に表示されるアイ 
コンび変わります。 

• すでにアップデートの確認び終わっていて、新しいバージョンの mylo Widget ファイルびあ 
るとをは、 r 最新版の確認」の代わりに r 最新版の取得」び表示されます。 

• すべての mylo Widget のアップデートを確認するときは、 OPTION メニューから「すべての 
最新版を確認」を選おします。 

• OPT の N メニューから r 最新版の取得」を選択した場合、インストールされている mylo 
Widget を、インターネット上のアップデートファイルでアップデートするか、本機内のアッ 
プデートファイルでアップデートするか選べます。 


ごを意 


• 上記の方法ではアップデートできない mylo Widget もあります。 r 最新版の確認」の機能に対 
応している mylo Widget のみが上記の方法でアップデートできます。 


mylo Widget を本機か 6 アンインストールする 


mylo Widget をフオーカスし、「アンインストーレ」を選択します。 

画面の指示に従ってアンインストールします。 

ぐヒント 

• 工場出荷時にインストールされていた mylo Widge 做インストール用ファイルは、付属の 
CD - ROM にち入っています。 


ごを意 


• mylo Widget をアンインストールすると、この mylo Widget び作成した一時ファイルも削除 
されます。 

• インストール用の mylo Widget ファイルは、アンインス!ルしてを削除されません。ファ 
イルマネージヤーなどで削除してくださし)（が125ぺージ)。 


巧のページにつづ< 












io Widget- -mylo Widqet をインスト-ルずる - アンインスト-ルずる 


mylo Widget を舊埋する 

mylo Widget をフォーカスし、それぞれの項目を選択しまず。 

または、 OPTION メニューからそれぞれの項目を選択しまず。 

選択項目 

意ほ 

コピー 

mylo Widget を複製する。 

名前の変更 

mylo Widget の表示名を変更する D 

作者ページを開く 1 > 

mylo Widget の作者のサイトを Web で表示する。^ 

キャッシュの削除 1 > 

mylo Widget が作成した一時データを削除する。 3 > 


" OPTION メこューでのみ選択でさます。 

Widget の作者のサイト情報が記録されている mylo Widget の場含のみ動作します。 
選択した mylo Widget だけではなく、すべての mylo Widget の一時データが削除されます。 












11:25 AN 


mylo Widget 紹な 


My Contacts Widget には、友人の Skype などのインスタントメッセンジャーの ID を 
割り当てることで、オンライン状態を一覧したり、接続び簡単に行えるボックスび90 
個ありまず。 

例えば、友人び複数の ID を持っている場合、それらの ID を1つのボックスにまとめて登 
録しておくと、そのボックスから接続したいのを選択でさまず。 

ボックスに ID を登録ずると、じ(下のよラな画面び表示されまず。 


ボツクスに I D を登録するには 

Skype などのインスタントメッセンジャーにサインインしたあと 、 mylo Screen で 
OPTION メニューから rWidget 設定モード」を選択し 、 My Contacts Widget の左下 
の 田を 巧します。 

ボックスを選択して、 riD を追加」を選択しまず。 

Skype などのインスタントメッセンジャーを還おし、登録したい ID を選択して、「追 
加」を選択しまず。 

ぐヒント 

• すでに ID び設定されているボックスを選んだときは、ボックスに表示される画像を変更する 
かどうか選択し、ボックスに表示される名前を変更するかどうか選択します。 

• 1つのボックスには5つまでの D を登録でをます。 


ボックスにすべての ID を登録するには 

Skype などのインスタントメッセンジャーにサインインしたあと 、 mylo Screen で 
OPTION メニューから 「 Widget 設定モード」を選択し 、 My Contacts Widget の左下 
の 因を 巧しまず。 

画面左下にある r ずべて追加」を選択しまず。 

Skype などのインスタントメッセンジャーを選択ずると、そのインスタントメッセン 
ジャーに登録されているコンタクトび左上から順に空いているボックスに1 ID ずつ登 
録されます。 


My Contacts Widaet を使う 


2尻 马；」 

ろ 巧 阿 去 

网別口 ， 
雨み网网 

緩 夏 固*^ 

1 幫画 A 

I 巧 也* 囚も 
策 巧鮮主致， 


巧のページにつづ< 
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:… mylo Widget 紹介 



ボックスの登録内容を編集するには 

mylo Screen で、 OPTION メニユーから 「 Widget 設定モード」を選択し 、 My 
Contacts Widget の左下の 图 を巧しまず。 

ボックスを選択して、「編集」を選択します。 


設定項目 

設定内容 

名前 

ボックスに表示される名前を変更する。 

ID 

• 削除：ボックスに登録されている ID を削除する。 

• ID を追加：ボックスに D を追加する。 

画像変更 

ボックスに表示される画像を変更する。 

ぐヒント 


• ボックスの登録内容を丸ごとコピーするとをは、ボックスを選択したあと、 r コピー」を選択し 
ます。貼り付けたいボックスを選択し、「ペースト」を選択してください。 

• ボックスの登録内容を丸ごと削除するとをは、ボックスを選択したあと、「カット」を選択しま 
す。 

My Contacts Widget をほうには 

オンライン中の ID びあるボックスは明るく表示されていまず。それを選択ずると、 
ボックスに登録されている全 ID の一覧び表示されまず。（オンライン中の ID びない 
ボックスを選択した場合、 ID は表示されません。） 

通信したい ID を選択ずると、選んだインスタントメッセンジャー上で ID び選択されま 
ず。 （ ID を選択してちインスタントメッセンジャーの画面び表示されない場合、その ID 
はオフラインでず。他の ID を選択してください。） 


ごま意 


• インスタントメッセンジャーの画面が表示されたあとは、 BACK ボタンを押しても mylo 
Screen 画面には戻りません 。 mylo Screen 画面に戻るには、 mylo ボタンを押します。 


次のページにつづ< 












その化の mylo Widget 


RSS Widget 

Widget 設定モードの設定にしたびって RSS フィードを表おしまず。 

登録できるのは、 RSS/Podcast で対応しているフィードでず。 

Google Search Widget 

Google のサービスを用いて検索びでさまず。 

Web び起動して、検索結果びモバイル端末用のレイアウトで表示されまず。 

mixi Widget 

mixi の更新情報を表おしまず。 

項目を選択ずると、 Web び起動して、新着日記の一覧などび表おされまず。 

YouTube Widget 

YouTube の「最近のおずずめ」などの RSS フィードをサムネイルつさで表おしまず。 
Widget 設定モードで、サムネイルを切り換える間隔や、更新の間隔を変更でさまず。 

PetaMap Widget 

PlaceEngine で現在地を取得し、緯度経度と住所を表おしまず。 
r 地図」を選択ずると、 Web び起動して、 PetaMap で現在地の地図び表示されまず。（あ 
らかじめ、 PlaceEngine を起動しておく必要びありまず（が] 33 ぺージ)。 ） 


ごを意 


• プ U インストールされている mylo Widget の種類、個数、機能は、予告なく変更されることび 
あります。 

• Widget 上の各サービスのロゴを押すと、 Web び起動して、そのサービスを提供しているヴ 
イトび表示されます。 








Web を楽しむ前に . 46 

本機で楽しめる Web の機能 . 46 

ワイヤレスネットワーク接続の準備をする . 46 

Web サイトを見る . 47 

現在のページをブックマークずる . 47 

現在のページを保をずる . 47 

ホームページを変更ずる . 47 

Web の基本操作 . 48 

画面表おを切り換える . 49 

スク□—ルモードを変更ずる . 49 

画面表おを変更ずる . 50 














Web を楽しむ前に 


本機で楽しめる Web の機能 


• Adobe Flash を用いたぺージを閲覧ずる 

• ファイルをダウン□ード/アップ□ー ドずる 

• mylo Widaet (が39ぺージ）をダウン□—ドずる 


ごを意 


• お客様個人として楽しむし U 外の目的で、他人の著作物を許可な < 転送することは、著作権法上 
禁止されています。 

• 曰付と時刻び正しく設定されていないと、 Web ページび正しく表示されないことびあります 
(が13 7ページ)。 

• ダウン□-ドした音楽ファイルは、 Music のファイル U ストに表示されないことびあります。 

その場合は、 Music を起動し直すなどの方法で AV データベースを更新してください。 

• ダウンロード中は、オートパワーオフを有効にしていてち、電源び切れません。 

• 本機は、インターネットの音楽ダウンロードサービスには対応していません。音楽ファイルは、 
必ずパソコンから転送してください。 

• Web サイト、 Flash コンテンツによっては正しく表示または動作しない場合びあります。 

• Flash 動画は CPU 負荷などの制約でパソコン同等のスムーズな再生はでをません。 

• 本機の使用条件や設定、ネットワークの状況により正し<表示または動作しない場合びあり 
ます。 

ぐヒント 

• 工場出荷時の設定では、ダウンロードしたファイルは 「 DROPBOX 」 フォルダにな巧されます。 

•「 DROPBOX 」 フォルダにイ呆存されたファイルは、 Music 、 Photo などの各アプ U ケーシヨン 
の 「Drop Box 」 から直接開くことびでをます。 


ワイヤレスネットワーク接続の準備をする 


Web を楽しむには、事前にワイヤレスネットワーク接続の準備をずる必要びありまず 
(が32ぺージ)。 


ごま意 


• 公衆ワイヤレス LAN アクセスポイントに接続する場合、 Web を使5などのち法で□グイン 
び必要になることびあります（が32ぺージ)。 

• 曰付と時刻び正しく設定されていないと、ワイヤレスネットワーク接続時のオート□グイン 
に失敗することびあります。 














Web サイトを見る 

Home メニューから rWeb 」 を選択しまず。 

Web ページ読み込み中は、ステータスノ（一の^び点滅しまず。 

ぐヒント 

• OPT の N メニューの rweb 設定」の中の r 詳細設定」や r プライバシー設定」で、な〇帖の許可 
/禁止/削除びでをます。 

• Flash コンテンツの音び出ないときは、そのコンテンツをタップしてください。 


現在のぺージをブックマークする 


ブックマークしたい Web ぺージを表示しているときに、 OPTION メニューからロッ 
クマークに追加」を選択し、ブックマークを保をずるフォルダを還おして、「ここに追 
加」を選択しまず。 


現在のぺージをな巧する 


保をしたい Web ぺージを表示しているときに、 OPTION メニューから r 保を」を選択し、 
な下のいずれかの項目を選びまず。 


項目 

意 ほ 

ページをな巧 

その Web ページを、 HTMI 7 MHT 形式または画像(スク U —ンシヨッ 
卜）で保存する。 

画像を保存 

画像を選択する画面び表示される。画像を選んで保存する。 


ぐヒント 

•画像にフオーカスびある状態のとをに r 画像をな存」を選択すると、 
その画像び直接な存されます。 

対象をな存 

フオーカスがある U ンク先の Web ページを保存する。 

RSS/Podcast へ追加 

フオーカスびあるアイコンのフィードを RSS / Podcast にき録する。 


保をの形式を選び、保を先のフオルダを選んで保をしまず。 

保を先選択時に、上位のフオ j レダへ移動ずるとさは B AC K ボタンを巧しまず。 


ごま 意 


• r 対象をな巧」でな巧した Web ページは、 Web の r イ呆巧したページ」には表示されません。ファ 
イルマネージャーを使って、保存先に指定したフォルダから対象のファイルを選択する必要 
び友0ます。 


ホームページをを更する 


OPTION メニューから rWeb 設定」を選択し、 r ホームぺージ」の欄こ、ホームぺージに 
したい Web ページのァドレスを入力しまず。 

ぐヒント 

• ホームぺージにしたい Web ぺージを表示中に、 OPTION メニューから rWeb 設赴を選択し、 
「現在のページを使用」を選択することでち変更でをます。 





















Web の 昼 本 操作 

こんなとをは 

タッチパネル操作 

キーボー ド操作 

前のページを表示する 

田娜す。 

Fn +" N " キーを押す。 

なのページを表示する 

百娜す。 

Fn +" M " キーを押す。 

ページの読み込みを中止 
する 

口を押す。 

Fn +"." (ピ U オド)キーを 
押す。 

ページを再読み込みする 

Q 娜す。 

Fn +" R " キーを押す。 

ブックマークを表示する 

OPTION メこユーから「ブック 
マーク」を選択し、 

登録済みサイトを選択する。 


メこユー画面に戻る 

回を押す。 - 

ページの先頭へ行< 

— 

Fn +"0" キーを押す。 

ページの終わりへ行く 

— 

Fn +" K " キーを押す。 

スクロールする 

□/□/□/□ B/B 

Fn + ♦/♦/♦/♦ キーを押す。 

] ページ分上にスク□ール 
する 

— 

Fn +" P " キーを押す。 

Shift + スぺースキーを押す。 

] ページ分下にスク□ール 
する 

— 

Fn +" L " キーを押す。 

スペースキーを押す。 

数行分上にスクロールする 

— 

Fn + T ’ キーを押す。 

数行分下にスク□ールする 

— 

Fn +7’ キーを押す。 

1行分上にスクロールする 

— 

Fn +" U " キーを押す。 

] 行分下にスク□ールする 

— 

Fn +" H " キーを押す。 

縮ルする 

S 娜す。 

Sym + ♦キーを押す。 

化大する 

固 を押す。 

Sym + * キーを押す D 

U ンク先を表示する 
(スク□-ルモードび「リン 
ク移動」または r タッチでス 
クロール」のとをに有効） 

U ンクを押す。 

♦/♦/♦/♦ キーを押してリン 
クをフオーカスし 、 Enter 
キーを押す。 

最ル文字サイズを変える 

— 

Sym + V * キーを押す。 

文字を切り取る（カット） 
(テキストボックス内で有効） 


切り取りたい範囲を S h ift + 
♦/*/*/ ■►キーで選択し 、 Fn 
+ " X " キーを押す。 

文字をコピーする 
(テキストボックス内で有効） 


コピーしたい範囲を Shift + 
♦/*/*/ ■►キーで選択し 、 Fn 
+て"キーを押す。 


巧のページにつづ < 































49 Web ... Web の基本操作 


こんなとをは 


タツ子 !くネル操作 キーボード操作 


文字を貼り付ける 
(ぺースト） 

(テキストボックス内で有効) 


切り取り/コピーした文字 
を貼り付けたい場所にカー 
ソルを移動し、 Fn +" V "+- 
を押す。 


改行する 一 Enter キーまたは Fn +Enter 

(テキストボックス内で有効） キーを押す。 


* スク□-ルする量は、設定によって変わります（が50ぺージ)。 


画面表示を切0換える 


DISP (ディスプレイ）ボタンを巧ずと、じ(下のよラに画面の表示び切り替わりまず。 

!-► 画面下部の操作ボタン、画面上部のアドレス入力欄、両方を表示。 

I ( DISP ボタンを巧す） 

画面下部の操作ボタン、画面上部のアドレス入力欄、両方を非表示。 

I ( DISP ボタンを巧す） 

画面下部の操作ボタンのみを表示。 

I ( DISP ボタンを巧す） 


スク□—ルモードを巧更する 


スク□-ルモードを変更ずるには、 OPTION メニューから r スク□-ルモード」を選択 
し、スク□ールモードを選択しまず。 


スク□-ルモード タッチパネル操作 オペレーシヨンキー操作 


1」ンク移動 


ページスクロール 


• 1」ンクを押すと、1」ンク先を開く。 

• Fn キーを押しなびらページ内の 
リンクを押すと、カーソルび移動 
する。 

• Web ページ上の文字列をコピー 
するとをは、指かスタイラスでド 
ラッグして選択し、 Fn + て"キー 


上下左ちに傾けると、 U ンク 
のフォーカスび移動する。 

上下左ちに傾けると、スク 
□ールする。 


を押す。 


タッチでスクロール ページ内を押しなびら上下左ちに動上下左ちに傾けると、リンク 
かす（ドラッグする）と、スク□-ル のフォーカスび移動する。 

する 0 


ぐヒント 

• 一部の Web サイトでは、うまく動作しなしにとびあります。その場合は、他のスクロールモー 
ドを試して ください。 



巧のページにつづ< 






















50 Web •••Web の基本操作 


画面表示を巧更する 


最ル文字表示サイズを巧至するには 

OPTION メニユーから rWeb 設赴を選択し、最ル文きサイズを変更しまず。 

ぐヒント 

• キーボード操作でち変更でをます(が48ページ)。 

スクロール する量を巧更するには 

OPTION メニユーから rWeb 設赶を選択し、スク□-ル幅を変更しまず。 

横スクロールさせない表示設定にするには 

OPTION メニユーから该おモード」を選択し、 r 画面にフイット」を選択しまず。 







RSS/Podcast 




RSS / Podcast を楽しむ前に .52 

本機で楽しめる RSS / Podcast の機能 . 52 

ワイヤレスネットワーク接続の準備をする . 52 

フィートを直跡ずる . 52 

フィードの巡回方法などを確認ずる . 53 

記事を読む/コンテンツを再生ずる . 55 

フィードを整理ずる . 56 

フィードをインポート/エクスポートずる . 57 

Podcast コンテンツを再生ずる . 58 












RSS/Podcast 


RSS/Podcast を楽しむ前に 


本機で楽しめる RSS / Podcast の機能 


• 登録したフィードの記事を更新したり、 Web ぺージや Podcas ロンテンツをダウン 
□ー ドしたりずる 

• ダウン□ー ドした Web ページを閲覧したり、 Podcast コンテンツを再生したりずる 
(オフライン状態でち行えまず） 

ぐヒント 

• 本アプ U ケーシヨンでは 、 RSS (Rich Site Summary ) のしくみを使って配信される Web ぺ一 
ジのタイトルや要約などの情報を「記事」と呼び、その r 記事」の本文となる Web ページ自体や 
Podcast コンテンツのことを r コンテンツ」と呼びます。 


ワイヤレスネットワーク巧続の準備をする 


RSS / Podcast を楽しむには、事前にワイヤレスネットワーク接続の準備をずる必要び 
ありまず（が32ぺージ)。 


ごを意 


• 公衆ワイヤレス LAN アクセスポイントに接続する場合、 Web を使うなどの方法で□グイン 
が必要になることがあります（煩 *32 ぺージ)。 


フィードを登録する 


Web ぺージか S フイードを登録するには 

登録したいフィードの Web ページを表示し、フィードの U ンク、またはノ（ナーアイコ 
ン（、 031、巧33 など）を選択しまず。 

ぐヒント 

• 本機にはサンプルフィードび登録されています。更新すると最新の記事を閲覽でさます。 


ごを意 


• 本機は、 URL び rhttps ://」 から始まるフイード、 Basic 認証び必要なフイードには対応してい 
せん。 

• フィードを登録したら、まず更新を行ってください。フィード名•記事は更新を行わないと 
表示されません。 


フイードの URL を直接入力するには 

OPTION メニューから r フイード新規登録」を選択しまず。 


巧のページにつづ< 














53 RSS/Podcast RSS/Podcast を楽しむ前に 


フイードの巡回方ミ去などを確認する 


登録されたフィードの記氧ま、フィードごとの設定に従って更新されまず。 

フイードの巡回方巧を確認するには 

フイードまたはフォルダを選択し、 OPTION メニューから r 巡回設定」を選択しまず。 



設定項目 設定内容 

な巧先 • ダウン□ードしたコンテンツの保存先をな下から選択でをる。 

く Memory Stick / 内蔵メモ U — > 

• ダウン□ード容量の上限を設定する。 

コンテンツ削除 ダウンロードされている Web ぺージや Podcast コンテンツ(音楽ファ 

イル、ビデオファイル、画像ファイル)を削除する。 


ごを意 


•選択したフイードやフォ j レダのコンテンツだけではなく、ダウン 
口ードしたすべての Web ぺージと Podcas ロンテンツ(音楽ファイ 
ル、ビデオファイル、画像ファイル)び削除されます。 

• ダウンロー ドされている記事は削除されません。 

コンテンツのダウンチェックすると、巡回中にコンテンツをダウン□-ドしない。 

□-ドを無効にする。 


フイードの巡回結まを確認するには 



ステータスバーの アイコンで確認でさまず。 
巡回中はアイコンび点滅しまず。 


ステータスパーアイコン 

意味 

回 

まだ巡回していない。巡回したび、更新された記事びない。 

回 

更新された記事びある。1> a 

固 

巡回に失敗し、更新された記事を 1 件ち取得していない。 1 け 

园 

巡回に失敗したび、更新された記事を 1 件し U 上取得している。 3 


" コンテンツのダウンロードび成功しているかどラかは、ステータスバーのアイコンでは確認 
でをません。 



巧のページにつづ< 



































54 RSS/Podcast RSS/Podcast を楽しむ前に 


2すべての記事を既読にするか、 RSS / Podcast を再起動すると、アイコンのち上の印び消えま 
す。 

3 ) 更新に失敗したフイードのサフタイトルには 「 NotSupported 」 と表示されます。化 S / 
Podcast を再起動すると、アイ〕ンのも下の印び消えます。 

フイードの設定を確認するには 

フイードを選択し、 OPTION メニューから「フイードのプ□パティ」を選択しまず。 



ダウン□-ド情報 


設定項目 

設定内容 

フイード名 

フィードー覧に表示される名前を入力する。 

フイード URL 

フィードの URL を入力する。 

ダウン□ード情報 

最後に更新した日付、ダウン□ー ドしているコンテンツの数と容量が表 
示される。 

コンテンツ削除 

ダウンロードされている Web ぺージや Podcast コンテンツ借楽ファイ 
ル、ビデオファイル、画像ファイル)を削除する。 




• ダウン□ー ドされている記事は削除されません。 

コンテンツちダウン 
□ー ドする 

• チェックすると、フィード巡回時に更新された Web ぺージや Podcast 
コンテンツをダウンロードする。 

• ダウン□-ドするコンテンツ数：ダウン□-ドする Web ぺージや 
Podcast コンテンツの件数をな下から選択でをる。 

<1件/3件/5件/10件/20件/最大> 


ぐヒント 

• 「コンテンツちダウンロードする」をチェックすると、巡回時に更新された Web ぺージや 
Podcast コンテンツび自動的にダウンロードされます。 Web ぺージや Podcast コンテンツの 
ダウン□-ドは、記事の更新び終わったあとに始まります。ダウン□ー ドされている Web ぺ一 
ジの閲覽をするときや、ダウンロードされている Podcast コンテンツの再生をするときは、ワ 
イヤレスネットワークに接続する必要はありません。 


ごを意 


• 巡回設定画面で r コンテンツのダウンロードを無効にする。」をチェックしているとさは、 r コ 
ンテンツもダウンロードする」と r ダウン□ー ドするコンテンツ数」は設定できません。 

• コンテンツのダウン□ー ド済み件数び、指定の件数を超えている場合、;欠回更新時に最新の記 
事から指定件数を超えたダウンロー ド済みのコンテンツは削除されます。更新時に削除され 
るのを避けるには、な存件数を増やすか、お気に入りに登録する必要びあ D ます。 




































55 RSS/Podcast 


記事を読む/コンテンツを再生する 



緑色のパーびある記事は 
コンテンツびダウン□ード 
されています。 


ボタン 

意ほ 

〇 

記事や Podcas ロンテンツを更新し、最新の状態にする。 

•*。モ》 

フイード内のなの未読記事をフォーカスする。 

圍 

記事の元となっている本文 ( Web ページ)を表示する。 

囚 

全画面表示する。 


ぐヒント 

• 空き容量び足りずダウンロードできないときは、不要なデータを削除してくださし)(が56 
ページ)。 


ごを意 


• Web でヴポートしていない Web ぺージは、ダウン□-ドしても正しく表示できません。 

記事やコンテンツを巧巧するには 

フィードの更新時、記事やコンテンツの元となっているフィードから記事やコンテン 
ツび削除されていると、本機に保をされている記事やコンテンツを削除されまず。 
記事やコンテンツを保をしておきたい場合は、 OPTION メニューから r お気に入り登 
録」を選択ずると、更新時に削除されなくなりまず。 


ごを意 


• Podcas ロンテンツをお気に入りに追加するときは、ダウンロードび済んでから行ってくだ 
さい。お気に入りから Podcast コンテンツをダウンロードすることはでをません。 




巧のページにつづ< 


















56 RSS / Podcast ... 記事を読む/コンテンツを再生ずも^^ 


記事や Podcas ロンテンツを更新 r るには 

フィードやフォルダびフォーカスされている状態で ご を巧ずと、そのフィードや 
フォルダ内の全フィードの記事や Podcast コンテンツび更新され、最新の状態になり 
まず。 

登録しているずベてのフィードを更新したいときは 、 OPTION メニューから哈フィー 
ド更新」 を選択し まず。 

更新された記事/コンテンツを既読/ホ読にするには 

記事を読んだり、 Podcast (音声）コンテンツを再生したりずると既読になります。 
記事を読まずに既読にずるには、 OPTION メニューから慨読にずる」を選択しまず。 
フォーカスされているフィードやフォルダの記事のみ既読ずるとさは r 選択中の 
フィード」または r 還お中のフォルダ」を、登録しているずベてのフィードの記事を既 
読にずるとさは r ずべて」を選択しまず。 

読んだ記事や再生した Podcas ロンテンツを未読にずるには、画面ちの記事をフォー 
カスし、 OPTION メニューから「未読にずる」を選択しまず。 


フィードを舊理する 

r 新勵旧 SS 」 などのフォルダを作成し、フィードを整理ずることびできまず。 

フィードまたはフォルダをフォーカスし、 OPTION メニューからじ(下の項目を選択し 

ます。 


項目 

意 ほ 

フォルダ名変更* 

フォルダ名を変更する。 

フォルダ作成 

フォルダを作成する。 

削除 

フィードやフォルダを削除する。 

カット 

フィードやフォルダを切り取る。 

ぺースト 

フィードやフォルダをペーストする。 


* フォルダびフォーカスされているとをのみ表示されます。 


ぐヒント 

• フォルダは4階層まで作成でをます。 

フイードやフォルダを移動するには 

移動したいフイードまたはフォルダをフォーカスし、 OPTION メニューから「カット」 
を選択します。 

移動先をフォーカスし、 OPTION メニューから r ぺースト」を選択しまず。 

全フイードのコンテンツを削除するには 

OPTION メニューから r 巡回設定」を選択し、 r コンテンツ削除」を選択しまず。 

ダウン□ードしたコンテンツびずベて削除されまず。 

ぐヒント 

• この操作をしてち、フイードや記事は削除されません。 


巧のページにつづ< 
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任意のフィードのコンテンツを削除するには 

コンテンツを削除ずるフィードをフォーカスし、 OPTION メニューから「フィードの 
プ□パティ」を選択して r コンテンツ削除」を還択ずるか、 r コンテンツをダウン□ー ド 
ずる」のチェックをはずしまず。 

ダウン□ー ドしたコンテンツび削除されまず。 

ぐヒント 

• この操作をしてち、フィードや記事は削除されません。 

任意のフィードのダウン□-ドコンテンツ件数を減百すには 

コンテンツ件数を減らしたいフィードをフォーカスし 、 OPTION メニューからロィー 
ドのプ □パティ」 を選択して、 r ダウン□ー ドずるコンテンツ数」を選択し、件数を減ら 
します。 

指定した件数を超えるコンテンツが削除されます。 

ぐヒント 

• この操作をしてち、フィードや記事は削除されません。 

任意のフイードやフオルダを削除するには 

削除ずるフィードやフォルダをフォーカスし、「削除」を選択しまず。 


ごを意 


• フォーカスしたフイードやフォルダの全コンテンツび、フイードや記事を含め、すべて削除さ 
れます。 


フイードをインポート/エクスポートする 


化の RSS リーダーか百インポートするには 

本機では、他の RSSU —ダーからエクスポートされたファイルび使用でさまず。 

インポートしたいファイルを本機かソモ U — ステイツクデュオ"にコピーしまず。 
画面左にフォーカスびあるときに、 OPTION メニューから r インポート」を選択し、コ 
ピーしたファイルを還択しまず。 

フイー问ホ、 「 Imported 」 フォルダにインポートされまず。 


他の RSS リーダーにエクスポートするには 

画面左のフィードやフォルダにフォーカスびあるときに、 OPTION メニューから「エ 
クスポート」を選択しまず。 


ごを意 


• 「お気に入り」の内容はインポート/エクスポートでさません。 

• 本機は OPML 形式!;(かのインポートには対応していません。 

• 第1階層にある r ポッドキャスト倍声)」に登録されている情報はェクスポートされません。 


巧のページにつづ< 
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Podcast コンテンツを再生する 


Podcast コンテンツは、ダウン□-ドずると再生できまず。 



ダウン□-ドした Podcast (音声）コンテンツを再生ずるときは、リストの第1階層に 
ある r ポッドキャスト（音声)」を選択し、一覧から再生ずるコンテンツを選択しまず。 
r ポッドキャスト(音声)」で Podcast (音声）コンテンツを再生ずると、登録されている 
コンテンツび連続再生でさまず。 

ダウン□-ドした Podcast (音声）コンテンツは 、 Podcast (音声）コンテンツの記事 
にフォーカスびあるときに OPTION メニューから 「 Music プレーヤーに登録」を選択ず 
ると、 Music でも再生できるようになりまず。 


ごを意 


• ダウンロードをしている最中に他の画面を表示したり、 BACK ボタンを押したりすると、ダウ 
ン□ー ドは中止されます。 

• 再生/表おでをるのは、本機の Music / Video び巧庇しているフォーマットのコンテンツの 
みです（が244、245ぺージ)。 

• Music で Podcast (音声）コンテンツを再生するには、 「 Music プレー巾一に登録」で登録した 
あとに、 Music を起動し直すなどの方法で AV データベースを更新する必要びあります。 


Podcast ビデオの場合は、ダウン□-ドしたコンテンツを還おし、 r > I を巧ずと、 
Video び起動して再生び始まりまず。 
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チヤット画面とアイコン . 63 

イベント画面とアイコン . 63 

ステータスバーとアイコン . 64 
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他の Skype ユーヴーからの登録 U クエストに回答ずる . 68 
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Skype ユーヴーに電話をかける . 69 
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Skype の設定を変更ずる . 78 


• " Skype " は 、 Skype Limited の商標です。 










































Communication - Skype 


Skype を楽しむ前に 


本機で楽しめる Skype の機能 


• 他の Skype ユーヴーと 電話ずる 
• 他の Skype ユーヴーとチヤツト ずる 
• 一般回線に電話ずる ( SkypeOut ) 

• —般回線からの電話を受ける ( Skypein ) 

• 他の Skype ユーヴーとファイルの送受信をずる 
• 他の Skype ユーヴーとボイスメールの送受信をずる 


ごを 意 


• 本機では、コンタクト U ストに301人しツ上のコンタクトび登録されている Skype 名は使えませ 
ん。コンタクト U ストび300人下の Skype 名を使うか、本機用に新しい Skype 名を登録して 
<ださい。 

• SkypeOut や Skypein 、 ボイスメールを使うには、あらかじめ Skype クレジットを購入してお 
くか Skype ヴービスオプションを利用する必要びあります。 Skype クレジット購入 、 Skype 
サービスオプションについて詳しくは、し U 下のサイトをご覧ください。 
http :// www . skype . com / 

• お客様個人として楽しむ(かの目的で、他人の著作物を許可な < 転送することは、著作権法上 
禁止されています。 

• 本機は rSkype Video 」 には対応していません。 

• 登録されているコンタクトのオンライン状態びすぐに反映されない場合びあります。しばら 
く待つか、ログインし直してください。 


ワイヤレスネットワーク接続の準備をする 


Skype を楽しむには、事前にワイヤレスネットワーク接続の準備をずる必要びありま 
す（が32ぺージ)。 


ごを 意 


• 公衆ワイヤレス LAN アクセスポイントに接続する場含、 Web を使ラなどの方法で□グイン 
が必要になることがあります（煩32ぺージ)。 


Skype に登録する 


Skype 名をずでにお持ちの場合は、 rSkype を起動ずる」（が61ぺージ）に進みまず。 
お持ちでない場合または新たに登録ずる場合は、サインイン画面で「新規作成」を選択 
し、 Skype 名を新規作成しまず。 
































Skype を起動する 


サインイン画面で、 Skype 名とノ（スワードを人力し、「サインイン」を選択しまず。 




Skype 名: 
パスワード 


I Skype 起お時に巨をヴインイン 
[ Iバスつードの巧巧 


新規作成 サインイン キャンセル 


自動的に Skype にサインインするには 

サインイン画面で rskype 起動時に自動サインイン」とりロワードの保を」をチェック 
しまず。 

ワイヤレスネットワークに接続ずると、自動的に Skype にサインインしまず。 

ぐヒント 

• —度使用した Skype 名は本徽こ3件まで記憶されます。 Skype 名のプルダウンメニューを使つ 
て選びます。 

• Home メニューから 「 Tools 」 を選択し、 r 設定」を選択して、 r システム」で r 設定の U セット」を 
実行すると、記憶された Skype 名はすべて削除されます(が141ページ)。 

• プロキシの設定び必要なとさは、サインイン画面で OPT の N メニューから r 接続設定」を選択 
して設定します。 


サインアウトずるには、 OPTION メニューから r サインアウト」を選択しまず。 



ワイヤレスネットワークとの接続を切断しても、 Skype からはサインアウトされません。 


].^a 

'• ；3ンタクト 

〇 チャッ 
を グル- 


終了する 


ごを意 


サインアウトする 


サインイジする 


& £ 


終了するには、 OPTION メニユーから「終了」を選択しまず。 
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S ky pe の主な画面とアイコン 


コンタクト画面とアイコン 


Skype にサインインずると、コンタクト画面び表示されまず。 

この画面には、登録してあるコンタクト（が67ページ)びずベて表示されまず。 
フォーカスずるとコンタクトの詳細び表示されまず。 



ステータスアイコン 


ステータスアイコン 

意 ほ 

Q (オンライン） 

Skype にサインインしている。 

因 (Skype Me ™) 

Skype にサインインしており、他のユーヴーと積極的にコミユ 
ニケーションしたいとをに設定する。(知らないユーヴーや未を 
諾のユーヴーからち話しかけられることびある。） 

因 （一時退席中） 

Skype にサインインしているび、しばらく操作していない。 

国 （退席中） 

Skype にサインインしているが、長時間操作していない D 

3 (取り込み中） 

Skype にサインインしているび、忙しくて応答できない。 

[3( オフライン） 

Skype にサインインしていない。または、ステータスを r □グイ 
ン状態を隠す」か「オフライン」に設定している。 

□ (転送設定中） 

他の Skype 名や一般回線に転送設定をしている。 

□ 味惠帰） 

まだネ目手に承認されていなし、（が 67 ぺージ）。 

回 (SkypeOut) 

SkypeOut (Skype で一般回線と通話できるヴービス)を設定し 
ている。 

□ (ボイスメール受信可旨目） 

ボイスメール(煩 77 ページ)を契約しているユーヴーで、 

(オフライン） 

Skype にサインインしていない。または、ステータスを r オンラ 
イン状態を隠す」か r オフライン」に設定している。 



巧のページにつづ < 
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チ ヤツ ト画面とアイコン 


コンタクト画面で、「チヤツト」を選択ずると、チヤツト画面び表示されまず。 
この画面には、現在進行中のチヤツトびずベて表示されまず。 



現在進行中のチ ヤツ トび99件を超えたとさは、ちいチ ヤツ トから削除されまず。 
チ ヤツ トをフ オー カスずると、そのチ ヤツ トの内容び表おされまず。 


新着アイコン 


チ ヤツ トアイコン 


チ ヤツ トアイコン 

意 ほ 

宜 

進行中のチャット 

固 

ブックマークしているチャット 

固 因 

新着チャット 


イベント画面とアイコン 


コンタクト画面で、 r イベント」を選択ずると、イベント画面び表示されまず。 

この画面には、発信-着信履歴、不在着信履歴、ボイスメールの受信履歴、他のユーヴー 
からの登録 U クエストなどの履歴び表示されまず。 



新着アイコン 


イベントアイコン 


巧のページにつづ< 
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イベントアイコン 

意ほ 

□ 

不在着信 

田 

発信したコール 

凸 

受信したコール 


送信履歴 


受信履歴 


再生済みのボイスメール 

田 

新着ボイスメール 

巧 

登録リクエスト 

曰 

ファイル受信リクエスト 

ぐ ヒント 

• 未読のイベントには、 1 待斤着アイコン）び表示されます。 

ステータスパ 

—とアイコン 


Skype にサインインずると、 回 (オンライン)びステータスバーに表おされまず。 

なにかイベントび起こると、 因 (オンライン)び下表のアイコンに変わりまず。 

他のアプ U ケーシヨンび表示されているとさに未読チヤツト数と未読イベント数を 
確認したいとさは、 INFO パネルを開さまず。 

Skype からサインアウトずると、回(オフライン）び表示されまず。 

ステータスバーアイコン 



ステータスバーアイコン 

意味 

□ 

コール受信中 

宜 

新着チャット 

田 

不在着信、登録 U クエスト受信、ファイル受信、ボイスメー j レ受信 
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自分のステータスを設定ずる 


自分のオンライン状態やマイピクチャーを設定する 


マイステータスバーエ U アを巧ずか、 OPTION メニューから「自分のステータス」を選 
択し、設定後「保を」を選択します。 



マイステ ータスバー エリア 


自分のステータス 


%* 


画像をを 


表 7 JT 名: 

■ Mary 

ステータス 

—ドメ ツセー 义 

•オンライン ▼ 



] 巧タイトルの表示 

保存 

キャンセル 



次のページにつづ< 























































設定項目 

意ほ 

画像変更 

マイピクチャーを変更する。* 

表名 

巧手のコンタクト U ストに表示されるコンタクト名を入力する。 


ステータス 自分の ステータスを 選択す る。 


アイコン 

意ほ 

り (オンライン） 

Skype にサインインしている。 

な (Skype Me ™) 

通話やチャットをしたいと他のユーヴーに知 
らせる。(知らないユーヴーやモ承諾のユー 
ヴーから話しかけられることびある。） 

西 （一時退席中） 

Skype にサインインしているび、しばらく本 
機を操作していない。 

& (退席中） 

Skype にサインインしているび、長時間本機 
を操作していない。 

身 （取り込み中） 

Skype にサインインしているが、応答できな 
い。 

^ (□グイン状態を 
隠す） 

他のユーヴーから自分び「オフライン」状態に 
見えるようにする。（オンラインのとをと同様 
に Skype を使える。） 

^ (オフライン） 

Skype にサインインしていない。 


ムードメッセージ 

自己紹かや友人へのメッセージなど簡単なコメントを入力する。入 
力したメッセージは、他のユーヴーに公開される。 

巧タイトルの表お 

チェックすると、再生している巧のタイトルがムードメッセージとし 
て他のユーヴーに公開される。 


* Photo の OPTION メこューにある r マイピクチャ ー— 覧に追加」を利用することで、ここで選 
択でさる画像を追加でさます。 
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Skype コンタクトリストに他のユーザーを 
登録する 

他の Skype ユーヴーをコンタクト U ストに登録ずると、コンタクト画面でそのユー 
ヴーのオンライン状態を確認でさたり、電話やチヤツトなどを開始でさるよラになり 
ます。 


登録 U クエストを送信する 


コンタクト画面で、 OPTION メニューから r コンタクトの追加」を選択し、追加したい 
ユーヴーの情報を入力後、 roK 」 を選択しまず。 



ユーヴーの検索び始まり、結果び表示されまず。 
r 追加」を選択ずるとユーヴーに登録 U クエストび送られまず。 

巧手びを認ずれば、コンタクト U ストに巧手び設定している情報び表示されまず。 
一般回線の電話番号を入力した場合は、名前入力画面び表示されまず。 



ち話ま号を追加 


このを号にち前を付けることができます。 



登録 y クエストを再送するには 

[3( 未承認)び表示されているコンタクトは、登録 U クエストをまだを認していません。 
コンタクト画面で、コンタクトを選択し、 OPTION メニューから惜録リクエストのを 
信」を選択します。 



巧のページにつづ< 
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1他の Skype ユーザーか6の登録リクエストに回答する 

他のユーヴーび登録 U クエストを送ってさたとさ、 田 びステータスバーに表おされま 
ず（が64ぺージ)。 

イベント画面から新しい登録 U クエストを選択しまず。 

回答 

意ほ 

追加 

巧手のユーヴーをコンタクト U ストに追加する。 

無視 

登録 U クエストを無視する。 

ブロック 

巧手のユーヴーをブロック1」ストに追加し、その巧手からの1」クエス 
卜を受け付けないよ5にする。 


ブロックを解除するには 

ブロック U ストに登録してあるユーヴーと通話やチヤットなどをできるよラにずる 
には、 r ブロック U ストの管理」機能（が78ページ)を使って、ブロック U ストから、そ 
のユーヴーを解除します。 


コンタクトの削除/ブ□ック巧態の巧更 / 表示ちのを更をする 


コンタクト画面で、コンタクトを選択し、 OPTION メニユーの中から機能を選択しまず。 


ごを意 


• グループの編集(追加、削除、グループ名の変動は、パソコンで Skype にサインインして行つ 
て < ださい。 
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電話をかける/受ける 

Skype での通話には、本体のスピーカーとマイク（が]4ぺージ）を使うことも、ヘッド 
セツト（が27ページ）を使ラことちできまず。 



ぐヒント 

• 音量を調節するとさは、通話中に VOL +/—ボタンを押します。 

• 音楽ファイルやビデオファイル、画像ファイルのスライドシヨーを再生しているとをに通話 
すると、通話び終わるまで再生び一時停止します。通話び終わると、停止した場所から再生び 
再開します。 


ごを意 


•ネットワークの状態により、通話品質び悪くなることびあります。 

•ネットワークの状態により、 r コールび切れました」といラエラーび表示され、通話び切断され 
ることびあります。 


Skype ューザーに電話をかける 


コンタクト画面またはイベント画面で、通話したいユーヴーを選択し、「発信」を選択 
しまず。 



Skype ちを入力して電話をかけるには 

コンタクト画面で、 r ダイヤル」を還択ずると、ダイヤル画面び表示されまず。 
通話したい巧手の Skype 名を、キーボードまたは画面上のボタンを使って入力後、「発 
信」を選択します。 



ぐヒント 

• チャット画面、ブックマークしたチャット画面で、 OPTION メニューから r 発信」を選択して 
ち電話をかけられます。 



巧のページにつづ< 
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—破回線に電話をかけるは kypeOut ) 


コンタクト画面で、「ダイヤル」を選択ずると、ダイヤル画面び表示されまず。 

国-地域を選択し、通話したい電話番号をキーボードまたは画面上のボタンを使って 
入力後、 r 発信」を選択します。 

ダイレクトに国-地域の番号からダイヤルずるときは、 r +1 〜」のように最初に「+」 
を巧してから、国-地域の番号、ホ目手の番号を入力しまず。 



ぐヒント 

. 日本国内へダイレクトに国-地域のま号からダイヤルする場合は、 r +81 〜」になります。 


ごま意 


• Skype から一般回線に電話をかけるには、あらかじめ Skype クレジットを購入しておくか 
Skype ヴービスオプションを利用する必要びあります。 SkypeO 山や Skype クレジット購入、 
Skype ヴービスオプションについて詳しくは、な下のサイトをご覧ください。 
http :// www . skype . com / 

• 受信先によっては発信者ま号び通巧されない場合びあります。 


電話をまける 


着信すると、着信音び鳴り、ステータスインジケーターび点滅し、着信画面び表示され 
まず。 




巧のページにつづ< 





































選択項目 

意ほ 

消音 

着信時に着信音を消す。ただし、着信は続<。 

応答 

通話する。 

拒否 

着信を切る。 


ごを意 


• 一般回線からの電話を受けるには、あらかじめ Skypein の番号を入手しておく必要びありま 
す。 Skypein や Skypein ま号について詳しくは、な下のサイトをご覽ください。 
http :// www . skype . com / 

• 通話中は、他のユーヴーからの通話は着信でをません。 

• 発信元によっては発信者番号び通知されない場合びあ0ます。 

ほ話を f 呆留するには 

通話画面で「保留」を選択ずると、通話び保留されまず。 

通話に戻るには、 r 保留解除」を選択しまず。 

消音機能をほラには 

通話画面で r 消音」を選択ずると、こちらの声び巧手に聞こえなくなりまず。 

相手の声は聞こえまず。 

へッドセットの巧用中に通話に出るには 

へッ ドセットの着1言スイッチを巧しまず。 

ぐヒント 

• 他のアプ U ケーシヨンの使巧中でち、着信びあると着信画面び表示され、電話を受けることび 
でをます。 

• 着信音や通話巧手の声の大きさの初期値は、 Skype の設定画面で調節でをます。 


電話を切る 


通話画面で、「終了」を選択ずるか、へッドセットの着信スイッチを巧しまず。 
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チャットを楽しむ 


チヤツトを開始する 



コンタクト画面またはイベント画面で、チヤツトしたいユーヴーを選択し、 r チヤツ 
卜」を選択します。 



メッセージを送信する 


メッセージ入力部に送信したいメッセージを入力し、 Enter キーを巧ずと、巧手にメッ 
セージび送信されまず。 




ぐヒント 

•チャット中にエモーテイコンを使ラとをは-を押し、エモーテイコン画面でエモーテイコ 
ンを選択します。 

• 改行するとをは、 Fn キーを押してから Enter キーを押します。 

•囚を押すと、チャット画面び全画面で表示され、チャットしている巧手の画像び画面左に表 
示されます。 

• チャット履歴に URL び表示されているときは、その URL をタップすると Web び起動し指定し 
た Web ページび表示されます。 

• チ ヤツ ト履歴の一部をコピーしたいときは、コピーしたい範囲をドラッグして反転させ、ポッ 
プアップメニューからロピー」を選択します。 



巧のページにつづ< 
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チャットに答える 


他のユーヴーび新しく メツセージを送ってくると、己びステータスノ（一に表おされま 
す（が64ぺージ)。 

チ ヤツ ト画面で、新しいチ ヤツ トを選択しまず。 


進巧中のチャットを開< 


コンタクト画面で、「チヤツト」を選択し、開さたいチヤツトを還択しまず。 


チ ヤッ トをブックマークする 


チヤット画面で、 OPTION メニューから「ブックマークに追加」を選択しまず。 

ブックマークしたチヤットは、チヤット画面で「ブックマークしたチヤット」を選択し、 
開さたいチヤットを還択ずると開けまず。 


7ルチチ ヤツ トする 


進行中のチヤツトに、他のコンタクトを招待ずることびでさまず。 

チヤツト画面で、 OPTION メニューから「チヤツトに追加」を選択し、招待したいコン 
タクトを選択します。 



ぐヒント 

• マルチチヤットはブックマークしておくと、再開するとをに便利です。 

• ブックマークしたマルチチヤットは、ブックマークしたチヤット画面から再開できます。 

• 終了したマルチチヤットに参加するには、巧手からもう一度メッセージを受け取るか、事前に 
ブックマークしておく必要びあります。 

• マルチチヤットでは、自分を含めて50人まで参加できます。 

• 進行中のマルチチヤットを全画面で表示すると、参加しているユーヴーを確認でをます。（一 
度に最大4ユーヴーまで表示でをます。） 

• 5人し U 上とマルチチャットしているとをは、画面左下の矢印ボタンを押してください。参加し 
ている ユー ヴ ーを 確認でをます。 


巧のページにつづ< 

















7 ルチチヤツトか百退巧するには 

チヤツト画面で、 OPTION メニユーから r チヤツトを退席」を選択しまず。 


ごま意 


• マルチチヤットから退席すると、メッセージび届かなくなります。 

ぐヒント 

• チヤットに参加している他のユーヴーに自分びチヤットから退席したことび通巧され、自分 
の名前びチヤットから消无ます。 

• 同じマルチチヤットにまた参加するには、他のユーヴーに招待してもら5必要びあ D ます。 


チャットを終了する 


チヤツト画面の X を巧しまず。 
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ファイルを面送する 

他のユーヴーに本機に保をしているファイルを送信したり、他のユーヴーからファイ 
ルを受信でさまず。 


ごを意 


• お客様個人として楽しむし U 外の目的で、他人の著作物を許可な < 転送することは、著作権法上 
禁止されています。 


ファイルを送信する 


コンタクト画面、イベント画面、チヤット画面で、ファイルを送信したいユーヴーを還 
おし、「ファイル送信」を選択しまず。 



送信するファイルを選択ずると、巧手にファイル受信 U クエストび送られまず。 
ホ目手び受信を許可ずると、送信び始まりまず。 



ごを意 


• 送信できるのは、内蔵メモ U - のファイルのみです。 

起ちを中止するには 

ファイル転送中に r キャンセル」を選択しまず。 



巧のページにつづ< 
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ファイルを受信する 


他の S kype ユーヴーびあなたにファイ J レを送信しよラとずると、田びステータスバー 
に表示され(が64ぺージ)、イベント画面に受信 U クエストび表示されまず。 

受信 U クェストを選択ずると、フアイ j レを受信ずるかどラか確認ずる画面び表おされ 
まず。 


選択項目 意ほ 

受信 ファイル転送び始まる。転送されたファイルは、 「DROPBOX」 フォル 

ダにな巧される（が1%ぺージ)。ファイルの種類に庇じて、それぞれ 
のアプ U ケーシヨンから開く。 

「DROPBOX」 フォルダに同じ名前のファイルびすでにあるときは、 
メッセージび表示される。画面の指示に従って、ファイルの名前を変 
更する。 


拒否 送り手にはファイル転送び拒否されたことを知らせるメッセージび 

届を、ファイル転送びキャンセルされる。 


ぐヒント 

• 受信したファイルは、 Home メこユーから [Tools」 を選択し、 「Drop Box」 を選択して、受信し 
たファイルを選択するとアプ U ケーシヨンが起動して開をます。 


ごま意 


• ダウンロードした音楽ファイルは、 Music のファイル U ストに表示されないことびあります。 
その場合は、 Music を起動し直すなどの方法で AV データベースを更新する必要びあります。 

他のアプリケーシヨンが表示されていると宝は 

他の Skype ユーヴーびあなたにファイルを送信しようとずると、田びステータスバー 
に表おされまず （が 64ページ)。 

INFO パネルから rSkype 」 を選択し、 r イベント」を選択したあと受信 U クエストを選択 
しまず。 
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ボイスメールを使 5 


ごを意 


•ボイスメールを使ラには、受信側または送信側のユーヴーび、あらかじめ Skype ボイスメール 
を購入する必要びあります。 Skype ボイスメールの購入について詳しくは、しツ下のサイトを 
ご覧ください。 
http :// www . skype . com / 


ボイ スメールを 送信する 


コンタクト画面、イベント画面、チヤツト画面で、ボイスメールを送りたいユーヴーを 
選択し、 r ボイスメールの送信」を選択します。 


mMM- I 


ぞ . • Catherine 
£ % Bob 
£ ^Margaret 
& •Telly 
it •John 


国-巧巧ち I 
白を巧話 : j 
をな巧昂 : I 
Iホームぺ一 
つンタクト： 

I 自己紹介: 


を 


を 


ボイスメー 


屈.- 所 


ボイス メールを ま信する 


ボイスメールび届< と、ステータスノ（一に田び表示されまず。 

コンタクト画面で、 r イベント」を選択し、ボイスメールを残したユーヴーを選択して、 
r 再生」を選択ずると再生されます。 



化のアプリケーシヨンが表示されているとまは 

他の Skype ユーヴーからボイスメールび届くと、田びステータスバーに表おされまず 
(が64ページ)。 

I N F 0 パみレから rs kypeJ を選択し、「イベント」を選択したあとボイスメ ー J レを選択し 
まず。 
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Skype の設定を変更する 

コンタクト画面で、「ツール」を選択し、設定したい項目を選択しまず。 



設定項目 設定内容 

設定-サウンド • 着信音：着信音をしツ下から選択でさる。 

<OFF / Bubbly/Old Phone / Bounce / Boina / Sing - a - Long > 

• 着信音量：着信音の音量を、0 (消音)から5 (最大音量)まで調節でを 
る0 



• 受話音量：通話時の巧手の音量を1(最ル音量)から5 (最大音量)まで 
調節でをる。 

• 効果音：チェックすると、イベント発生時、チャット受信時に効果音 
び鳴る。 

設定"チャット •チャット履歴を削除：チャットの履歴を削除する。 

• エモーティコンの表示：チェックすると、チャット中にエモーティコ 
ンびグラフィックとして表示される。 

• タイムスタンプの表示：チェックすると、チャット中にメッセージを 
送受信した時刻びメッセージごとに表示される。 

設定-ボイスメール*ボイスメールへ自動転送：チェックすると、呼び出しから約10砂後に、 
自動的にボイスメールに切り替わる。 


ごを意 


• この設定は、ボイスメールび有効な Skype 名でサインインした場合 
にのみ選択でをます。 



=nr:^ 

日又化- 

プライバシーの設定 


通話を許可：コールを受け取れるユーヴーを lil 下から選択でをる。 

<すべてのユーヴー/コンタクトのみ> 

チャットを許可：チャットを受け取れるユーヴーをし i (下から選択で 
をる。 

<すべてのユーヴー/コンタクトのみ> 

Skypein の着信許可： Skypein を受け取れるユーヴーをしツ下から選択 
でをる。 

<すべてのユーヴー/番号通知のみ/コンタクトのみ> 


ごを意 


• この設定は、 Skypein び有効な Skype 名でサインインした場合にの 
み選択でをます。 

ブロック U ストの管理：ブロック U スト画面び表示される。 



巧のページにつづ< 
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設定項目 

設定内容 

設定-接続設定 

•ポート [] を着信の接続に使用する： Skype び使用する受信用の 
ポート番号を設定する。 

• 上記のポートに代わりポート80と443を使用する：チェックすると、 
ポート番号80まと443蚕を代替使用する。 

• プロキシ：プ□キシ設定画面か表される。 

• プ□キシ：プロキシの設定をし U 下から選択でをる。 

<自動/設定しない/ HTTPS / SOC に5> 

•ホスト：ホストのアドレスを設定する。 

•ポート： Skype び使用する、プ□キシのポートま号を設定する。 

• プ□キシ認証：チェックすると、ユーヴー名とパスワードによる 
プ□キシ認証を行ラ。 

プロフィール-—般 

• 画像変更：マイピクチャーを設定する。 

• 時刻を表示：チェックすると、巧手の画面に自分の時間を表示する。 

• タイムゾーン：タイムゾーンを設定でをる。 

< 空白 / GMT + 12 〜一12> 

• コンタクト数を表示：チェックすると、コンタクト U ストに登録され 
ている人数を表示する。 

プロフイール- 
パーソナル情報 

• Skype 表示名：コンタクト U ストに表示される名前を設定する。 

• 性別：性別をし下から選択でをる。 

<空白/男性/女性> 

• 生年月日：誕生日を設定する。 

• ホームページ：ホームページの URL を設定する。 

プロフイール- 
自己紹介 

• 自己紹介：自己紹介を設定する。 

プ□フイール-場所 

•国' 地域：国や地域を設定する。 

• 都道府県：都道府県を設定する。 

• 市区町巧：市区町巧を設定する。 

• 言語：言語を設定する。 

プロフイール- 
電話ま号 

• 自宅電話：自宅の電話番号を設定する。 

• 会社電話：会社の電話番号を設定する。 

• 携帯電話：携帯電話の電話番号を設定する。 

プ□フイール- 

E-mail 

• E - mail 1-]つめの電子メールアドレスを設定する 0 

• E-mail 2 : 2つめの電子メールアドレスを設定する 0 

• E-mail 3 - 3つめの電子メールアドレスを設定する 0 

アカウント- 
アカウント情報 

• Skype クレジット：現在使用できる Skype クレジットについての情報 
を表术する。 

• ボイスメール：ボイスメールを使巧可能かどラかを表示する。 

く有効/無効> 

• Skypein : Skypein を使用可能かどうかを表示する。 

く有効/無効> 

アカウント-詳細 

• アカウント管理ページへ： Web び起動し、アカウントの管理をする 
ページを表示する。 

• パスワードの変更： Skype にサインインするパスワードを変更する。 

Skype について 

Skype のソフトに関する情報、著作権表示、ごま意などを表示する。 
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Google Talk を楽しむ前に 


本機で楽しめる Google Talk の機能 


• 他の Google Talk ユーヴーとチ ャツ ト ずる 
• Gmail のサイトにジャンプずる 


ごを意 


• 本機は、コンタクト U ストに301人 U (上登録されている Gmail アカウントに対応していませ 
Hjo 

• xxxxx @ cimail.〔om 形式し义外のメールアドレスには对応していません。 


ワイヤレスネットワーク巧続の準備をする 


GoogleTalk を楽しむには、事前にワイヤレスネットワーク接続の準備をずる必要び 
ありまず（が32ぺージ)。 


ごを意 


• 公衆ワイヤレス LAN アクセスポイントに接続する場合、 Web を使うなどの方まで□グイン 
が必要になることがあります（煩32ぺージ)。 


Gmail アカウジトを取得する 


Gmail アカウントをすでにお持ちの場合は、 「 GoogleTalk を起動する」（歎82ペー 
ジ）に進みます。 

お持ちでない場合または新たに登録する場合は、サインイン画面で r 新規作成」を選択 
すると、 Web が起動しアカウントを作成でさるページげ表示されるので、そこで 
Gmail アカウントを新規作成します。 



talk 。 


ューザーち: 
パスワード： 



[ ]§®サインイン 
[] バ;-ド(0«巧 


巧規作成 サインイン キャンセル 
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Google Talk を起動する 


サインイジする 


サインイン画面で、ユーヴー名 ( Gmail アカウント）とパスワードを入力し、「サインイ 
ン」を選択します。 



わ k 。 


ユーザーを 

パスワード 



[] バ;^7—ド(0«巧 





新規作成 

サインイン 

キャンセル 





自動的に Google Talk にサインインするには 

サインイン画面で r 自動サインイン」と「パスワードの保を」をチェツクしまず。 
ワイヤレスネツトワークに接続ずると、自動的に Google Talk にサインインしまず。 

ぐヒント 

• 一度使用したユーヴー名は本機に3件まで記憶されます。ユーヴー名のプルダウンメニュー 
を使って選びます。 

• Home メニューから [ Tools 」 を選択し、 r 設定」を選択して、 r システム」で r 設定の U セツト」を 
実行すると、記憶されたユーヴー名はすべて削除されます（煩 M 41 ページ)。 

• プ□キシの設定が必要なとさは、サインイン画面で OPTION メこューから r 接続設定」を選択 
して設定します。 


サインアウトする 


サインアウトずるには、 OPTION メニューから r サインアウト」を選択しまず。 



ごを意 


• ワイヤレスネットワーク接続び切れると、自動的にサインアウトされます。 


終了する 



終了するには、 OPTION メニユーから「終了」を選択しまず。 
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Google Talk の主な画面とアイコン 


コンタクト画面とアイコン 


GoogleTalk にサインインずると、コンタクト画面び表示されまず。 

この画面には、登録してあるコンタクト（が87ページ)びずベて表おされまず。 
フォーカスずるとコンタクトの詳細び表示されまず。 



ステータスアイコン 


に）チャ，卜 | 

、、1 • Mary 

^ オンライン 

ステータスアイコン 


ステータスアイコン 

意 ほ 

オンライン） 

Google Talk にサインインしている。 

[3( オフライン） 

GoogleTalk にサインインしていない。 

囚 (ァィドル） 

GoogleTalk にサインインしているが、しばらく操作していない。 

63 (取り込み中） 

GoogleTalk にサインインしているび、ステータスを円又り込み中」に 
設定している。 

一（招待中） 

巧手びあなたからの登録 U クエストを承認していない。 



巧のページにつづ< 




















Communication- Google Talk 


チ ヤツ ト画面とアイコン 


コンタクト画面で、「チヤツト」を選択ずると、チヤツト画面び表示されまず。 
この画面には、現在進行中のチヤツトびずベて表示されまず。 

現在進行中のチヤツトび99件を超えたとさは、ちいチヤツトから削除されまず。 
チヤツトをフオーカスずると、そのチヤツトの内容び表おされまず。 


チ ヤツ トアイコン 



チ ヤツ トアイコン 

意ほ 

□ 

未読のメッセージがあるチャット 

□ 

未読のメッセージがないチャット 


イベント画面 


コンタクト画面で、「イベント」を選択ずると、イベント画面び表示されまず。 
この画面には、コンタクトの登録 U クエストび表示されまず。 



巧のページにつづ< 





























Communication- Google Talk 


ステータスバーとアイコン 


GoogleTalk にサインインずると、□(オンライン)びステータスバーに表示されまず。 
なにかイベントび起こると、□(オンライン)び下表のアイコンに変わりまず。 

他のアプ U ケーシヨンび表おされているとさに未読チヤツト数と未読イベント数を 
確認したいときは、 I NF 0 ノ（ネルを開きまず。 

GooaleTalk からサインアウトずると、因(オフライン)び表示されまず。 



ステータスバーアイコン 


[い チャット I 

Mary 

オンライン 


ステータスパーアイコン 

意ほ 

曲 

新着のイベント 

己 

新着チャットメッセージ 

〇 

新着メール 

Gmail をほうには 


コンタクト画面で、 「 Gmail 」 を選択ずると、 Web び起動し、 Gmail のページび表おさ 
れます。 






















Communication- Google Talk 


自分のステータスを設定ずる 


自分のオンライン状態やマイピクチャーを設定する 


マイステータスバーエ U アを巧ずか、 OPTION メニューから「自分のステータス」を選 
択し、設定後「保を」を選択します。 



マイステ ータスバー エリア 



設定項目 

意ほ 

ステータス 

自分のステータスを選択す る。 


アイコン 意ほ 


• (オンライン） ヴインインしていることを知らせる。 


〇 用又り込み中） チャット巧能な状態でないことを巧らせる。 

カスタムメッセージ 

自己紹介や友人へのメッセージなど簡単なコメントを入力する。入 
力したメッセージは、他のユーヴーに公開される。 

画像変更 

マイピクチャーを変更する。* 

巧タイトルの表示 

チェックすると、再生している曲のタイトルがカスタムメッセージと 
して他のユーヴーに公開される。 


Photo の OPTION メニューにある r マイピクチャ ー- 覧に追加」を利用することで、ここで選 
択でをる画像を追加でをます。 
















































Communication- Google Talk 


Google Talk コンタクトリストに他のユー 
ザーを登録する 

チヤツトなど Google Talk の機能を使うには、あらかじめ友人を Google Talk のコンタ 
クト U ストに追加ずる必要びありまず。 


登録 U クエストを送信する 


コンタクト画面で、 OPTION メニューから「コンタクトの追加」を選択し、追加したい 
ユーヴーの Gmail アカウントを入力後、「次へ」一 rOK 」 の順に選択しまず。 



巧手びを認ずれば、そのユーヴー名の横にステータスアイコンび表おされまず（が83 
ページ）。 


ごを意 


• 本機で扱えるのは、 Gmail アカウントのみです。 xxxxx @ gmail . com あ式し义外のメールアド 
レスには対応していません。 

登録 y クエストを再送するには 

ユー ヴー名の横にステータスアイコン（が83ページ)び表示されていない ユー ヴーは、 
登録 U クエストをまだを認していません。 

コンタクト画面で、ユーヴーを選択し、 OPTION メニューから「登録 U クエストの送信」 
を選択します。 


他の Gooqle Talk ユーザーからの登録リクエストに回きする 


他のユーヴーび登録 U クェストを送ってさたとさ、 曲び ステータスバーに表示されま 
ず（が85ぺージ)。 

イベント画面から新しい登録 U クェストを選択しまず。 


回答_意ほ 

はい 巧手のユーヴーをコンタクト U ストに追加する。 

いいえ 登録 U クエストを無視する。 


コンタクトを削除する 


コンタクト画面で、コンタクトを選択し、 OPTION メニューから r 削除」を還択しまず。 


























Communication- Google Talk 


チャットを楽しむ 


チヤツトを開始する 


コンタクト画面で、チヤツトしたいコンタクトを選択し、「チヤツト」を選択しまず。 



メッセージを送信する 


メッセージ入力部に送信したいメッセージを入力し、 Enter キーを巧ずと、巧手にメッ 
セージび送信されまず。 



ぐヒント 

• 改行するとをは、 Fn キーを押してから Enter キーを押します。 

• 固]を押すと、チヤット画面び全画面で表示され、チヤットしている巧手の画像び画面左に表 
示されます。 

• チヤット履歴に URL び表示されているときは、その URL をタップすると Web び起動し指定し 
た Web ページび表示されます。 

• チ ヤツ ト履歴の一部をコピーしたいときは、コピーしたい範囲をドラッグして反転させ、ポッ 
プアップメニューから r コピー」を選択します。 


巧のページにつづ< 

























Communication- Google Talk 


チャットに答える 


他のユーヴーび新しく メツセージを送ってくると、己びステータスノ（一に表示されま 
す（が85ぺージ)。 

チヤツト画面で、新しいチヤツトを選択しまず。 


進巧中のチャットを開< 


コンタクト画面で、「チヤツト」を選択し、開さたいチヤツトを還択しまず。 



チャットを終了する 


チヤツト画面の 因を 巧しまず。 











Google Talk の設定を変更する 

コンタクト画面で、「ツール」を選択し、設定したい項目を選択しまず。 



設定項目 

設定内容 

ミ rt 申 岛 rb ミ rt 申 

日又化-—敝日又/ 

• 効果音：チェックすると、新しいイベントび起こったとをアラームび 
鳴る。 

• 曲タイトルの表示：チェックすると、再生している曲の情報び他の 
ユーヴーに公開される。 

• タイムスタンプ：チェックすると、チャット中にメッセージを送信し 
た時刻びメッセージごとに表示される。 

=rLr:；=i + なた ±=rLr:；=i 

日又化-わ 斬 日又化 

• プロキシ：しツ下の設定をする画面び表示される。 

• プロキシ：プロキシの設定をし下から選択でをる。 

<自動/設定しない/プロキシを使用> 

•ホスト： GoogleTalk び使用する、プロキシヴーパ'-のアドレス 
を設定する。 

•ポート： GoogleTalk び使用する、プロキシサーバーのポートま 
号を設定する。 

アカウント設定 

• アカウント管理ページへ： Web が起動し、アカウント設定のページを 
表する。 
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92 Music 


パソコンか 6 音楽ファイルを面送ずる 


巧応音楽起送ソフ 



じ(下のソフトウエアで音楽ファイルをパソコンから転送でさまず。 
転送方法など詳しくは、各ソフトウエ アのへ) レプをご覧ください。 

• Windows エクスプ □— ラ（ドラッグ&ド□ップ） 

• Windows Media Player 10,11 

• SonicStage CP (SonicStaae Ver .4'4)( 付属） 



• MP 3 

• ATRAC 

• WMA 

• AAC 

ぐヒント 

• 対応している フォー マツトにつして詳しくは、 r 主な仕様」（が245ページ）をご覧ください。 


ごを意 


• "メモ U - スティックデュオ"にな巧されている著作権な護された音楽ファイルは、本機では 
再生でさません。 

• AA 〔のあ張子は、 r . m 4 a 」 と r . m 4 b 」 のみに対応しています。 

• 本機は、インターネットの音楽ダウン□ー ドサービスには対応していません。音楽ファイルは、 
必ずノ ':ソコンから転送してください。 


USB モードを切り換える 


本機をパソコンに接続ずる前に、音楽ファイルの転送に使ラソフトウエアに合わせて 
USB モードを設定しまず。 


USB モード ソフトウェア 面送巧 

SonicStage CP 内蔵メモリー 


MSC (Mass Storage Class ) wind 日 wsn ： クスプ-ラ 


内蔵メモ u —または 
"メモ U —スティック 
デュオ" 


Windows エクスプ □— ラ 

MTP (MediaTransfer Protocol ) -内威ゾ tU — 

Windows Media Player 10,1] 


USB モードを切り換えるには、 Home >< ニユーから 「 Tools 」 を選択し、「設定」を選択し 
て、 rusB モード」を選択します。 

rUSB モード」の〇を 選択して© にし、 「 MSC 」 または 「 MTP 」 を選択します。 



次のページにつづ< 


















93 Music ••• パソコン占、 6 音楽ファイルを転送ずる 


本機をパソコンに接続する 


USB ケースレ(付属)で本機とパソコンを接続しまず。 



パソコンとの接続中は、本機の液晶画面に USB 接続をおず画面び表示されまず。 
転送び終わったら、本機の画面に rusB 接続を切らないでください」と表示されていな 
いのを確認してからパソコンで八ードウェアの安全な取り外しの操作を行い、本機か 
ら USB ケーブルをはずしまず。 


ごを意 


• パソコンとの接続中は、本磯の操作はでをません。 

• 音楽ファイルの転送中は、 USB ケーブルを抜かないでください。 

• USB ケーブルで本機とパソコンび接続されているときは、本機のバッテ U - を取り出さない 
でください。本機にな存されているデータび失われるおそれびあります。 

• USB 八ブを経由した接続には対応していません。 USB ケーブルは直接パソコンに接続してく 
ださい。 


巧のページにつづ < 
























Music ••• パソコンか 6 音楽ファイルを転をずる 


Windows エクスプ □- ラを巧う（ドラツグ&ド□ツプ) 


Windows エクスプ□-ラ上のドラッグ&ド□ップで、曲信楽ファイル)を本機に転送 
でさまず。 

音楽ファイルを$5送ずる前に、本機の USB モードを rMSCJ に設定してから（が92ぺ一 
ジ)、パソコンに接続しまず（が93ページ)。 

音楽ファイルを転送ずるには、フォルダ階層の一番上に表示されている 「 MUS に」フォ 
ルダへ、転送したい音楽ファイルをドラッグ&ド□ップしまず。 

ぐヒント 

• 本機の USB モードび rMSC 」 のとき、本機の内蔵メモ U - やソモ U - スティックデュオ"は U 
ムーノ（ブルディスクとして表示されます。 


ごを意 


• "メモ U - スティックデュオ"に音楽ファイルを転送すると对ま、あらかじめ Windows エク 
スプ□-ラで"メモ U - スティックデュオ"上に nvius に」フォルダを作成してください。 


Windows Media Player 10,11を使う 


Windows Media Player を使って、パソコン上の曲(音楽ファイル)やプレイ U ストを、 
本機に転送でさまず。 

音楽ファイルを$5送する前に、本機の USB モードを 「 MTP 」 に設定してから（が92ぺ一 
ジ)、パソコンに接続しまず（が93ページ)。 

音楽ファイルを$5送ずるには 、 Windows Media Playe 巧起動し、ウィンドウの上部 
にある r 同期」をク U ックして、ち側のウィンドウで本機を選択しまず。 

本機び Personal Communicator として表示されるので、左側のウィンドウで、転送し 
たい音楽ファイルを選択し、 r 同期の開始」をク U ックしまず。 

ぐヒント 

• 転送された音楽ファイルは、 rivius に」フォルダ内にイ呆巧されます（が 168 ぺージ)。 


巧のページにつづ < 










95 Music ••• パソコン占、 6 音楽ファイルを転送ずる 


SonicStaqe びを使ラ 


SonicStage びの「マイライブラ U 」 に保をされている曲(音楽ファイル)やプレイ U 
ストを、本機に転送できまず。 

音楽ファイルを$5送ずる前に、本機の USB モードを rMSCJ に設定してから（が92ぺ一 
ジ)、パソコンに接続しまず（が93ページ)。 



マイライブラリ ATRAC Audio Device 

(パソコン側） （本機側） 


音楽ファイルを$5送ずるには 、 SonicStage CP を起動し、「音楽を転送ずる▼」にマウ 
スを合わせて、プルダウンメニューから 「ATRAC Audio Device 」 を選択しまず。 

マイライブラリの転送したいアルノ（ム/巧/プレイ U ストをク U ックし、をク 
U ックしまず。 

転送び完了ずると、そのアルバム/巧/プレイ U ストび ATRAC Audio Device に表示 
されます。 



巧のページにつづ < 















































Music •••パソコンか 6 音楽ファイルを転送ずる 


巧をフォルダについて 


本機の内蔵メモ U —と"メモ U —スティックデュオ"の保をフォルダはじ(下のとおり 
でず。 

音楽ファイルは、ファイルを転送ずるソフトウエアや機能によって、し U 下のように異 
なるフォルダに保をされまず。 

内蔵メモリーの保をフォルダについて 


ソフトウェア/機能 

巧を巧 

bonicbtage CP 

rOMGAUDIO」 フォルダ 

Windows Media Plaver 

Windows エクスプ □— ラ 

nvius に」フォルダ* 

Skype のファイル転送機能 

Web でのダウン□-ド 

「DROPBOX」 フォルダ 


* 5 階層までのサブフォルダに対応します。 

フオルダ構成図（が168ぺージ)もご覧ください。 

"メモリースティックデュオ"の巧をフォルダについて 


ソフトウェア/機能 

巧を巧 

Windows エクスプ □— ラ 

nvius に」フォルダ* 


• 5階層までのサブフォルダに対応します。 

フォルダ構成図（が169ぺージ)もご覧ください。 

• SonicS ね geCP を使って、本機に挿入したソモ U - スティックデュオ"に音楽ファイルを転 
送することはでをません。 

• SonicS ね geCP を使ってソモ U - スティックデュオ"に転送した音楽ファイルは、本機では 
再生でをません。 


















音楽ファイルを再生する 

本機のスピーカー、またはへツドセツトで楽しめます。 

へツドホン(付属） 



ぐヒント 

• へッ ドセツトをつなびず、内蔵スピーカーで音楽を楽しむことをでさます。 


巧のページにつづ< 































Music ••音楽ファイルを再生ずる 


再をする曲を選}尺する 


Home メニューから 「 Music 」 を選択しまず。 



じ(下のいずれかの項目を選択しまず。 


選択項目 

表示される巧 

Memory Stick 

"メモ U - スティックデュオ"の 「 MUS に」フォルダに保存されてい 
るすべての巧 

Drop Box 

Skype のファイル転送機能(が75ぺージ)で転送され、内蔵メモ 

U - の 「 DROPBOX 」 フォルダにな巧されている曲 

すべての巧 

内蔵メモ U —の対応フォルダにな存されているすべての曲 

再生中 

再生中の巧 

プレイ U スト 

マイプレイ U スト（歎]01ページ)や、パソコンから転送されたプ 
レイ U ストの巧 

アーティスト名 

Son にね ge CP でノ ':ソコンから転送された、特定のアーティストの 
巧 

フォルダ名 

Windows Media Player 和 Windows エクスプ □— ラ （ ドラッグ& 

ド□ップ)でパソコンから転送された、特定のフォルダの曲 

曲名 

Windows Media Player や Windows エクスプ □— ラ （ ドラッグ& 

ド□ップ)でパソコンから転送された曲 

PODCAST 

RSS / Podcast で取得され、内蔵メモ U -の 「 MUS に」フォルダ内の 
「 PODCAST 」 フォルダにな存されている曲 


再生したいアルバムやフォルダ、プレイ U スト、または r ずべての曲」をフォーカスし、 
キーボードの ► ii を巧ずか、再生したい曲を選択ずると再生び始ま0まず。 


ぐヒント 

• 選択した項目によって、再生する曲びミ夫まります（が100ぺージ)。 


ごを意 


• Podcast 倍声）コンテンツは、 RSS / Podcast で 「 Music プレーヤーに登録」を行い、 Music を 
起動し直すなどのち法で AV データベースを更新しないと、 U ストに表示されません。 



巧のページにつづ < 
























Music ••音楽ファイルを再生ずる 


再を画面について 

再生画面では、再生中の曲の情報び表示されまず。 



ぐヒント 

• 他のアプ U ケーシヨンを使用中でち、 INFO パネルを開<と再生中の曲情報び表示されます。 


基本操作 


こんなとさは 

タッチパネル操作 

再生する 

►►を押す。前回停止した場所から再生び始まります。 

一時停止する 

II を押す。 

音量を調節する 

本機のち側にある VOL +/- ボタンを押す。 

再生中の巧の先頭に戻る 

M ◄を押す。 

前の曲の先頭に戻る 

希望の曲になるまで何度か!◄◄を押す。 

なの曲の先頭に進む 

► W を押す。 

先の巧の先頭に進む 

希望の曲になるまで何度かを押す。 

早戻しする 

M ◄を押したままにする。 

早送りする 

► W を押したままにする。 


ぐヒント 

• キーボードやオペレーションキーでち操作でをます。 


ごま意 


• キーボード上の!◄◄、 Ml 、 は、 「 Music 」 び起動していない状態では無効です。 


再をを再開するには 

前回停止した曲のサムネイルび、画面ち側に表示されまず。 
再生を再開ずるには、►-を巧しまず。 


ごを意 


• U ジユームは、他の曲を再生したり、電源を切ったりすると解除されます。"メモ U —ステイツ 
クデュオ"にな巧されている曲の場合は、"メモ1」ースティックデュオ"を抜いてち解除され 
ます。 



巧のページにつづ < 
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再をモード(再を方法)ををえる 

OPTION メニューから r 再生モード」を選択しまず。 

再生モード(再生方法)を LU 下から選択しまず。 

くノーマル/ U ピート/]曲 U ピート/シャッフル U ピート> 

音質ををえる(イコライザー） 

OPTION メニューから r イコライヴー」を選択しまず。 

プ U セットサウンド設定またはカスタムサウンド設定をじ(下から選択しまず。 

く Off / Rock / Pop / Jazz / R & 巨 / Classical / Electronic / Bass Boost 1 / Bass 
Boost 2 /カスタム 1/ カスタム 2> 

r カスタム1」か「カスタム2」を選択ずるとカスタムイコライヴーび表示されまず。 
各周波数のパーを動かし、サウンドレベルを設定したあと、 rOKJ を還択しまず。 


再生する曲の轟囲 

フォーカスされている項目によって、再生ずる曲び変わりまず。 

フォーカスされている項目 

再生節囲 

因 (Memory Stick) 

"メモ U- スティックデュオ"の 「MUS に」フォルダ内に 
保存されているすべての曲 

な (Drop Box) 

「Drop Box」 内の全曲 

(すべての曲） 

内蔵メモ U —に保存されているすべての曲 

園 (プレイリスト） 

そのプレイ U ストの全曲 

□ (ア-テイスト名）/ 

アーテイストフォルダ内の 回 ] (All) 

そのアーティストの全曲 

アーテイストフォルダ内の 
□(アルバム 名） 

そのアルバムの全曲 

因 (フォルダ名） 

そのフォルダ内の全曲 

0( フォルダ内の曲 

そのフォルダの全曲 

旧锥 1階層の曲 

ま1階層に見えている全曲 


ごを意 


• 内蔵メモ U- と"メモ U- スティックデュオ"にな存されている曲は、同じ再生範囲には含ま 
れません。 

• D と g は、アーティスト情報を持つ音楽データを、 SonicStageCP を使って転送したとき 
のみ表示されます D 
























Music のプレイ U ストを作がする 


r マイプレイ U スト」とは、本機上で作成ずるプレイリストのことで、本機の内蔵メモ 
U —に保をされている曲を登録/削除でさまず。 

ぐヒント 

• その他のプレイ U ストは、パソコンから転送します。 

再を中の曲をマイプレイリストへ追加するには 

再生画面で、 OPTION メニューから「マイプレイ U ストへ追加」を選択しまず。 

—覽画面か百マイプレイリストへ追加するには 

-覧の中にある巧をフォーカスし、 OPTION メニューから r マイプレイリストへ追加」 
を選択しまず。 

マイプレイリストか6削除するには 

削除ずる曲をフォーカスして OPTION メニューから「削除」を選択ずるか、 OPTION メ 
ニューから r 選択削除」を選択して削除ずる曲を選択しまず。 


ごを意 


• 選択した曲は、マイプレイ1」ストからは削除されますび、ファイルそのものは内蔵メモ1」一か 
らは削除されません。ファイルそのちのを削除したいときは、本機をパソコンと接続し、音楽 
ファイルの管理に使つているソフトウェアで削除してください。 

• "メモ U - スティックデュオ"にな巧されている曲はマイプレイ1」ストには登録でをません。 


マイプレイ U ストを再生する 


Home メニューから 「Music」 を還おし、ロレイ U スト」を選択して、 r マイプレイリス 
卜」を選択します。 



巧を選択ずると再生び始まりまず。 
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パソコンから画像ファイルを転送ずる . 103 

対応フォーマット . 103 

USB モードを切り換える . 103 

本機をノ（ソコンに接続ずる . 103 

Windows エクスプ □— ラを使う （ ドラッグ&ド□ップ) . 104 

保をフォルダについて . 104 

画像フ7ィルを表示ずる . 105 

表示ずる画像を選択ずる . 105 

基本操作 . 106 

画面表おモードを切り換える . 107 

画像をマイピクチャー U ストに追加ずる . 107 

画像を壁紙リストに追加ずる . 107 

画像ファイ J レを編集ずる . 108 
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パソコンか 6 画像ファイルを面送ずる 



• JPEG 

• PNG 

• BMP 


USB モードを切り換える 


Home メニューから而 ols 」 を選択し、「設赴を選択しまず。 
rUSB モード」で 「 MSC 」 を選択しまず。 


本機をパソコンに接続する 


USB ケースレ(付属)で本機とパソコンを接続しまず。 



パソコンとの接続中は、本機の液晶画面に USB 接続をおず画面び表示されまず。 
転送び終わったら、本機の画面に rusB 接続を切らないでください」と表示されていな 
いのを確認してからパソコンで八ードウェアの安全な取り外しの操作を行い、本機か 
ら USB ケーブル対まずしまず。 


ごを意 


• パソコンとの接続中は、本機の操作はでさません。 

• 画像ファイルの転送中は、 USB ケーブルを抜かないでください。 

• USB ケーフルで本機とパソコンび接続されているときは、本機のバッテ U - を取り出さない 
でください。本機にな存立れているデータび失われるおそれびあります。 

• USB 八ブを経由した接続には対応していません。 USB ケーブルは直接パソコンに接続してく 
ださい。 



巧のページにつづ< 




























104 Photo -; くソコンか 5 画像ファイルを転送ずる 


Windows エクスプ □- ラを巧う（ドラツグ&ド□ツプ) 


Windows エクスプ□-ラ上のドラッグ&ド□ップで、画像ファイルを本機に転送でき 
ます。 

画像ファイルを転送ずるには、フォルダ階層の一番上に表示されている rP に TURE 」 

フォルダへ、転送したい画像ファイルをドラッグ&ドロップしまず。 


ごを意 


• "メモ U - スティックデュオ"に画像ファイルを転送すると对ま、あらかじめ Windows エク 
スプ□-ラで"メモ U - スティックデュオ"上に rP に TURE 」 フォルダを作成してください。 


巧をフォルダについて 


本機の内蔵メモ U —と"メモリースティツクデュオ"の保をフォルダはじ(下のとおり 
でず。 

画像ファイルは、ファイルを転送ずるソフトウエアや機能によって、 LU 下のように異 
なるフォルダに保をされまず。 

内蔵メモリーの巧をフォルダについて 


ソフトウェア/機能 

巧ち巧 

Windows エ クスプ □— ラ 

「P に TURE 」 フオルダ* 

Skype のファイル転送機能 

rnpnppnv i つ叶 m ，パ 

Web でのダウン□-ド 

1 UKUI DU 入」ソオノレゾ 

本機での撮影 

rociM 」 フォルダ 

* 5階層までのサブフォルダに対応します。 

フォルダ構成図（が 168 ペー 

-ジ)ちご覧ください。 

"メモリースティックデュオ"の巧をフォルダについて 

ソフトウェア/機能 

巧を巧 

Windows エ クスプ □— ラ 

「P に TURE 」 フ オルダ* 

本機や他のデジタルカメラでの撮影 rociM 」 フォルダ 


* 5 階層までのサブフォルダに対応します。 


フオルダ構成図（が169ぺージ)もご覧ください。 
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画像ファイルを表巧する 


表示する画像を選}尺する 


Home メニューから 「 Photo 」 を選択しまず。 



じ(下のいずれかの項目を選択しまず。 


選択項目 

表示される画像 

編集中のファイル 

編集中の画像 

Memory Stick 

"メモ U - スティックデュオ"にな巧されている画像 

Drop Box 

Skype のファイル転送機能(が75ぺージ)を使って受信したり、 Web で 
ダウンロードしたりして、内蔵メモ U - の 「 DROPBOX 」 フォルダにな巧 


されている画像 

カメラアルバム 

本機で撮影した画像 

フォルダ名 

Windows エクスプ□-ラ（ドラッグ&ドロップ)でノ ':ソコンから転送さ 
れた、特定のフォルダ 

ファイル名 

Windows エクスプローラ（ドラッグ&ドロップ)でパソコンから転送さ 
れた画像 


フォルダをフォーカスし、 ► を巧ずと、スライドショーび始まりまず。 


ぐヒント 

• JPEG 形式は最大700万画素 (3,072 X 2,30 4) まで、 PNG お式/ BMP お式は最大500万画素 
(2,560 X 1夕 20) まで対応しています。 


ごま意 


• ファイルサイズび 5 MB しツ上の画像には対応していません。 

• 本機び対応している画素数の画像でち、使用状況や設定により表示できない場合びあります。 



巧のページにつづ< 




















106 Photo •••画像ファイルを表示ずる 


基本操作 


画面によって表おされるボタンは異なりまず。 

ぐヒント 

• OPT の N メニューからち同様の操作びでをます。 




ボタン 

意 ほ 

► 

スライドショー健続再生)をする（が105ぺージ)。 

画面の中央を押すと、スライドショーび終了する。 

BACK ボタンを押すと、 U スト画面に戻る。 

ク 

画面をちに90度回転する D 


• 表示画面で、 Exif 情報が存在する JPEG ファイルを回転した場合は、 

Exif 情報のみを書き換えます。（画像ファイル自体は変更されません。） 

X 

画像を削除する。 


画像を編集する（が108ページ)。 

囚 

全画面表示する D 

HH 

前/;欠の画像を表示する。 


巧のページにつづ< 





























107 Photo …画像ファイルを表示ずる 


ボタン 

意 ほ 


B 

画像を拡大/縮ル表示する。 


ボタン 

意 ほ 


回 

画像を拡大表示する。 


回 

画像を縮ル表示する。 



画像をあ大または縮ルして、画面いっぱいに表示す 
る。 


困 

才 U ジナルの大ささで画像を表示する。 

画面よりルさい画像はホ白に黒帯び入った状態、画 
面より大をな画像ははみ出した状態で、画面の中央 
に画像び表示される。 


画像ファイルを化べ換えるには 

-覧画面で、 OPTION メニューから「並べ替え」や「日付でグルースヒ」を選択し、並べ 
換えかたを選択しまず。 

ぐヒント 

• 「曰付でグループ化」は、カメラアルバムを選んでいるとをにのみ表示されます。 


画面表示モードを切り換える 


DISP (ディスプレイ）ボタンを巧ずたびに、画面表示び切り替わりまず。 

リスト画面を表示しているとさはサムネイル画面に、サムネイル画面を表おしている 
とさは U スト画面に切り替わりまず。 

画像を表示しているとさは、操作ボタンの表お/非表示び切り替わりまず。 


画像をマイピクチヤーリストに追加する 


Skype や Google Talk のプ□フイール用の画像や My Contacts Widget (が42ぺ一 
ジ)用の画像を追加でさまず。 

画像をマイピクチャー U ストに追加ずるには、追加したい画像を表示している画面で、 
OPTION メニューから r マイピクチャ ー 覧に追力日」を還択しまず。 


画像を壁紙 U ストに追加する 


画像を壁紙 U ストに追加ずるには、追加したい画像を表示している画面で 、 OPTION 
メニューから r 壁紙に設定」を選択しまず。 

ぐヒント 

• 化大表示すると、その状態のままマイピクチャーや壁紙の1」ストに登録でをます。 

• 画像を壁紙に設定するち法は、が137ページをご覽ください。 

• 本機で撮影した写真をそのまま壁紙に設定すると、左ちに黒い帯びでます。 OPTION メニュー 
から r 表示モード」を選択し、 r フルスク1」ーン表示」を選択したあと壁紙に設定してください。 



















Photo 


画像ファイルを編集する 

画像を表示している画面でクを選択すると、その画像ファイルを編集する画面げ 
表示されます。 

ぐヒント 

• ツールバーを切り換えるとさは、画面左上のまたは S を押すか 、 DISP (ディスプレ 
イ）ボタンを押してください。 

エディツトッールバー 



ボタン 

意 ほ 


画像を左に90度回転する。 

ク 

画像をちに90度回転する。 


画像サイズを変更する。 

回 

編集した画像を保存する。 

• 編集画面でな存したファイルには、 Exif 情報は書き込まれません。 


ぐヒント 

• 表示画面(が106ぺージ)で画像を回転させると、 Exif 情報のみび変わり、画像ファイル自体 
は回転しませんび、この編集画面で画像を回転させると、画像ファイル自体び回転します。 


ごま 意 


• SXGA (1,280 XI, 024)より大きい画像は編集できません。 



RSS/ 

Podcast 









巧のページにつづ< 




























109 Photo ... 画像ファイルを編集ずる 


ペイントツールバー 

E - 


回 



画像の上でスタイラスを動かずと、下記で設定したペンの太さや色で画像に書さ込み 


がでさます。 

意ほ 

の 

ペンの色を触れた部分の色にする。 

回 

画像の上でスタイラスを動かし、画像に書さ込んだ線を消す。 

回 

画像の上でスタイラスを動かし、画像に線を書を込む。 

团 

ペンや消しゴムの太さを変更する。 

固 

カラーパレツトを表示し、ペンの色を変更する。 

固 

編集した画像を保をする。 
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パソコンからビデオファイルを転送ずる . 111 

対応フォーマット . 111 

USB モードを切り換える . 111 

本機をパソコンに接続ずる . 112 

Image Converter を使つ . 112 

Windows Media Player 10,11 を使う . 113 

Windows エクスプ□—ラを使う（ドラッグ&ド□ップ) . 113 

保をフォルダについて . 114 

ビデオファイルを再生ずる . 115 

再生ずるビデオを選択ずる . 115 

基本操作 . 116 

Video のプレイ U ストを作成ずる . 118 

マイプレイリストを再生ずる . 118 
















パソコンか6ビデオファイルを面送する 



• MPEG -4 

• AVC (Baseline Profile ) 

• WMV 

ぐヒント 

• 対応しているフォーマットにつして詳しくは、 r 主な仕様」（が244ぺージ)をご覧ください。 
• 化張テは r . mp 4」 r . wmv 」 に対応しています。 

• データの種類によっては再生でをないちのびあります。 

• パソコンからの転送には 、 Image Converter 2しツ降(別売)の使用を巧契します。 


ごを意 


• Imaae Converter 2と Imaae Conve け er 2 plusi ま 、 AVC (Baseline Profile ) に対応していま 
せん 。 AVC (Baseline Profile ) で転送するときは 、 Image Converter 3をお使いください。 


USB モードを切り換える 


本機をパソコンに接続ずる前に、ビデオファイルの転送に使うソフトウエアに合わせ 
て USB モードを設定しまず。 


USB モード 

ソフトウエア 

起送ホ 

MSC (Mass Storage Class ) 

Image Converter 21i (降 

内蔵メモ U — または 

Windows エ クスプ □— ラ 

メモリー乂了イツ 
クデュオ" 

MTP (Media Transfer Protocol ) 

Windows エ クスプ □— ラ 


Windows Media Player 10, リ 

卜 ノ ' L U 


USB モードを切り換えるには、 Home メニユーから 「 Tools 」 を還おし、「設定」を選択し 
て、 rusB モード」を還おしまず。 

rUSB モード」の〇を 選択して© にし、 「 MSC 」 または 「 MTP 」 を選択しまず。 


巧のページにつづ< 
















112 Video •••バソコンか日ビデオファイルを面送ずる 


本機をパソコンに接続する 


USB ケースレ(付属)で本機とパソコンを接続しまず。 



パソコンとの接続中は、本機の液晶画面に USB 接続をおず画面び表おされまず。 
転送び終わったら、本機の画面に rusB 接続を切らないでください」と表示されていな 
いのを確認してからパソコンで八ードウェアの安全な取り外しの操作を行い、本機か 
ら USB ケーブル対まずしまず。 


ごを意 


• パソコンとの接続中は、本機の操作はでをません。 

• ビデオファイルの転送中は、 USB ケーフルを抜かないでください。 

• USB ケーブルで本機とパソコンび接続されているときは、本機のバッテ U - を取り出さない 
でください。本機にな存されているデータび失われるおそれびあります。 

• USB 八ブを経由した接続には対応していません。 USB ケーフルは直接パソコンに接続してく 
ださい。 


Image し onverter を巧つ 


Image Converter 21；( 降(別売)を使って、パソコン上のビデオファイルを本機に適し 
たフォーマツトに変換してから（が244ぺージ)、本機の内蔵メモ U -やソモ U -ス 
ティツクデュオ"に転送できまず。 

ぐヒント 

• 転送されたビデオファイルは、 nviP _ ROOT 」 フォルダ内に保存されます(が168、169ぺ一 
ジ)。 


巧のページにつづ< 


























113 Video •••パソコンか日ビデオファイルを転送ずる 


Windows Media Player 10,11を使う 


Windows Media Player を使って、パソコン上のビデオファイルやプレイリストを、 
本機に転送でさまず。 

ビデオファイルを転送ずる前に、本機の USB モードを 「 MTP 」 に設定してから（适 M 11 
ページ)、パソコンに接続しまず（适 M 12ページ)。 


ビデオファイルを転送ずるには 、 Windows Media Player を起動し、ウィンドウの上 
部にある r 同期」をク U ックして、ち側のウィンドウで本機を選択しまず。 

本機び Personal Communicalio 「として表示されるので、左側のウィンドウで、転送し 
たいビデオファイルを還択し、 r 同期の開始」をク U ックしまず。 

ぐヒント 

• 転送されたビデオファイルは、 「 VIDEO 」 フォルダ内にイ呆巧されます（が168ぺージ)。 


Windows エクスプ □- ラを使う（ドラッグ&ドロップ) 


Windows エクスプ □— ラ上のドラッグ&ド□ップで、お張テび r . mp 4」 または r . wmv 」 
のビデオファイルを本機に転送できまず。 

ビデオファイルを転送ずる前に、本機の USB モードを 「 MSC 」 に設定してから（适 M 11 
ページ)、パソコンに接続しまず（适 M 12ページ)。 

ビデオファイルを転送ずるには、フォルダ階層の一番上に表示されている 「 VIDEO 」 

フォルダへ、転送したいビデオファイルをドラッグ&ド□ップしまず。 

ぐヒント 

• 本機の USB モードび rivisc 」 のとき、本機の内蔵メモ U - やソモ U - スティックデュオ"は U 
し一! (ブルディスクとして表示されます。 


ごを意 


• 化張テび r . mp 4」 r . wmv 」 のビデオファイルでち、再生でをない場合びあります。 

• "メモ U - スティックデュオ"にビデオファイルを転送するときは、あらかじめ Windows エ 
クスプローラで"メモ U - スティックデュオ"上に rVIDEO 」 フオルダを作成してください。 


巧のページにつづ< 
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巧をフォルダについて 


本機の内蔵メモ U —と"メモ U —スティックデュオ"の保をフォルダはじ(下のとおり 
でず。 

ビデオファイルは、ファイルを$5送ずるソフトウエアや機能によって、じ(下のように 
異なるフォルダに保をされまず。 


内蔵メモリーの保をフォルダについて 


ソフトウェア/機能 

巧を巧 

Imaae Converter 2 し繁 

「MP ROOT 」 フオルダ 

Windows Media Plaver 

r\/inrn i つ叶 ii , パ * 

Windows エ クスプ □— ラ 

1 viutu 」 ノオノレツ 

Skype のファイル転送機能 

rnppippnv i つ叶 m ，パ 

Web でのダウン□-ド 

1 UKUI じ U 入」ノオノレツ 


* 5階層までのサブフォルダに対応します。 

フオルダ構成図（が168ぺージ)もご覧ください。 

"メモリースティックデュオ"の巧をフォルダについて 


ソフトウェア/機能 

巧を巧 

Imaae Converter 2し繁 

「MP R 00 T 」 フオルダ 

Windows エクスプ □— ラ 

「 VIDEO 」 フォルダ* 


* 5階層までのサブフォルダに対応します。 


フオルダ構成図（が169ぺージ)もご覧ください。 
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ビデオファイルを再生ずる 

音声は、本機のスピーカー、またはへツドセツトで聞くことびできます。 

へツドホン(付属） 



ぐヒント 

• へツドセツトをつなびず、内蔵スピーカーでビデオの音声を楽しむことちでをます。 


再生するビデオを選がする 


Home メニューから [ Video 」 を選択しまず。 



次のページにつづ< 
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じ(下のいずれかの項目を選択しまず。 


還択項目 

表示されるビデオ 

Memory btick 

"メモ U —スティックデュオ"の対応フォルダに保存されて 
いるビデオ 

Drop Box 

Skype のファイル転送機能(が75ぺージ)で転送されたり、 
Web でダウン□-ドしたりして、内蔵メモ U - の 
「 DROPBOX 」 フォルダに保存されているビデオ 

プレイリスト 

マイプレイ U スト（磨 ■ 118ぺージ)や、パソコンから転送され 
たプレイ U ストのビデオ 

フォルダ名 

Windows Media Player や Windows エクスプ□—ラ （ ドラッ 
グ&ドロップ)でパソコンから転送された、特定のフォ j レダの 
ビデオ 

タイトル 

Imaae converter 21 i (降 、 Windows Media Player , 
Windows エクスプローラ（ドラッグ & ドロップ)でノ ':ソコン 
から転送されたビデオ 


基本操作 

ビデオ再生には au 下の2つのモードびありまず。 

モードを切り換えるには、 OPTION メニューから「操作モード」を選択しまず。 

• モード A :テレビ番組や映画など、長いビデオに適していまず。 

• モード B :連続再生ずるため、ミュージックビデオなど短いビデオに適していまず。 

こんなとをは 

操作 

再生する 

ビデオファイルを選おする。び付いている場合、前回停 
止した場所から再生び始まる。 

モード A では、再生中のビデオび終わると、再生び一時停止す 
る。モード B では、再生中のビデオび終わると、なのビデオの 
再生び始まる。 

一 時停止する 

オペレーションキーを押す。 

音量を調節する 

VOL +/— ボタンを押す。（全画面表术のとをは、オペレー 
シ ョンキーを上下に傾けてち、操作でをる。） 

早送りする 

モード A ;オペレーションキーをちに傾ける。 

モード B :オペレーションキーをちに傾けたままにする。 

なのビデオを頭出しする 

モード A :キーボードの 「 M 」 キーを押す。 

モード B :キーボードの rivu キーを押すか、オペレーション 
キーをちに傾ける。 

早戻しする 

モード A :オペレーションキーを左に傾ける。 

モード B :オペレーションキーを左に傾けたままにする。 

再生中のビデオ/前のビデオ 
の頭出しをする 

モード A :キーボードの 「 N 」 キーを押す。 

モード B ;キーボードの 「 N 」 キーを押すか、オペレーション 
キーを左に傾ける。 



巧のページにつづ< 
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こんなとをは 

操作 

5分後にジャンプする 

キーボードの ru キーを押す。 

5分前にジャンプする 

キーボードの 「 K 」 キーを押す。 

前ちにスキップ (+ 約3 0砂の 
位置に移動)する 

キーボードの rp 」 キーを押す。 

後ちにスキップ(一約30砂の 
位置に移動)する 

キーボードの「0」キーを押す。 

一覧に戻る 

BACK ボタンを押す。 

ス□一再生する 

再生一時停止中にオペレーシヨンキーをちに傾ける。 


ぐヒント 

.キーボードの W 、► ll 、 などを使って操作することちでをます。 


再をを再開するには 

前回停止したビデオのサムネイルび、画面ち側に表示されまず。 
再生を再開ずるには、 ► を巧しまず。 

ぐヒント 

• ビデオファイルー覧で、前回停止したビデオにび表示されます。 


ごを意 


• U ジユームは、他のビデオを再生したり、電源を切ったりすると解除されます。"メモ U —ス 
テイックデュオ"に保存されているビデオの場合は、"メモ U - スティックデュオ"を抜いて 
ち解除されます。 



画面表示モードを切0換えるには 

DISP (ディスプレイ）ボタンを巧ずと、じ(下のよラに画面の表示び切り替わりまず。 


ノーマル♦ワイド* ♦ 操作ボタン表示 （♦ ノーマル) 


* OPTION メニューの樣示モード」で r 拡大」を選択していて、ビデオの幅と高さの比び3 :2よ 
0縦長のとをのみ有効です。 


ビデオファイルを削除するには 

OPTION メニューから r 削除」を選択しまず。 

ぐヒント 

• ビデオファイルをフォーカスした状態か再生中に、 OPTION メニューからロロパテイ」を選 
択すると、ビデオの詳細情報び表示されます。 

• OPT の N メニューの r 表示モード」で r 才 U ジナル」を選択すると、才 U ジナルの大ささで表示 
し、け広大」を選択すると、ウインドウに合わせた大きさで表示します。 

• 全画面表示中に、 OPT の N メニューから r ジャンプ」を選択すると、選択した内容に合わせて 
ジャンプします。 

• OPTION メニューから信声設赶を選択すると、 r ま+副(ステレオ)」、 r ま音声(左)」、 r 副音声 
(ち)」び選べます。 
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Video のプレイリストを作ぶする 


r マイプレイ U スト」とは、本機上で作成ずるプレイリストのことで、本機の内蔵メモ 
U —に保をされているビデオを登録/削除でさまず。 

ぐヒント 

• その他のプレイ U ストは、パソコンから転送します。 

再を中のビデオをマイプレイ y ストへ追加するには 

ビデオ再生画面で、 OPTION メニューから r マイプレイ U ストへ追加」を選択しまず。 

—覽画面か百マイプレイリストへ追加するには 

ビデオー覧やプレイ U ストから、追加したいビデオをフォーカスし、 OPTION メニュ ー 
から「マイプレイ U ストへ追力□」を選択しまず。 

マイプレイリストか6削除するには 

削除ずるビデオをフォーカスして OPTION メニューから「削除」を選択ずるか、 

OPTION メニューから「選択削除」を選択して削除ずるビデオを選択しまず。 


ごを意 


• 選択したビデオは、マイプレイ U ストからは削除されますび、ファイルそのものは内蔵メモ 
U 一から削除されません。ファイルそのをのを削除したいとをは、削除するファイルをビデ 
才一覧でフォーカスし、 OPTION メニューから r 削除」を選択します。 

• "メモ U - スティックデュオ"にな巧されているビデオはマイプレイ1」ストには登録でさま 
せん。 


マイプレイ U ストを再生する 


Home メニューから 「 Video 」 を選択し、「プレイ U スト」を選択して、「マイプレイリス 
卜」を選択します。 



ビデオを選択ずると再生び始まりまず。 

ぐヒント 

• 操作モードを r モード B 」 に設定すると、プレイ U ストに登録されているビデオを連続再生でを 
ます 0 
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Camera 




撮影ずる . 120 

ズーム、露出補正を調節ずる . 120 

設定を変更する . 122 

撮影した画像を見る . 123 
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撮影ずる 

Home メニューから 「 Camera 」 を還おし、カメラ画面を表おさせまず。 

レンズを被写体に向け、液晶画面を見なびらシャッターボタンを巧しまず。 
撮影した写真びち下にサムネイル表示されまず。 

ぐヒント 

• シャッターボタンを長押しすることでもカメラ画面を表示でをます。 

• シャッターボタンの代わりにオペレーションキーを押すことでち撮影でさます。 

• 撮影した写真は、イ呆巧先として指定した内蔵メモ U -/ "メモ U - スティックデュオ"の 
「 DCIM 」 フォルダの中にな存されます。 


ごを意 


• スピーカーから 出る シャッター 音は消せません。 

• 手振れにごま意ください。本機び動かないようにしっかり持って撮影してください。 

•太陽やランプなどの強い光源を直接撮影しよラとすると、画面び暗 < なったり画像び乱れた 
りすることびありますのでごま意ください。 

撮露をする前に 



必ず事前にためし撮りをして、正常に記録されていることを確認してください。 


ズーム、露出捕正を調節する 


ズーム、露出補正の調節は、カメラ画面で行いまず。 

ぐヒント 

• 近接撮影(マクロ撮影)をするとをは、マクロスイッチを st に合わせます(が14ページ)。 

ズーム画面 




巧のページにつづ< 
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ボタン 


意 ほ 

ズーム 

の遵激 

ズームの倍率を大をくする。 


图（広角） 

ズームの倍率をルさ<する。 

クイックレビュ- 

-图 

クイックレビュー画像び表示される（が123ページ)。 


ぐヒント 

• ズームの 調節は、オペ レーシヨ ン キーを 上下に傾けることでも行えます。 


露出補正画面 



ズーム画面び表示されているとさは 、 DISP (ディスプレイ）ボタンを巧しまず。 


ボタン 


意味 

露出補正 

の 

露出を+方向に補正する。 


回 

露出を一ち向に補正する。 

クイックレビュー 

图 

クイックレビュー画像び表示される（が123ページ)。 


ぐヒント 

• 露出補正の調細ま、オペレーシヨンキーを左もに傾けることでも行えます。 



巧のページにつづ< 
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設定を巧更する 


カメラ画面で、 OPTION メニューから政下の項目を選択しまず。 


項目 意味/設定項目 

撮影モード 画像サイズと画質(圧縮率)をな下から選択でをる。 

<1280 X 1024ドット (SXG A ) 高画質モード/1280 x 1024ドット 
(SXG A ) / 640 X 480 K ッ h ( VGA ) 高画質モ ー K / 640 x 480ドット 
( VGA ) / 320 X 240ドット ( QVGA ) > 


ホワイトバランス 

ホワイトバランスの設定をし下から選択でをる。 

<オート/太陽光/曇天/堂光な/電球> 

保存先 

撮影した画像の優先保存先を政下から選択でさる。 

く Memory Stick / 内蔵メモ U — > 

シャッター音 

シャッター音をじ1下から選択でをる。 

くシャッター音1/シャッター音2 /シャッター音3> 

オートレビュー 

オートレビューするかどラか選択する。 

く On / Off > 














撮影した画像を見る 

カメラ画面で、ち下のサムネイルを巧ずと、クイックレビュー画面に切り替わり、サム 
ネイル表おされていた写真び表示されまず。 



ボタン 意ほ 



Photo び起動し、クイックレビュー画面で表示中の画像を表示する 
(が106ぺ-ジ)。 

表示されている画像を削除する。 


カメラ画面に戻る。 
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Tools 



ファイルマネージャ——ファイルを操作ずる . 125 

Drop Box -ダウン□-ドしたファイルの保を先 . 126 

テキストメモーテキストファイルを作成/表示ずる . 127 

テキストファイルを作成ずる . 127 

パソコンからテキストファイルを転送ずる . 127 

テキストファイルを開く . 129 

ネットワーク設定ーワイヤレスネットワーク接続の設定を変更する ..... 130 

自動接続時の接続順を変更ずる . 132 

PlaceEngine 設定一 Wi-Fi 情報送信の設定をずる . 133 

ユーヴー巧書一かな漢字変換の語句を登録ずる . 136 

設定一設定を変更ずる . 137 

予測変換機能を使ラ . 139 

本機をノ（スワードで保護ずる . 139 

本機の設定情報や音楽ファイルなどのデータを/ (ックアップする ..... 140 

システムアップデートーソフトウエアをアップデートずる . 143 

システム情報ーシステム情報を表示ずる . 144 
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ファイルマネージヤ——ファイルを操作する 

Home メニューから而 ols 」 を選択し、「ファイルマネージヤー」を選択しまず。 



r 内蔵メモ U -」 または 「Memory Stick 」 を選択し、ファイルまたはフォルダをフォー 
カ ス して、 「コ ピー」「移動」「削除」 r 開く」のいずれかを還おしまず。 

ファイルびフォーカスされているときに r 開く」を選択ずると、そのファイルに関連づ 
けられているアプ U ケーシヨンび起動して、ファイルび開きまず。 


ごを意 


• 本機のアプ U ケーシヨンに関連づけられていないファイルは開けません。 

• Skype のファイル転送機能を使って受信したり、 Web でダウンロードしたりした音楽ファイ 
ルは、 Music のファイル U ストに表示されないことびあります。その場合は、 Music を起動 
し直すなどのち法で AV データベースを更新してください。 

ぐヒント 

• myloWidget ファイルを開くと、 Widget インストーラーび起動し、 myloWidget をインス 
トールでをます（が39ページ)。 

リネーム/フォルダの作ぶをするには 

OPTION メニューからそれぞれの機能を選択しまず。 


ごを意 


• 本機ではファイルの化張テは変更でをません。 

複数のファイルやフォルダを選択するには 

r 複数選択」を選択し、ファイルやフォルダを還おしてチェックし、「コピー」 r 移動」 r 削 
除」のいずれかを選択しまず。 











Drop Box — タウン□—ドしたファイルの巧 
巧巧 

ダウン□ードしたり、転送したりしたファイルを確認ずるには、 Home メニューから 
「Tools」 を選択し、 [Drop Box」 を還おしまず。 

ファイル操作については、ファイルマネージャーをご覧くださしパが] 25ぺージ)。 
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テ^ストメモーテキストフアイルを作が/ 
表巧する 


テキストフアイルを作巧する 


Home メニューから而 ols 」 を選択し、 r テキストメモ」を選択して、惭規作成」を選択 
しまず。 



テキストの編集び終わったら、 OPTION メニューから r 名前を付けて保を」または「保 
を」を選択して、テキストファイルを保をしまず。 


パソコンか6テキストフアイルを拓送する 


USB モードを切0換える 

Home メニューから而 ols 」 を選択し、「設赴を選択しまず。 
rUSB モード」で 「 MSC 」 を選択しまず。 

本機をパソコンに接続する 

USB ケースレ(付属)で本機とパソコンを接続しまず。 



巧のページにつづ< 
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パソコンとの接続中は、本機の液晶画面に USB 接続をおず画面び表示されまず。 
転送び終わったら、本機の画面に rusB 接続を切らないでください」と表示されていな 
いのを確認してからパソコンでノ \ードウエアのを全な取り外しの操作を行い、本機か 
ら USB ケーブル対まずしまず。 


ごを意 


• パソコンとの接続中は、本機の操作はでをません。 

• テキストファイルの転送中は、 USB ケーフルを抜かないでください。 

• USB ケーフルで本機とパソコンび接続されているときは、本機のバッテ U - を取り出さない 
でください。本機になをされているデータび失われるおそれびあります。 

• USB 八ブを経由した接続には対応していません。 USB ケーブルは直接パソコンに接続してく 
ださい。 

Windows エクスプローラをほう（ドラッグ&ドロップ） 

Windows エクスプ□-ラ上のドラッグ&ド□ップで、テキストファイル (. txt ) を本機 
に転送でさまず。 

テキストファイルを転送ずるには、フォルダ階層の一番上に表おされている 
「 DOCUMENT 」 フォルダへ、転送したいテキストファイルをドラッグ&ド□ップしま 
ず。 

ぐヒント 

• 本機の USB モードび rivisc 」 のとき、本機の内蔵メモ U - やソモ U - スティックデュオ"は U 
し一! (ブルディスクとして表示されます。 


ごを意 


• "メモ U - スティックデュオ"にテキストファイルを転送するときは、あらかじめ Windows 
エクスプ□-ラで"メモ U - スティックデュオ"上に 「 DOCUMENT 」 フォルダを作成してくだ 
さい。 

• テキストメモで開けるのは、掘;張子び r . txt 」 のテキストフアイルのみです。 



巧のページにつづ< 
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テキストファイルを開< 


Home メニューから而 ols 」 を選択し、 r テキストメモ」を選択して、テキストファイル 
を選択します。 



テキストファイルを選択ずるとテキストび表示されまず。 

ぐヒント 

• 開いたファイルび文字化けなどで正しく表示されない場合は、 OPT の N メニューから「文字 
コード」を選択してみてください。 


ごを意 


• 編集後は文字コードの変更はでをません。 

化のユーザーか百面送されたテキストフアイルを表示する (Drop Box ) 

Skype のファイル転送機能を使って受信したテキストファイルや、 Web でダウン □- 
ドしたテキストファイルを表示ずるには、一 覧 画面で 「Drop Box 」 を選択しまず。 
テキストファイルを還択ずるとテキストび表示されまず。 


ごを意 


• Web で 「 DROPBOX 」 フォルダや 「 DOCUMENT 」 フォルタな外にダウン□-ドしたテキスト 
ファイルは、テキストメモの U ストには表示されません。ファイルマネージャーを使って選 
択してください。 












ネットワーク設定ーワイヤレスネットワーク 
接続の設定を変更する 

Home メニューから而 ols 」 を還おし、「ネットワーク設定」を選択して、設定したい項 
目を選択しまず。 


極を口 

な り: 25 AM 

>ネットワーク設定 

▲ 


みワイヤレス接続 

AP1 に接続 

な詳細設定 

な現在の接続が態 

▼ 



設定項目 

設定内容 

ワイヤレス接続 

フォーカスすると、接続中のワイヤレスネットワークの表示名び、画面 
のち側に表おされる。 

選択すると、ワイヤレス接続画面び表示される（が下記)。 

詳細設定 

• 省電カモード：チェックすると、消費電力を抑える。 


現在の接続状態 接続しているワイヤレスネットワークの表示名び表示される。 

• 暗号化方式：接続しているワイヤレスネットワークの暗号化の種類 
び表示される。 

• IP アドレス：接続しているワイヤレスネットワークの IP アドレス、 
DNS アドレス、ゲートウェイアドレスび表示される。 

• MAC アドレス：本機の MAC アドレスび表示される。 


ワイヤレス接続画面 



ぐヒント 

• ワイヤレス接続画面は、 INFO パネルから r ワイヤレス接続」を選択することでち表示でをます。 


巧のページにつづ< 
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設定項目/ボタン 

設定内容/意ほ 

スキヤン 

表示されているワイヤレスネットワークの一覽を最新の状態に更新する。 

手動登録 

新しいワイヤレスネットワークを登録する。 

閉じる 

ワイヤレス接続画面を閉じる。 


ワイヤレスネットワークの設定方法は au 下の3通りでず。 

①新たに登録ずるワイヤレスネットワークびワイヤレス接続画面に表示されている 
とさ 

ワイヤレス接続画面で、一覧から登録したいワイヤレスネットワークを還おずると、 
ネットワークの設定画面び表示されまず。必要な設定項目を入力して r 接続」を選 
おずると、ワイヤレスネットワークび登録され、そのワイヤレスネットワークに接 
続しまず。 


ごを意 


• SSID と WEP / WPA は、自動的に設定されます。ただし、 WEP 惧有キー)の場合は rWEP 」 
として設定されてしまいますので、手動で設定してください。 

• 登録するワイヤレスネットワークび暗号化を使用しない場合、ネットワークの設定画面は 
表示されず、そのままワイヤレスネットワークに接続します。 

⑤ ずでに登録しているワイヤレスネットワーク①設定を変更ずるとき 

ワイヤレス接続画面で、すでに登録しているワイヤレスネットワークをフォーカス 
し、 OPTION メニューから r 編集」を選択ずると、ネットワークの設定画面び表おさ 
れまず。設定項目を変更して r 保を」を選択ずると、ワイヤレスネットワークの設定 
び変更されまず。 


ごま意 


• ワイヤレス接続画面で一覧表示されているワイヤレスネットワークを直接タップすると、 
接続しているワイヤレスネットワーク接続び切断され、選択したワイヤレスネットワーク 
に接続し直します。 

• ワイヤレスネットワークにフォーカスを合わせたいだけの場合は、オペレーションキーを 
使ってください。 

⑤新たに登録ずるワイヤレスネットワークびワイヤレス接続画面に表示されていな 
いとき 

ワイヤレス接続画面で「手動登録」を選択ずるとネットワークの設定画面び表おさ 
れまず。必要な設定項目を入力して「保を」を選択ずると、新たなワイヤレスネット 
ワークび登録されまず。 




巧のページにつづ< 
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設定項目 

設定内容 

表术名 

ワイヤレスネットワークー覧に表示される名前を設定する。 

SSID 

ワイヤレスネットワークを識別するための名前。(一覧から選択して登 
録する場合は、自動的に取得されます。） 

WEP/WPA 

暗号化方式をし下から選択でさる。 

く使用しない/ WEP/WEP (共有キ ー)/ WPA - PSK ( TKIP ) / 
WPA - PSK ( AES )> 

义 D 非通知 

チェックすると、 SSID を通巧しないよラに設定されたアクセスポイン 
卜にち接続を試みる。 

キー 

セキ ュ 1」ティーの暗号キーを入力する。 

IP アドレス 

• しツ下の IP アドレスを使巧する：チェックすると、指定した IP アドレス、 
ヴブネットマスク、ゲートウェイを使用する。チェックをはずすと、 
DHCP サーバーから取得した値を使用する。 

• しツ下の DNS を使用する：チェックすると、指定した優先 DNS ヴーバー、 
代替 DNS ヴーバーを使用する。チェックをはずすと、 DHCP サーバー 
から取得した DNS を使用する。 


プロキシ • しツ下のプロキシを使用する：チェックすると、指定した IP アドレス（ま 

たはホスト名）、ポートま号を使用する。 


オート□グイン 提携プロバイダ用の設定を行ラ。このボタンは、 SSID び提携プロバイ 

ダ指定のちのの場合のみ選択でをる（が146、147ページ)。オートロ 
グイン機能を使うかどうか設定したり、必要に応じて I D やノ ロワードを 
入力した D する。 


自動接続時の接続順をお更する 


本機は表示順让から順)に、登録済みワイヤレスネットワークへの接続を試みまず。 
優先順位を変更したいときは、 Home メニューから 「 Tools 」 を選択し、 r ネットワーク 
設定」を選択して、「ワイヤレス接続」を選択しまず。 

順まを変えたい登録済みのワイヤレスネットワークをフォーカスし、 OPTION メ 
ニューから「上へ」または r 下へ」を選択ずると接続の優先順位び変わりまず。 

ぐヒント 

• ワイヤレス接続画面は、 INFO パネルから r ワイヤレス接続」を選択することでち表示でをます。 







































PlaceEngine 設定一 Wi - Fi 情報送信の設定 
をする 

PlaceEngine を起動していると、 PetaMap Widget (が44ぺージ)や、 PlaceEngine 
に対応している Web ページで、現在地の住所や緯度経度び取得でさまず。 

PlaceEngine は、本機の周囲にあるアクセスポイントの電波強度などの情報 ( Wm 情 
報)を元に、現在地を取得ずる機能でず。 

この機能を使用ずるには、位置情報を利用ずるアプ U ケーシヨンや Web サイトごとに、 
PlaceEngine を用いて位置情報の取得や送信をずるかどうか設定ずる必要びありまず。 
PlaceEngine 設定では、サイトのセキユ U ティールールの変更/登録、 PlaceEngine 
の終了/起動びでさまず。 

ぐヒント 

• PlaceEngine につして詳しくは、し U 下のサイトをご覧ください。 
http :// www . placeenaine . com / 


ごま意 


• PlaceEngine の仕様上の制限により、正しい住所や緯度経度び取得でをない場合びあります。 
• 曰付と時刻の設定び間違っていると正しく動作しない場合びあ D ます。正しい曰時を設定し 
てください(が137ぺージ)。 

• インターネット接続していないと、 Wi - Fi 情報を送信したり、現在地の住所や緯度経度を取得 
したりでをません。 

確認画面が表示されたとをには 

表示されているサイトに Wi - 刊青報の収集を許巧ずるかどうか選択しまず。 Wi - 刊青報 
の取得を許可ずると、それを元にサイトは位置情報を得ることびでさまず。 


確認 

PlaceEngine Map 
( http :// www . placeengine . com / map ; 

力か Vi - Fi 情報を収集しようとしていまず。 
よろしいですか？ 

n 選巧した設定を保存ずる。 


許可 禁止 


選択項目 

意ほ 

許可 

サイトび Wi - 刊青報を収集し、位置情報を得ることを許可する。 

禁止 

サイトび Wi - 刊青報を収集することを禁止する。（サイトは位置情報 
を得ることびでをない。） 

選択した設定を保存する 

チェックすると、上記で選択した設定びこのサイトのセキュ1」 

了ィールールとして登録され、;欠回から確認画面か表术されない。 

ぐヒント 


• r 選択した設定を保存する」をチェックしたサイトのセキュ U テイールールは 、 「PlaceEngine 
設定」で変更できます（煩 M 34ページ)。 


次のページにつづ< 
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ごま意 


• Wi - 刊青報の確認画面は、見知らめサイトび勝手に位置情報を取得することを防ぐために設け 
てあります。信頼できるサイトかどうか確認してから、 r 許可」を選択してください。 

• r 選択した設定を保存する」をチエックして「許可」を選択すると、確認画面び表示されず、常に 
Wi - Fi 情報び送信されるようになります。 

サイトのセキユリテイールールを巧更/登録するには 

Home メニューから ITools 」 を選択し、 「 PlaceEngine 設定」を選択しまず。 



ぐヒント 

• PlaceEngine び起動しているときは、 INFO パネルから 「 PlaceEngine 設定」を選択すること 
でちこの画面を表示でをます。 

• 「位置を教える」を選択すると、 Web び起動し、本機の位置を入力する画面び表示されます。 
PlaceEngine は、正しい位置を利用者び入力しあうことで、住所や緯度経度の検索精度び上び 
るしくみになつています。 

設定を変更する項目を選択ずるか、 r 新規登録」を選択ずると、セキュ U ティー編集画 
面び表示されまず。 



設定項目_設定内容 

アドレス 設定するサイトの URL を入力する。 

ルール サイトから Wi - Fi 情報送信の U クエストびあったときの設定を、か 

ら選択でをる。 

• 許可：確認画面を表示せず、常に Wi - Fi 情報を送信する。 

• 確認： Wi - R 情報を送信するかどラか確認する画面を表示する。 

• 禁止：確認画面を表示せず、常に Wi - Fi 情報を送信しない。 



巧のページにつづ< 
































ぐヒント 

• 前記の設定をしていないサイトから Wi - Fi 情報送信の U クエストびあったときは、 r デフォル 
卜」の設定び適用されます。 

• myloWidge め、ら Wi - 刊青報送信の U クエストびあったときは、常に確認画面び表示されます。 
mylo Widget のセキュ U ティールールを変更することはできません。 


ごま意 


• 「デフォルト」の設定を r 許可」にすると、信頼できないサイトにを Wi - Fi 情報を収集され、位置 
情報を取得される恐れびあります。セキュ U テイーには、充分ごま意ください。 


PlaceEngine をお了するには 

OPTION メニユーから r 終了」を選択しまず。 


ごを意 


• PlaceEngine を終了すると、 mylo Widget や Web ぺージで位置情報の取得び行えなくなり 
ます。 

• PlaceEngine び起動していない状態で電源を切ると、電源を入れ直しても自動的には起動し 
ません。 


PlaceEngine を起動するには 

Home メニューから ITools 」 を選択し、 「 PlaceEngine 設定」を選択しまず。 

ぐヒント 

• PlaceEnaine び起動している状態で電源を切ると、電源を入れたとき自動的に起動します。 
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ユーザー辞書一かな漢字変換の語巧を登録ず 
る 

Home メニューからの ) ols 」 を選択し、 r ユーヴー辞書」を選択しまず。 



新しい語句を登録ずるとさは、 r 新規登録」を選択しまず。 
登録している語巧を修正ずるとさは、語巧を還択しまず。 

















設定一設定を変更する 

Home メニューから rroolsJ を還択し、「設赶を還択して、設定したい項目を選択しま 
ず。 



設定項目 設定内容 


曰付と時刻 


• 曰時：日付と時刻を変更する。 

• タイムゾーン：タイムゾーンを変更する。 r 夏時間の調整」をチェック 
すると、時刻を1時間早める。 

• 曰付表示形式：曰付の表示方法をな下から選択でさる。 

く YYYY ' MM ' DD / MM ' DD ' YYYY / DD ' MM ' YYYY > 

• 時刻表示形式：時刻の表示方法をし U 下から選択でをる。 

<12時間制/24時間制> 


壁紙 • 変更：登録した画像ファイルやプ U セットされているファイルの中 

から、壁紙を変更でさる。 

USB モード USB モードをな下から選択でをる。 

<MSC (Mass Storage Class ) / MTP (Media Transfer Protocol ) > 

バックライト • 明るさ ( AC ) : AC アダプター使用時のあ晶画面の巧るさを、 1 (暗い） 

から5 (巧るい）まで調節でをる。 

•明るさ（バッテ U -): バッテ U - 使用時の液晶画面の明るさを、1(暗 
しリから5 ( B 月るい）まで調節でをる。 

• キーボードバックライト：チェックすると、周囲び暗くなったとさ、 
自動的にキーボードのバックライトび点灯する。チェックをはずす 
と、周囲び暗くなっても、キーボードのバックライトび点なしない。 

省電力設定 • オートバックライトオフ：チェックすると、2分間操作をしないと自 

動的にバックライトび暗くなり、4分間操作をしないと消なする。た 
だし、 AC アダプター接続中は、バックライトび暗くなったり消えたり 
しない。 

• オートパワーオフ：操作していないとを自動的に電源び切れるまで 
の時間を lil 下から選択でをる。 

<無効/5分/10分/15分> 

「インスタントメッセンジャーにサインイン時は無効にする。」を 
チェックすると、 Skype などのインスタントメッセンジャーにサイ 
ンインしているとをにはオートパワーオフび無効。 

「 AC アダプター接続時は無効にする。」をチェックすると、 AC アダプ 
ター使用時にはオートパワーオフび無効。 


巧のページにつづ< 
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設定項目 

設定内容 

サウンド 

• キー操作音：チェックすると、操作をするたびに音び鳴る。チェック 
をはずすと、カメラのシャッター音しツかは音び鳴らない。 

• AVLS (最大音量の制限）：チェックすると、音楽再生時に大をな音で 
聴力に悪い影響を与えないように最大音量び制限される。 ( AVLS は、 
Automatic Volume Limiter System の略。） 

ステータスインジ 
ケーター 

• ステータスインジケーター：チェックすると、ステータスインジケー 
ターび状況に合わせた点灯-点滅を行ラ。 

予測変換 
(歎] 39ぺージ） 

• 予測変換：チェックすると、テキスト入力時に予測変換を行ラ。 

WMA 権利情報の 
初期化 

• 初期化： WMA ファイルの権利情報を初期化する。 （ WMA ファイルび 
再生でをないとさに使用する。初期化後、ファイルをパソコンからち 
ラー度転送する。） 

パスワード 
(嚴] 39ぺージ） 

• パスワードロック：チェックすると、電源を ON にしたときに数字4巧 
のパスワード入力び必要になる。 

• パスワード変更：パスワードを変更する。 

タッチパネル 

• タッチパネル調整：タッチパネルの位置補正を行5。表おされるター 
ゲットを、画面の指示に従いスタイラスでタッチ（タップ)すること 
で、タッチパネ j レのずれを補正する。 

システム 
(欺] 40ぺージ） 

• 設定のバックアップ；本機のシステム領域にな存されている設定、 
Web のフックマーク、インストールされている mylo Widget などを 
バックアップする（が140ぺージ)。 

• 設定の復元：バックアップした設定、 Web のフックマーク 、 mylo 
Widget などを本機に読み込む。 

• 設定のリセット：パスワードロック用のパスワードと mylo Widget 
を除<、 r 設定のノ（ックアップ」でバックアップされる対象すべてを初 
期状態に戻す(が141ページ)。 

• 内蔵メモ U —の初期化：内蔵メモ U —を初期化する。な存している 
ファイルやフォルダびすべて消去される。 




• 「設定の U セット」 r 内蔵メモ U —の初期化」を実行する前に、設定や 
データのノ（ックアップをとることを強くお勧めします（が141ぺ一 
ジ)。 

デモモード 

• デモモード：チェックすると、本機びデモモード （1 分間操作しないと、 
すべてのアプ U ケーシヨンを終了して、デモビデオを再生するモー 
ド）になる。 



巧のページにつづ< 
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モ測を換機能を使ラ 


Home メニューからの) ols 」 を選択し、「設定」を選択して、「予測変換」を選択しまず。 



r 予測変換」をチエツクずると、予測変換機能び使えるようになりまず。 

予測変換機能を使ラと、全角ひらびなモードのとさ、入力した文字から始まる変換候 
補び画面下部に表示されまず。 

変換候補を選択ずるには、 Space / 変換キーか ♦/ ♦キーを巧しまず。 


本機をパスワードで巧護する 


盗難や紛失に備え、本機をパスワードで保護ずることびできまず。 

設定したパスワードを忘れると、本機を起動できなくなりまず。 

本機とは別の場所にパスワードを書さ留めたメモを保管ずるなどして、絶対に忘れな 
いよラにして < ださい。 

パスワードで巧護するには 

Home メニューからの) ols 」 を選択し、「設定」を選択して、「パスワード」を選択しまず。 



巧のページにつづ< 
















r パスワード□ック」をチェックずると、電源を ON にしたときに数き 4 巧のパスワード 
入力び必要になりまず。 


/ くスワード 

バスワードを入力してください。 
バスワード： 



• USB ケーブル(付属)で本機を充電するとをは、パスワードを入力してロックを解除してくだ 
さい。ロックを解除しないと充電でをません。 

パスワードを登録/巧更するには 

Home メニューから 「 Tools 」 を還おし、「設定」を還おして、「パスワード」を選択しまず。 
r パスワード変国を選択して、パスワードを登録/変更しまず。 

パスワードをちれたとさは 

万びーノ（スワードを忘れてしまったときは、 r マスターリセット」び必要になりまず 
(が161ぺージ）。 


設定情報をバックアップするには 

Home メニューから而 ols 」 を還おし、「設定」を選択して、「システム」を選択しまず。 
r 設定のノ（ックアッスを選択し、本機の設定情報のノ（ックアップファイルを作成しま 
ず。 

ヒント 

• 作成されたノ（ックアップファイルは、な下に保存されます。 

内蔵メモ U — : ¥BACKUP ¥ back 叩 . mylob 
Memory Stick : ¥MYLO ¥ BACKUP ¥ backup.mylob 
• この操作でノ（ックアップされるのは、ノ f スワードロック用のパスワードを除く本機の設定、か 
な漢字変換用の学習辞書/ユーヴー S 辛書、インストールされた mylo Widget . 壁紙登録した画 
像、 Skype などのインスタントメッセンジャーの ID / パスワードとマイピクチャーに追加し 
た画像、 Web の Cookie / ブックマーク/イ呆存したパスワード、ネットワーク設定(セキュ U 
ティーの暗号キーを含む)などです。音楽ファイルなどのデータは別途ノ（ックアップしてく 
ださい（が141ページ)。 

作成したノ（ックアップファイル ( backup . mylob ) は、ノ（ソコンなど他の機器にコピー 
または移動して保管して< ださい。 


本機の設定情巧や音楽ファイルなどのデータをバックアップする 


ごま意 


2:53 で更巧が OFF します。 


回回区 
回回巨丘 
回巨 


巧のページにつづ< 
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音楽ファイルなどのデータを/ V ックアップするには 

音楽ファイル、ビデオファイル、画像ファイルなど内蔵メモ U - に保をされている 
データは、 USB ケーブルで本機とパソコンを接続し、 Windows エクスプ□-ラを使つ 
てコピーしまず（ドラッグ&ド□ップ)。 


ごま意 


•コピー/移動び禁止されている著作権な護技術でな護された音楽ファイルやビデオファイル 
は、正しくコピーできません。 

• SonicS ね ge などで転送した著作権な護つきのファイルは、転送したときのソフトウエアを 
使ってパソコンに戻してください。 

• Web でな巧したぺージや画像、 RSS/Podcast で設定したフィード、配信された記事やダウン 
口ードしたコンテンツなどち内蔵メモ U - 内にイ呆存されるため、 r 設定のバックアップ」では 
バックアップされません。バックアップするには、 Windows エクスプローラを使ってパソ 
コンなどにコピーする必要びあります。 


設定居巧を y ストアするには 

事前に「設定のノ（ックアッスを行っていれば、そのバックアップファイルを使って設 
定などを復元でさまず。 

Home メニューから而 ols 」 を選択し、 r 設定」を選択して、「システム」を選択しまず。 
r 設定の復元」を選択し、バックアップファイルから設定などを復元しまず。 


設定を初期化するには 

Home メニユーから而 ols 」 を選択し、「設定」を選択して、「システム」を選択しまず。 
r 設定の U セツト」を選択し、本機の設定値やシステム領域に保をされている情報を初 
期化しますりロワード□ツク用ノ（スワードの設定 、 mylo Widget の設定を除く）。 


ごま意 


• 音楽ファイルなど内蔵メモ U —にな存されているデータは削除されませんので、これらをす 
ベて一括削除したい場合は内蔵メモ U —を初期化してください(が142ページ)。 

• この操作を行ラと、パスワードロック用のノてスワードを除 < 本機の設定、かな漢字変換用の学 
習舌辛書/ユーヴー辞書、壁紙登録した画像、 Skype などのインスタントメッセンジャーの ID 
/パスワードとマイピクチャーに追加した画像、 Web の Cookie / ブックマーク/イ呆存した 
パスワード、ネットワーク設定(セキュ U ティーの暗号キーを含む)などびすべて初期化消 IJ 
除)されます。 

• 本機のパスワードをミ肖すには、 r マスター U セット」を実行してください（が161ページ)。 

• この操作で My Contacts Widge 做設定はすベて初期化されますび、その他の mylo Widget 
の設定は初期化されません。その他の mylo Widge 脚設定を変更するときは、 mylo Screen 
の Widget 設定モードで行ってください。 

• mylo Widget 自体を削除するときは、 Widget インストーラーで削除してくださしバが斗〇 
ページ)。 

ぐヒント 


• mylo Widget は、付属の CD-ROM にも入っています。必要に応じてインストールしてくださ 
い。 

• 最新の mylo Widget の情報は下記のサイトで確認でをます。 
http :// www . sony . co . jp/mylo 



次のページにつづ< 








巧蔵メモリーをフォーマツトするには 

Home メニューから打 ools 」 を選択し、「設定」を選択して、 r システム」を選択しまず。 
r 内蔵メモ U —の初期化」を選択し、内蔵メモ U —をフォーマツトしまず。 


ごを意 


• 内蔵メモ U - にな存されているすべてのデータ(音楽ファイル、ビデオファイル、画像ファイ 
ル、テキストファイル、 Web でな存したデータ、 RSS / Podcast のき録フィード■記事-コン 
テンツなど)び削除されます。 

ぐヒント 

• サンプルデータは付属の CD - ROM にも入っています。 






システムアップデー トー ソフ トウ ェアをアッ 
プデー ト する 

パソコンでしソ下のサイトにアクセスし、最新のシステムソフトウェアをダウンロード 
しまず。 

hl ; tp :// www . sony . co . jp / mylo/support 

本機の USB モードを 「 MSC 」 に設定し（が137ぺージ)、 USB ケーブル(付属)で本機と 
パソコンを接続してから、ダウン□ー ドしたシステムソフトウェアを内蔵メモ U - の 
一番上の階層にコピーしまず。 

パソコンとの接続中は、本機の液晶画面に USB 接続をおず画面び表示されまず。 
インストー j レび終わったら、本機の画面に rUSB 接続を切らないでください」と表おさ 
れていないのを確認してからパソコンで八ードウェアの安全な取り外しの操作を行 
い、本機から USB ケーブルをはずしまず。 

Home メニューから而 ols 」 を選択し、「システムアップデート」を選択して、画面の指 
示に従い操作しまず。 

ぐヒント 

• とをどを上記のサイトにアクセスして、最新のシステムソフトウェアび U U - スされている 
かど5か確認してください。システムソフトウェアを常に最新の状態になつことは、セキュ 
U ティーの面でち、機能向上の面でも重要です。 

• アップデートび正常に行えないときは、ネットコミュニケーシヨンカスタマ ー U ンクにお問 
い合わせください(が149ページ)。 

• "メモ U - スティックデュオ"を使ってソフトウェアをアップデートする場合は、その"メモ 
U - スティックデュオ"の一ま上の階層にシステムソフトウェアを置いてください。 

• アップデートび終わったら、ダウンロードしたシステムソフトウェアは削除しても構いませ 
ん。 


ごま意 


• アップデート中は、電源を切ったり、"メモ U - スティックデュオ"を抜いたり（"メモ U - ス 
ティックデュオ"の中のシステムソフトウェアでアップデートしているとを）、絶対にしない 
で < ださい。 







システム情 ffi — システム情報を表示する 

Home メニューから而 ols 」 を選択し、「システム情制を選択しまず。 



本機の MAC アドレスやシステムソフトウエアのバージヨンび表示されまず。 
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146 才ート□クインガイド 


才ート□グインガイド 

本機には、エヌ•ティ•ティ-コミュニケーシヨンズ株式会社の r ホットスポット」サー 
ビス、ソフ トバンクテレコム株式会社の 「 BB モバイルポイント」サービスのワイヤレス 
ネットワークの設定び、あらかじめ登録されていまず。 

□グイン ID とパスワードを入力し、オート□グインを有効にずると、これらのアクセ 
スポイントで自動的に□グインでさるよラになりまず。 


r ホツ トス ポツ ト J ヴービスーオー ト□グインガイド 


INFO パネルから r ワイヤレス接続」を選択して、「ホットスポット （ NTTCom )」 を 
フオーカスし、 OPTION メニューから r 編集」を選択しまず。 



「オート□グイン」を選択して、 r じ(下のアカウントを使巧してオート□グインずる」を 
チェックし、「□グイン I D 」 と r パスワード」を入力しまず。 



r ホットスポット」サービスのアカウントを持っていない場合には、 mylo 専用の r ホッ 
トスポットキャンペーンの」でオート□グインずることちできまず。 
r ホットスポットキャンぺーンの」についロホ、政下のサイトをご覧ください。 
http :// www . sony . co . jp / mylo/support 



巧のページにつづ< 















































147 才ート□クインガイド 


rBB モバイルポイント J サービスーオート□グインガイ 


INFO パネルから r ワイヤレス接続」を選択して、 「 BB モバイルポイント」をフォーカス 
し、 0 PTi 0 N >< ニューから r 編集」を選択します。 



r オート n グイン」を選択して、「じ(下のアカウントを使用してオート n グインする」を 
チェックし、「□グイン ID 」 と「パスワード」を入力します。 



已己モバイルポイント 


(― |>/1 1•ソ下のアカウントを使用して才ート□グインする—— 
□グイン ID : IXXXXXXXX ] 

バスつ-ド' I …"… j 


OK キャンセル 





































タスクマネージャー 

空さメモ U —びかなくなり、アプ U ケーシヨンび起動でさないとさ、アプ U ケーシヨ 
ンの中の特定の機能び正常に動作しないと判断されたとさに、タスクマネージヤーび 
起動することびありまず。 



U ストに表おされている起動中のアプ U ケーシヨンのいずれかをチェックし、「終了」 
を選択してアプ1」ケーシヨン終了させて < ださい。 

アプリケーシヨンび起動できるようになったり、アプ U ケーシヨンの中の機能び正常 
に動作でさるよラになったりしまず。 


ごま意 


• 複数のアプ1」ケーシヨンを終了させる必要びある場合びあります。 

• タスクマネージャーでの操作び終わったあと、直前の操作はキャンセルされます。改めてア 
プ1」ケーシヨンの起動などの操作を行ってください。 

• 表示されているメモ U - 使巧量はあくまで目まです。そのアプ1」ケーシヨンを終了させても、 
表示されているメモ1」一量び確実に空くとは限りません。 




















149 巧障かな？とおった 5 


故障かな？と思った6 

困ったと去は、が下の流れに従って、確認を行ってください。 

1 似下の項目を確認する。 

コンテンツの転送に使用しているソフトウェアのヘルプち参照し、状態をお認してく 
ださい。 

2 mylo 公式ホームぺージで確認する。 

mylo に関する最新ヴポート情報、よくあるお問合せと回答をお認いただけます。 
http :// www . sony . co . jp / mylo/support 

3 それでら問題が解巧しない場をは、ネットコミュニケーシヨンカスタマーリン 
クにお問させ <ださい。 

ネットコ5ュニケーシヨンカスタマー U ンク修理ホ目談窓□: 

0120 -37-9922 (フリーダイヤル） 

※携帯電話、 PHS 、一 部の IP 電話、ミ毎がなどか5は、 0466-30-3080 

• 担当オペレーターび対応し、修理び必要と判断された場合は、引取修理をさせていた 
ださます。 


電源 


症状 

原因/処置 

電源が入 S ない。 

バッテ1」 一 び正しく挿入されているか確認してください 
(が7ページ)。 

■> バッテ U —び充電されていない。 AC アダプターを接続し 
て確認してください。 

■> スタイラスを使って RESET ボタンを押し、再起動してくだ 
さい(が14ぺージ)。 

バッテリーび巧電されない。 
または満充電されない。 

■> AC アダプターび、本機とコンセントに正しく接続されてい 
るか確認してください。 

内蔵スピーカーで音楽やビデオを再生しているため、充電 
されない。再生を停止するか、へッドホンを使用してくだ 
さい。 

-> 充電中に本機を使用しているため、充電に時間びかかって 
いる。本機の使用をやめ、本機の電源を切ってください。 
バッテ U -び寿命に達した。新しいノ（ッテ U -と交換して 
<ださい。 

■> パスワードを設定しているとさに USB ケーブルで充電しよ 
ラとしている。パスワードを入力してロックを解除してく 
ださい。 

推奨温度の範囲内で充電してください(が8、9ページ)。 



巧のページにつづ< 










150 巧障かな？とおった 5 


症状 

原因/処置 

バッテリーの持続時間が短し、。 

■> バッテ U -び寿命に達した。新しいノ（ッテ U -と交換して 
ください。 

バッテ1」一残量び早く減る設定になっている。「オートバッ 
クライトオフ」をチェックし、けートパワーオスを「無効」 
urn に設定してください(が137ぺージ)。 

-> 周囲の温度び高すざる、またはほすざる。推奨温度の範囲 
内で操作してください(が243ページ)。 

-> 再起動後、曰付と時刻設定画面び表;されている状態では、 
オートパワーオフしません。曰付と時刻設定画面で放置せ 
ず、なの画面に進んで < ださい。 

POWER/HOLD スイッチで電 
源び切れない。 

-> 起動画面び表示されている。起動画面び消えてから、電源 
を切って< ださい。 

-> USB ケーブルで本機とパソコンを接続している。本機から 
USB ケーブルをはずしてください。 

バックアップなどの処理を行っている。処理び終わるまで 
待ってください。 

■> スタイラスを使って RESET ボタンを押し、再起動してくだ 
さい(が14ぺージ)。 

■> バッテ U -、 AC アダプター、 USB ケーブルを、本機から取 
りはずしてください。再度電源を入れる際は、数分後にバッ 
テ U —、 AC アダプターの順番で本機に接続し直して<だ 
さい。 

自動のに電源げ切れる。 

-> 省電力設定項目の r オートパワーオフ」び r 無効」ながに設定 
されている。 

バッテ U —残量びない。バッテ U —を充電してください 
(が8、9ぺージ)。 

画面 

症が 

原因/処置 

画面に何ち表示されない。 

「オートバックライトオフ」にチェックを入れている。何 
かボタンを押すと、バックライトび点なし、画面び表示さ 
れます。 

画面が突然暗 < なる。 

「オートバックライトオフ」にチェックを入れている。何 
かボタンを押すと、バックライトび点なします。 

画面び固まって動かない。 

-> POWER / HOLD スイッチび HOLD になっている。 POWER / 
HOLD スイッチを矢印のち向へスライドして、 HOLD を解 
除してください(が14ページ)。 

■> POWER インジケーターび消灯するまで POWER / HOLD ス 
イッチを矢印のち向へスライドしてください。完全に電源 
び切れたら、をラー度電源を入れてください。 

スタイラスを使って RESET ボタンを押し、再起動してくだ 
さい(が14ぺージ)。 

■> バッテ U -、 AC アダプター、 USB ケーブルを、本機から取 
りはずして < ださい。再度電源を入れる際は、数分後にバッ 
テ U —、 AC アダプターの順まで本機に接続し直して<だ 
さい。 



巧のページにつづ< 















ワイヤレスネツトワーク 


症状 

原因/処置 

ワイヤレスネットワークに接 
続しない。 

-> WIRELESS LAN スイッチび rOFF 」 になっている。 

ワイヤレスネットワークに接続し直してくださし、（が130 
ぺージ)。 

アクセスポイントに接続するために、暗号化キー ( WEP / 
WPA ) やその他の特別な設定(固定1 P アドレス、プロキシ設 
定など)び必要か確認してください（が132ページ)。 

-» アクセスポイント側で SSID を隠す設定をしている。その 
場合、ネットワークの一覧に表示されないことびあります。 
表示されないときは、アクセスポイント側で設定を解除す 
るか 、 rSSI D 非通知」を有効にしてください（が132ぺ一 
ジ)。 

■> 公衆ワイヤレス LAN のアクセスポイントでは、 Web を使 
ラなどの方法でログイン ID やノてスワードなどを入力しない 
とインターネットを使用でをない場合びある。接続してい 
るワイヤレスネットワークのサービスを確認してくださ 
い。 

-> アクセスポイントの設定び、本機でサポートしていないセ 
キュ U ティー設定になっている。ネットワーク管理者に確 
認してください。 

-> アクセスポイント側に MAC アドレスの追加び必要。 

Home メニューから而 ols 」 を選択し r システム情制を選 
択して、本機の MAC アドレスを確認します。アクセスポイ 
ント側にその MAC アドレスを登録後、接続してください。 

-> アクセスポイント側の設定び正しくない。アクセスポイン 
卜の取扱説明書や、ネットワーク管理者に確認して、設定し 
直してください(が132ぺージ)。 

ワイヤレスネットワークの通信範囲外にいる。通信範囲内 
に移動してください。 

本機とワイヤレスネットワークの間に、壁や金属、コンク 

U — 卜などの障害物びある。違ラ場所で接続してください。 
-> 2.4 GHz 帯の周波数を使用する機器（コードレス電話や電子 
レンジ、 Blue 防 0th を使用するコンピュータ機器など)び 
近くにある。その機器を遠くへ置くか、その機器の電源を 
切って< ださい。 

ネットワークサービスび、一時的に使用でをない状態か、不 
ま定な状態になっている。ネットワーク管理者に状況を確 
認してください。 

アクセスポイントげ近くにあ 
るの(し、ワイヤレス接統四回(し 
アンテナが 1 本ち表示されな 
い。 

-> ワイヤレス接続画面の電波強度は、ワイヤレス接続の起動 
時、または r スキャン」を選択したとさに更新される。 r ス 
キャン」を選択して、電波強度の表示を更新して < ださい。 


巧のページにつづ< 









152 巧障かな？とおった 5 


症状 

原因/処置 

接続したいワイヤレスネット 
ワークじ1がのワイヤレスネッ 
トワークに、自動接続しよラと 
している。 

■> 接続したいワイヤレスネットワークの自動接続時の順ま 
び、一覽で後の方になっている。ワイヤレス接続画面で、接 
続順を変更してくださし、(が132ぺージ)。 

■> 接続したいワイヤレスネットワークび登録されていない。 

ワイヤレス接続画面で登録してください(が1引ページ)。 

-> アクセスポイント側で SSID を隠す設定をしている。アク 
セスポイント側で設定を解除するか、 rssiD 非通知」を有効 
にしてくださしパが132ぺージ)。 

オート□グインでさない。 

-> オートログインび設定されていない。オートログインの設 
定び間違っている（が146、147ぺージ)。 

■> 本機のオート□グインに対応していないプロバイダーに接 
続しよラとした。対応プロバイダーはし U 下のサイトをご覽 
<ださい。 

http :// www . sony . co . jp/mvlo 
-> 曰付と時刻の設定び間違っている。正しい曰時を設定して 
ください(が13 7ページ)。 

特定のアプリケーシヨンがワ 
イヤレスネットワークを使え 
ない。 

公衆ワイヤレス LAN のアクセスポイントは、 Web を使5 
などの方法で□グイン D やパスワードなどを入力しない状 
態では自社サイトの一部のみ閲覧可能など、サービスを制 
限している場合びある。接続しているワイヤレスネット 
ワークのサービスを確認してください。 

公衆ワイヤレス LAN のアクセスポイントでは、使用でをる 
サービスを制限している場合びある(利用でをるポートの 
制限など)。本機で使5ポート番号を変更するか、違5アク 
セスポイントに接続し直してください（磨"79、90ぺ一 
ジ)。 

mylo Widget 

症げ 

原因/処置 

My Contacts Widget に ID び 
追加でさない。 

追加しよラとしているユーヴーの ID び、アプリケーシヨン 
( Skype , GoogleTalk ) の〕ンタクトリストにき録されて 
いない。 

登録したい ID のアプ U ケーシヨンじ kype 、 GoogleTalk ) 

に、サインインしていない 。 My Contacts Widgetl こユー 
ヴーを登録するには、あらかじめそのアプ U ケーシヨンに 
サインインしておく必要びあります（が61、82ぺージ)。 

■> 1つのボックスに6つじ(上の ID を登録しよラとしている。1 
つのボックスに登録でさる D は5つまでです。 

mylo Widget が何ち表示され 
ない。 

-> —時的に動作が不安定になっている。 OPTION メこューか 
ら 「mylo Screen の再起動」を選択してください D 
-> mylo Widget が1つも配置されていない（煩" 36ぺージ)〇 



巧のページにつづ< 
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症状 

原因/処置 

mylo Widget のを動がおかし 
くなった。 

一時的に動作が不安定になっている。 OPTION メこューか 
ら 「mylo Screen の再起動」を選択してください。 

今 mylo Widget 関連ファイルの保存領域を圧迫している。 

政下の方法で保存領域を増やして<ださい。 

• mylo Widget が作成した一時データを削除する（磨 * 4] 

ぺージ )。 

• 不要な mylo Widget をアンインストールする（煩40 
ぺージ )。 

曰付と時刻の設定が間違っている。正しい曰時を設定して 
ください(欺137ページ)。 

PetaMap Widget で現在地の 
住戸斤や緯度経度び取得できな 
い。 

今 PlaceEngine が起動していない。 Home メこューから 
IToolsJ を選択し、 「 PlaceEngine 設赶を選択して 
PlaceEngine を起動してください。 

■> ワイヤレスネットワークに接続していない。ワイヤレス 
ネットワークに接続してください。 

PetaMap Widget で取得した 
現在地の住所や緯度経度が間 
違っている。 

PlaceEngine の仕様上の制限により、正しい住所や緯度経 
度び取得でをないことびある。 INFO パネルから 
「 PlaceEngine 設赶を選択し、「位置を教える」を選択して 
ください。 （ PlaceEngine は、正しい位置を利用者び入力し 
あラことで、住所や緯度経度の検索精度び上びるし < みに 
なっています。） 

Skype 

症状 

原因/処置 

コンタクトリストげ正しく表 
示されない。 

コンタクト U ストに301名じ(上のコンタクトび登録されて 
いる Skype 名で、サインインした。本機では、登録コンタク 
卜び301名しツ上になる Skype 名のコンタクト U ストは表示 
できません。登録コンタクトび300名!;(下の Skype 名を使 
うか、新たに Skype アカウントを作成してください。 

初めて本機の Skype を起動した。サインアウトし、もう一 
度サインインし直してください。 

登録されているコンタクトのオンライン状態はすぐに反映 
されない場合びある。しばらく待つか、ログインし直して 
<ださい。 

「サインイン中..」と表示された 
ままになる。 

■> ネットワークの状況に応じて、 Skype にサインインするの 
に時間びかかる場合びあります。 

「パスワードの巧ち」と rSkype 
起動時に自動サインイン」を 
チェックしているのに、自動サ 
インインせず、サインイン画面 
び表示される。 

-> 自動サインインを設定していても、必要に応じてサインイ 
ン画面び表示されることびあります。 

エモーティコンげ正しく表示 
されない。 

-> エモーティコンの前に半角スペースを入れてください。 



夕のページにつづ< 
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症状 

原因/処置 

サインインでさない。 

-> プロキシび正しく設定されていない。プロキシの設定内容 
びわからないときは、アクセスポイントを設定した方/管 
理者/プロノ（イダーにご確認ください。 

-> ワイヤレスネットワークに接続していない。オート□グイ 
ンち含め、ワイヤレスネットワーク接続の設定を確認して 
<ださい。 

通話の音声び聞こえにくい。 

ネットワークの状態により、通話品質び悪くなることびあ 
ります。 

コンタクトを追加した6アプ 
リケーシヨンが起動できなく 
なつた。 

-> アプ U ケーシヨンの動作に必要なメモ U —量び増えた。起 
動中の他のアプ U ケーシヨンを終了してから起動してくだ 
さい。または、コンタクトの数を減らしてください。 

Google Talk 

症状 

原因/処置 

コンタクトリストげ正しく表 
示されない。 

-> コンタクトリストに301名 ULh のコンタクトび登録されて 
いる Gmail アカウントで、サインインした。本機は、コンタ 
クト U ストに301名し U 上登録されている Gmail アカウント 
に対応していません。 

「サインイン中..」と表示された 
ままになる。 

ネットワークの状況に応じて、 GoogleTalk にサインイン 
するのに時間びかかる場合びあります。 

r パスワードの巧を」と r 自動サ 
インイン」をチェックしている 
のに、自動サインインせず、サ 
インイン画面び表示される。 

^ 自動サインインを設定していてち、必要に応じてサインイ 
ン画面が表示されることがあります。 

サインインでさない。 

-> プロキシび正しく設定されていない。プロキシの設定内容 
びわからないときは、アクセスポイントを設定した方/管 
理者/プロバイダーにご確認 < ださい。 

-> ワイヤレスネットワークに接続していない。オート□グイ 
ンち含め、ワイヤレスネットワーク接続の設定を確認して 
<ださい。 

Gmail にアクセスでさない。 

-> 曰付と時刻の設定び間違っている。正しい曰時を設定して 
ください(が137ページ)。 

コンタクトを追加した6アプ 
リケーシヨンび起動できなく 
なつた。 

-> アプ U ケーシヨンの動作に必要なメモ U —量び増えた。起 
動中の他のアプ U ケーシヨンを終了してから起動してくだ 
さい。または、コンタクトの数を減らしてください。 



巧のページにつづ< 
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Web 


症が 

原因/処置 

特定の Web ページび正しく表 
示されない。 

Web ページを作成する基準や技術は多岐にわたるため、全 
ページび正しく表示されないことびありますのでご了承く 
ださい。 

曰付と時刻の設定び間違っている。正しい曰時を設定して 
ください(が137ページ)。 

-> ユーヴーエージェントの設定を変更すると、表示でをるこ 
とびあります。ユーヴーエージェントの設定を変更するに 
は、 OPTION メニューから rweb 設赶を選択し、 r ユーヴ ー 
エージェント」を選択してください。 

今 JavaScript び無効になっている。有効にすると表示される 
ことびあ0ます。 

-> Flash プラグインび無効に設定されている。 OPT の N メ 
ニューから rweb 設赶を選択し、 r 詳細設定」を選択して、 
[Adobe Flash を有効にする」をチェックし、 Flash プラグ 
インを有効にしてください。 

オペレーシヨンキーでリンク 
のフォーカスび移動できない。 

Web ページによっては、オペレーシヨンキーでうまく操作 
でさない場合びある。スク□ールモードび r ページスク□一 
ル」になっている場合ち、オペレーシヨンキーでリンクの 
フォーカス移動はでをない。その場合は、タッチパネルを 
使ってください。 

We b ブラウザーのアップデー 
卜を促す画面が表示される。 

-> Web ページによっては、アップデートを促す画面び表示さ 
れることびある。0 PTI 0 N メニューから rWeb 設定」を選択 
し、 r ユーヴーエージェント」を選択して変更してみてくだ 
さい。 

巧巧した特定の Web ぺージげ 
正しく表示されない。 

今 Web ページによっては、保存するとオンライン中と同じよ 
ラに表示されないものがあります。 

PlaceEngine に巧応している 
We b ページで現在地の住所や 
緯度経度び取得でさない。 

今 PlaceEngine が起動していない。 Home メこューから 
[ Tools 」 を選択し、 「 PlaceEngine 設赶を選択して 
PlaceEngine を起動してください。 

PlaceEngine に巧応している 
Web ページで取得した現在地 
の住所や緯度経度び間違って 
いる。 

PlaceEngine の仕様上の制限により、正しい住所や緯度経 
度び取得でさないことびある。1 N F 0 ノてネルから 
「 PlaceEngine 設赶を選択し、「位置を教える」を選択して 
ください。 （ PlaceEngine は、正しい位置を利用者び入力し 
あラことで、住所や緯度経度の検索精度び上びるし < みに 
なっています。） 

RSS/Podcast 

症状 

原因/処置 

フィードが更新されない。 

-> ワイヤレスネットワーク接続び切れていた。ワイヤレス 
ネットワーク接続をした5えで、更新を行ってください。 

-> 内蔵メモ U - の空を容量び足りない。不要なファイルを削 
除してください(が56ページ)。 



次のページにつづ< 
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症状 

原因/処置 

フイードは取得でさたび、コン 

-> 内蔵メモ U —びいっぱいで保巧でをなかった。(下のち法 

テンツげダウン□ー ドでさな 

で保存領域を増やして < ださい。 

かった。 

• 「巡回設定」の最大な存容量を増やす。 

• RSS / Podcast でダウン□-ドしたコンテンツを削除する 
(が56ぺージ)。 

• 不要なフィードを削除する。 

• ファイルマネージャーなどで内蔵メモ U —内の不要な 
ファイルを削除する。 

• イ呆巧先を変更する。 

充分な空を容量びある"メモ U —スティックデュオ"を 
用意し、保存先を"メモ U —スティックデュオ"に変更し 
てください。（その場合、内蔵メモ U - にイ呆存していたコ 
ンテンツは、 RSS / Podcast で見えなくなります。） 

RSS Widget に登録している 

-> 化 S Widget 上で r 更拥を選択したり、 OPTION メニュー 

フィードの未読記事が、閲覧ず 
る前に既読に変わっている。 

から「更新」を選択したりすると、既読に変わります。 

Music 

症げ 

原因/処置 

音楽び再生できない。 

有効期限や再生可能回数び設定されている曲は再生でをな 
いことびあ D ます。 

音楽データを認識しない。 

音楽データび正しいフォルダにイ呆巧されているか確認して 
くださし、（が96ぺージ)。 

対象の音楽データび、本機の対応条件を満たしていない 
(が245ぺージ)。 

-> "メモ U - スティックデュオ"に転送した ATRAC あ式の音 
楽データは再生でをません。 

AV データべースび更新されていない。 Skype のファイル 
転送機能を使って受信したり、 Web でダウン□ードした 
りした音楽ファイルを 「 DROPBOX 」 フォルダや、 Music び 
対応しているフォルダにイ呆存した場合、なに AV データべ一 
スび更新されるまで、 Music から認識されません。しツ下の 
ち法で AV データベースを更新してください。 

• Music を起動し直す。 Music び起動している場合は、 
OPTION メニューから r 終了」を選択して Music を終了さ 
せ、改めて Home メニューから 「 Music 」 を選択する。 

• RSS / Podcast でダウン□—ドした Podcast 倍声)〕ン 
テンツを認識しない場合は、 RSS / Podcast で 「 Music プ 
レーヤーに登録」を実行してから（が58ぺージ )、 Music 
を起動し直す。 

• スタイラスを使って RESET ボタンを押し、本機を再起動 
する你 14ぺージ)。 

音楽データを削除でさない。 

-> SonicStage から転送された音楽は mylo 上では削除できま 
せん。 SonicStage を使用してください。 



巧のページにつづ< 
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症状 

原因/処置 

音が出ない。またはノイズし 
か出ない。 

-> ボ U ュームびゼロに設定されている。ボ1」ュームを上げて 
ください(が99ページ)。 

、へツ ドセットび正しく接続されていない。接続を確認して 
くださし）（が97ぺージ)。 

へッドセットのプラグび巧れている。柔らかくて乾いた巧 
で、へッドセットのプラグを H いてください。 

WMA ファイルび再生できない。 

Windows Media Player 9の著作権な護によってな護さ 
れた音楽ファイルは、本機へ転送できますび、再生はでき 
ません。 

ボリュームを上げ5れない。 

-> TAVLS (最大音量の制限)」びチェックされている。チェッ 
クをはずしてください（が138ぺージ)。 

突然音楽の再生が停止ずる。 

バッテ U —残量び不充分。充電してください(が8、9ペー 
ジ)。 

本機での再生に対応していない音楽ファイルを再生しよラ 
としている（が245ページ)。他の曲を選択してください。 

「□」びタイトルの一部に表示 
される。 

本機では表示できない文字びタイトルに含まれている。 
バソコンのソフトウェアを使って、適切な文字のタイトル 
に名前を変更して < ださい。 

Photo 

症状 

原因/処置 

画像フアイルを表示ずるのに 
時間びかかる。 

今 サイズが大さい。大さいサイズの画像ファイルを表示する 
とさ、時間がかかることがお0ます。 

特定の画像を表示できない。 

-> データまたは画像サイズび大さすざる。ファイルサイズび 
SMBiiLh の画像には対応していません。対応している画像 
サイズは、 」 PEG 形式の場合は最大700万画素 (3,072 X 

2,304)、 PNG お式/ BMP 形式の場合は最大500万画素 
(2,560 X 1夕 20) です。 

-> サムネイル画像を読み込み中である。サムネイル画像の読 
み込みび完了してから表示し直してください。 

-> 本機び巧麻している画素数の画像でち、使用状況や設定に 
より表示できない場合びある。 Photo を起動し直すか、起 
動中の他のアプ U ケーシヨンを終了させた上で Photo を起 
動し直し、画像を表示してください。 

画像ファイ j レの化張子び、実際の画像フォーマットと異なっ 
ている。 

画像ファイルのあ式び、プログレッシス PEG フォーマット 
になっている。パソコンで通常の JPEG フォーマットとし 
てな存し直すと、表示でさるよラになる場合びあります。 
パソコンを使って編集した画像は、本機では表示でをない 
ことびあ0ます。 



巧のページにつづ< 
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症状 

原因/処置 

画像ファイルを画像ファイル 
として認識しない。/画像が 
一覧に表示されない。 

-> データび、内蔵メモ U -や"メモリーステイツクデュオ"の 
正しいフォルダにな巧されていることを確認してください 
(が104ぺージ)。 

■> パソコンを使って名前を変更したり、移動したファイルや 
フォルダは、本機では認識できなくなることびあります。 

-> 対象の画像データび、本機の対応条件を満たしていない 
(が244ぺージ)。 

-> 画像ファイルのあ張テび、実際の画像フォーマツトと異 
なつている。 

リスト表示をしているときや 
を画面表示をしているときに 
画像を回転させたが、回おした 
状態で巧巧されない。 

Exif 情報びない JPEG ファイルを回転させた。編集画面で画 
像を回転させてイ呆存して < ださい。 

Video 

症げ 

原因/処置 

ビデオファイルの再生び開始 
されるまでに時間げかかる。 

サイズび大をい。 

ビデオげ再生でをない。 

-> 対象のビデオデータび、本機の対応を件を満たしていない 
(が244ぺージ)。 

再生び一時停止する。 

-> ビデオファイ j レの再生モードび「モード A 」 になっている。 
「モード A 」 では、最後まで再生すると、再生び一時停止しま 
す。 BACK ボタンを押すと、ビデオファイルー覧に戻ります。 

ビデオファイルをビデオファ 
イルとして認識しない。 

パソコンを使って名前を変更したり、移動したファイルや 
フォルダは、本機では認識でをなくなることびあります。 

-> 対象のビデオデータび、本機の対応条件を満たしていない 
(が244ぺージ)。 

1分間操作しないと勝手にデモ 
ビデオげ再生される。 

-> r デモモード」のチェックをはずしてください（が138ぺ一 
ジ)。 

Camera 

症げ 

原因/処置 

実際の被写体と画像の色ほげ 
異なる。 

-> 本機のカメラで撮影した画像は、実際の被写体と色はび異 
なる場合や、明るさにムラび出る場合びあ D ます。撮影す 
る際、露出補正、ホワイトバランスの設定をご利用<ださ 
い。 

シャッター音が消'せない。 

•>「キー操作音」のチェックをはずしている場合でち、シャッ 
ター音は消えません。音量ち変えられません。 

、〜ツ ドセットを使用しているとをも、シャッター音は本体 
スピーカーから出ます。音量ち変えられません。 



夕のページにつづ< 
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テキストメモ 


症状 

原因/処置 

テキストファイルを開けない。 

-> データび、内蔵メモ U -や"メモリースティツクデュオ"の 
正しいフォルダにな巧されていることを確認してくださ 
い。 

見覚えのないファイルびある。 

-> イ呆巧する前の編集中のファイルびある状態で、 INFO ボタ 
ンなどでテキストメモのアプ U ケーシヨンを終了すると、 
数字の名前のファイルび残ることびあります。ファイルを 
開いて確認し、不要なら削除してください。 

パソコンとの接続 

症状 

原因/処置 

USB ケーブルでパソコンと接 
続したとき、 mylo にパソコン 
との接続を示ずメッセージが 
表示されない。 

-> USB ケーブルび正しく接続されていない。 USB ケーブルの 
接続を確認して < ださい。 

接続に、 USB 八ブを使用している。 USB 八ブ経由の接続は、 
ヴポート対象かです。 USB ケーブルで、直接パソコンと接 
続してください。 

今) てソコンで起動している他のアプ U ケーシヨンび 、 mylo 
との接続に干渉している。 USB ケーブルを抜を、数分後に 
ちラー度接続してください。それでち問題び解ミ夫しない場 
合、 USB ケーブルを抜いた後、パソコンを再起動してから 
接続し直してください。 

mylo びパソコンを認識していない。 mylo から USB ケーブ 
ルを抜を、 mylo の電源を入れ直してください。 Home メ 
ニューび表示されたら、もう一度 USB ケーブルを接続して 
<ださい。 

パソコンに接続したときに、本 
機が認識されない。 

-> USB ケーブルび正しく接続されていない。 USB ケーブルの 
接続を確認して < ださい。 

-> USB 八ブび使われている。 USB 八ブ経由の接続は、ヴポー 
卜巧をがです。 USB ケーブルで、直接パソコンと接続して 
<ださい。 

パソコンに接続したときに、動 
作び不ま定になる。 

-» USB ノ V ブか USB 延長ケーブルを使用している。 USB ノ V ブや 
USB 延長ケーブルを使用した接続は、ヴポート対象外です。 
USB ケースレ(付顧で、直接パソコンと接続してください。 

パソコンか5本機へファイル 
を面送できない。 

-> USB ケーブルび正しく接続されていない。 USB ケーブルの 
接続を確認して < ださい。 

本機の内蔵メモ U —に充分な空を容量びない。不要なファ 
イルをノ ':ソコンに転送、またはノ ':ソコン上で削除して、空き 
容量を増やしてください。 

USB モードび違う。転送するソフトウェアに合わせて USB 
モードを設定してください（が92、103、111、127、143 
ページ)。 

複数のファイルを転送しよう 
としているとさ、一部のファイ 
ルしかお送できない。 

-> 本機の内蔵メモ1」一に充分な空を容量びない。不要なファ 
イルをノてソコンに転送、またはノてソコン上で削除して、空き 
容量を増やしてください。 



巧のページにつづ< 
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症状 

原因/処置 

付属のソフトウエアび正しく 
動作しない。 

■> 本機 I レ初期設定画面び表术されているとをは、付属のソフ 
トウエアは正しく動作しません。本機から USB ケーブルを 
抜を、画面の指示に従って初期設定を完了してから、もう一 
度本機をパソコンに接続してください。 

パソコンのスタンバイやス 
リープ、休止び働かない。 

パソコンびスタンバイ状態、ス U —プ状態、体止状態から復 
旧したとを、パソコンと本機との接続は同時に復旧しない 
ことびあります。パソコンの電源設定を自動的にスタンバ 
イ状態、ス U —プ状態、体止状態にならないモードに設定し 
てお < ことをおすすめします。 

パソコンびスタン/レ n 犬態、ス 
リープ状態、休止状態になって 
も、本機び通常のモードに戻6 
ず、 USB モードのままになる。 

本機をパソコンから取りはずしてください。 

パソコンの電源が切れている 
ときに本機を接続し、パソコン 
を起動ずると 、 「boot from 

CD 」 と表示され T ： パソコンが 
フ U —ズする。 

パソコンび起動したあとに本機を接続してください。 

その他 

症状 

原因/処置 

HOME ボタンび働かない。 

ダイアログび表示されている。 roK 」 r キャンセル」 r 開じる」 
などを選択してダイア□グウィンドウを閉じてください。 

本機が正し < 動作しない。 

-> 静電気やそれに類似した現象び本機の動作に影響を与えて 
いる可能性びある。バッテ U —や AC アダプターをはずし、 
数分後にちラー度電源を入れて<ださい。 

■> スタイラスを使って RESET ボタンを押し、再起動してくだ 
さい(が14ぺージ)。 

本機や AC アダプターび温か 
い。 

■M ま用中に、本機や AC アダプターび温かくなることびありま 
すび、故障ではありません。 AC アダプターび極端に熱< 
なっているとをは、使用をやめ、コンセントから AC アダプ 
ターを抜いてください。 

電源を入れてち動作しない。 

-» 起動画面び表示されているとさは、ボタンやスイッチはい 
ずれち反応しません。 

-> P 0 WER / H 0 LD スイッチび HOLD になっている。 POWER / 
HOLD スイッチを矢印のち向へスライドして、 HOLD を解 
除してください(が14ページ)。 

POWER インジケーターび消灯するまで P 0 WER / H 0 LD ス 
イッチを矢印のち向へスライドしてください。完全に電源 
び切れたら、ちラー度電源を入れてください。 

スタイラスを使って RESET ボタンを押し、再起動してくだ 
さい(が14ぺージ)。 

•両バッテリー、 AC アダプター、 USB ケーブルを、本機から取 
りはずして < ださい。再度電源を入れる際は、数分後にバッ 
テ U —、 AC アダプターの順まで本機に接続し直して<だ 
さい。 



巧のページにつづ< 

















161 巧障かな？とおった 5 


症状 

原因/処置 

キーボードで入力でをない。 

•^ POWER / HOLD スイッチが HOLD になっていないか確認し 
て < ださい(鹰ページ)。 

今 修飾キー （ Fn キー、 Num キー、 Sym キー、 Shift キー)が□ッ 
クされていないか確認してくださしバ嚴19ぺージ)。 

タッチ, f ネルが正常に動作し 
ない。 

-> 液晶保護シート、プライバシーフィルターび正常に貼り付 
けられていない。液晶画面の縁に乗っていたり、潜り込ん 
でいるとをは貼り直してください。ソニーの液晶保護シー 
卜(別売)(かを使用した場合、製品によってはタッチパネ 
ルの動作を巧げる場合びあります。 

タッチパネルの調整び正しく行われていない。オペレー 
シヨンキーを使って Home メニューから [ Tools 」 を選択し 
て、 r 設赶を選択し、 r タッチノはル」を選択してタッチパネ 
ルの調整を行ってください(が138ページ)。 

POWER / HOLD スイッチび HOLD になっていないか確認し 
てください(が14ページ)。 

ボタンを巧したとさに、音が鳴 
6ない。 

-> r キー操作音」びチェックされていることを確認してくださ 
し、（が138ぺージ)。 

音楽やビデオファイルを再生している。音楽やビデオファ 
イル再生中は、 r キー操作音」びチェックされていてち、操作 
音を鳴らさない場合びあります。 

日付と時刻がリセツトされた。 

バッテ1」一の残量びなくなったり、バッテ1」一を交換した 
りしたとを、本機の日付と時刻設定び U セットされること 
びあります。画面の指示に従ってちラー度設定して<ださ 
い。 

-> RESET ボタンび押された。画面の指示に従って、ちラー度 
日時を設定してください。 

ファイルの受信やダウン □- 
ドびでさない。 

内蔵メモ U —の空を容量びない。なのち法で不要なファイ 
ルを削除してください。 

• ファイルマネージャーなどで内蔵メモ U —の不要なファ 
イルを削除する。 

• USB ケーフル(付属)で本機とパソコンを接続し、パソコ 
ンで本機の内蔵メモ U —の不要なファイルを削除する。 

パスワードを忘れてしまつた。 

-> r マスター U セット」をする必要びあります。 r マスター U 
セット」をするには、パスワード入力画面で、キーボードの 
「 Fn 」 キー、 rSym 」 キー、 「 BS 」 キーを同時に5砂間押し続けて 
ください。 r マスター U セット」を行ラと、 r 設定のリセット」 

と r 内蔵メモ U - の初期化」を行い、さらに mylo Widget を 
すべて削除した上でパスワードロック用のパスワードを消 
去します（适 M 41、 142ぺージ)。 


本機についてねか6ないことが友るとまは 

L ソ下のサイトをご覧ください。 
h1;tp://www'sony.co'jp/mylo 













162 ほ用上のごを意 


ffi 用上のご注意 


巧用/巧管してはいけない場所 


. 異常に高温、な温、または多湿になる場所 
炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車内は、特に高温になり、放置ずると変形したり、 
故障した0ずることびあ0まず。 

• 直射日光の当たる場所、熱器具の近< 

変色したり、変形したり、故障したりずることびありまず。 

• 振動する場所や不安定な場所 
• 強力な磁気のある場所 
• 砂地、砂；兵などの砂ぼこりの多い場所 

ミ毎迅や砂地、あるいは砂ぼこりび起こる場所などでは、砂びかからないようにしてく 
ださい。故障の原因になるばかりか、修理でさなくなることをありまず。 


持ち運びについて 


• ズボンやスカートの後ろポケットに本機を入れたまま、椅子などに座らないでくだ 
さい。故障や破損の原因にな0まず。 

• 取り付けた付属のストラップ部分を持って、本機を移動させないでください。衝撃 
を加えた0、落とした0ずると本機の故障の原因とな0まず。 

• 液晶ディスプレイ保護のため、持ち運ぶとさは本機を付属のポーチに入れてくださ 
しん 

-ポーチは防水加工されていません。 

水に濡れた場合はずぐにおさ取ってください。 

-ポーチに巧してベンジン-シンナーなどは使用しないでください。 

• 本機を手に持って操作ずるとさは、必ず付属のストラップを取り付けてください。 
取り付けたストラップを手首にかけ、しっかりと持ち、落とさないようにしてくださ 
し、。また、取0付けた付属のストラップは、首にかけないで<ださい。 


液晶ディスプレイについて 


• ディスプレイに重い物をのせた0、落とした0しないで<ださい。また、手やひじを 
ついて体重をかけないでください。 

• 液晶ディスプレイの表示面をカッターや鋭利な刃物で傷つけないで<ださい。 
•タッチノなルを操作ずる場合は、必ずおまたは付属のスタイラスを使用してくださ 
し、。ボールペンなどを使用ずると、本機の画面び傷つくおそれびありまず。 



巧のページにつづ< 











163 ほ用上のごを意 




お手入れにごいて 


液晶画面ををれいにする 

液晶画面に指紋やごみび付いて巧れたとさは、市販の液晶ク U —ニングキットを使っ 
てされいにずることをおずずめしまず。 

レンズをされいにする 

レンズに指紋やゴミび付いて巧れたとさは、柔らかい巧などを使ってされいにずるこ 
とをおずずめしまず。 

表面ををれいにする 

水やめるま湯をみし含ませた柔らかい巧で軽く拭いた後、からぶさしまず。本機の表 
面び変質したり塗装びはげたりずることびあるので、じ(下はご使用にならないでくだ 
さい。 

• シンナー、ベンジン、アルコール、化学ぞうきん、虫除け、日焼け止め、殺虫剤のような 
化学薬品類 

• 上記び手についたまま本機を扱ラこと 
• ゴムやビニール製品との長時間の接触 


動作活度にごを意くだをい 


• 本機の動作温度は、約5で〜35ででず。動作温度範囲を超える極端に寒い場所や暑 
い場所での使巧はおずずめでさません。 

• 使巧中や充電中は、本体や AC アダプターび温かくなりまずび、故障ではありません。 
ただし、使用状況によっては、温度び40でじ(上になることびありまず。この状態で 
長時間皮膚びふれたままになっていると、な温やけどの原因とな0まず。 


結露について 


結露とは、本機を寒い場所から急に暖かい場所へ持ち込んだときなどに、本機の内部 
や外部に水滴びつくことでず。この状態で使用ずると、故障の原因になりまず。 

結露が起さたとさは 

電源を切つて結露びなくなるまで約1時間放置し、結露びなくなつてからご使用くだ 
さい。 

特にレンズの内側に付いた結露び残つたまま撮影ずると、されいな画像を記録でさま 
せんのでごを意 < ださい。 



巧のページにつづ< 










164 ほ用上のごを意 


"メモリースティックデュオ"を破棄/譲ミ度するとをの 
ごを意 


パソコンの機能による口才ーマッりや「削除」では、"メモ U - スティックデュオ"内 
のデータは完全には消去されないことびありまず。"メモ U —スティックデュオ"を譲 
渡ずるとさは、パソコンのデータ消去専用ソフトなどを使つてデータを完全に消去ず 
ることをおずずめしまず。また、"メモ U —スティックデュオ"本体を廃棄ずるときは、 
"メモ U —スティックデュオ"本体を物理的に破壊ずることをおずずめしまず。 






165 "メモリースティック"につし、て 


"メモリースティック"について 

本機でほ用できる"メモリースティック"(別売） 

本機で使巧するに記録メディアは"メモ U - スティックデュオ " （"Memory Stick 
Duo " 化ソモ U -スティックマイク □" (" M 2") でず。 （" M 2" はソモ U -スティック 
マイク□"の略称でず。） 

"メモリーステイツク"のサイズには3種類ありまず。 



"メモリースティックデュオ"：本機で使用可能でず。 



"メモリースティックマイク□":デュオサイズの" M 2" アダプター(別売)に入れると、 
本機で使用可能でず。 





M 2 デュオ 
アダプター 


"メモリースティック"：本機では使巧できません。 


その他のメモリーカードは使用できません。 

• ソモ U - スティックデュオ"について詳しくは、が166ぺージをご覧ください。 

• "メモ U - スティックマイク□"について詳しくは、が167ページをご覧ください。 

"メモリースティックデュオ"を"メモリースティック"対応機器で使用ずる場合 

メモ U —スティックデュオアダプター（別売）に入れると使用可能でず。 



メモリースティック 
デュオアダプター 



夕のページにつづ< 



























166 "メモリースティック"につし、て 


"メモ y - スティックデュオ"について 

"メモ U - スティックデュオ"は、ルさくて軽いに記録メディアでず。ソモ U - ス 
ティックデュオ"のうち、本機で使えるのは下表のとおりでず。ただし、ずべての"メ 
モ U —スティックデュオ"の動作を保証ずるちのではありません。 


"メモリースティックデュオ"の種類 

記録-再生 

メモ U - スティックデュオ(マジックゲート非対応） 

〇’> 

メモ U - スティックデュオ(マジックゲート対応） 

〇习 

マジックゲートメモ U —スティックデュオ 

〇"习 

メモ U —スティック PRO デュオ 

が） 

メモ U - スティック PR 0- HG デュオ 

〇习リ 


n パラレルインターフェースを利用した高速データ転送には対応していません。 

3マジックゲート搭載の"メモ U - スティックデュオ"です。"マジックゲート"とは暗号化技術 
を使って着作権を保護する技術です。本機ではマジックゲート機能び必要なデータの記録 
/再生はでをません。 

3 ) 本機は8ビットパラレルデータ転送には対応せず、"メモ U - スティック PRO デュオ"と同様 
の4ビットパラレルデータ転送を行います。 

• お使いの"メモ U —スティックデュオ"と機器の組み合わせによっては、データの読 
み込み/書さ込み速度び異なりまず。 

"メモリースティックデュオ"(別売)ほ用上のごを意 

• データの読み込み中、書さ込み中には"メモ U —スティックデュオ"を取0出さない 
で < ださい。 

• じ(下の場合、データび破壊されることびありまず。 

-読み込み中、書さ込み中に"メモ U —スティックデュオ"を取り出したり、本機の 
電源を切った場合 

-静電気や電気的ノイズの影響を受ける場所で使用した場合 
• 大切なデータは、バックアップを取っておくことをおずずめしまず。 

• メモエ U アに書き込むときは、あまり強い圧力をかけないでください。 

• "メモ U —スティックデュオ"本体にラベルなどを貼らないでください。 

• 持ち運びや保管の際は、付属の収納ケースに入れてください。 

• 端子部には手や金属で触れないでください。 

• 強い衝撃を与えた0、曲げた0、落としたりしないで<ださい。 

• 分解した0、改造した0しないで<ださい。 

• 水にめらさないで < ださい。 

• ルさいお子さまの手の届くところに置かないよラにしてください。誤って飲み込む 
おそれびあ0まず。 

• 下のよラな場所でのご使用や保管は避けてください。 

-高温になった車の中や炎天下などの気温の高い場所 
-直射曰光のあたる場所 

-湿気のをい場所や腐食性のをのびある場所 










巧のページにつづ< 











167 "メモリースティック"につし、て 


メモリースティックデュオアダプター(別売)ほ用上のごを意 

• "メモ U - スティックデュオ"を"メモ U - スティック"対応機器でお使いの場合は、 
必ず"メモ U —スティックデュオ"をメモ U —スティックデュオアダプターに入れ 
てからお使いください。アダプターに装着されていない状態で挿入されまずと"メ 
モ1」ースティックデュオ"び取0出せなくなる可能性びあ0まず。 

• "メモ1」ースティックデュオ"をメモ U —スティックデュオアダプターに入れると 
さは正しい挿入方向をご確認のラえ、奥まで差し込んでください。差し込みかたび 
不充分だと正常に動作しない場合びありまず。 

• "メモ U —スティックデュオ"をメモ U —スティックデュオアダプターに装着して 
"メモ U -スティック"対応機器でご使用になるときは、正しい挿入方向を確認のう 
えお使いください。間違ったご使用は機器の破損の原因となりまずのでごを意くだ 
さい。 

• メモ U —スティックデュオアダプターに"メモ U —スティックデュオ"び装着され 
ていない状態で、"メモ U —スティック"対応機器に挿入しないでください。このよ 
ラな使いかたをずると、機器に不具合び生じることびありまず。 

• メモ1」ースティックデュオアダプターにラベルなどを貼らないでください。 

"メモリースティック PRO デュオ"(別売)ほ用上のごを意 

• 本機では、 8 GB までのソニー製ソモ U - スティック PRO デュオ"で動作確認を行っ 
ています。ただし、ずべての"メモ U —スティック"での動作を保証ずるをのではあ 
0ません。 

• 記録-再生できるファイルのサイズは、"メモ U —スティック"で採用しているファ 
イルシステムの仕様上、1ファイルにつさ 4 GB 未満でず。 

"メモリースティックマイク□"(別売)ほ用上のごを意 

• "メモ U - スティックマイク□"を本機でお使いの場合は、必ず"メモ U - スティッ 
クマイク□"をデュオサイズの" M 2" アダプターに入れてからお使いください。デュ 
オサイズの" M 2" アダプターに装着されていない状態で挿入されまずと、"メモリー 
スティックマイク □" び取り出せなくなる可能性びありまず。 

• "メモ U - スティックマイク□"や" M 2" アダプターは、ルさいおモ様の手の届くと 
ころに置かないよラにしてください。誤って飲みこむ恐れびありまず。 

使用可能な"メモ U - スティック"についての最新情報は、下記のサイトをご参照くだ 

さい。 

http://www.sony.co.jp/mylo/support 





168 フォルダ描ぶについて 


フォルダ構ぶについて 


内蔵メモリーのフォルダ構ぶ 


d ROOT 

； RSS 

^ b PODCAST 

i - 白 WEBPAGE 

i.Q MUSIC 

i Q OMGAUDIO" 

.a PLAYLISTS^* 

巧 PICTURE 

.Q VIDEO 

i - Q MP_R 00 T" 

^.Q 100 MNV012)3) 

i.Q DCIM 

^ - Q 101MSDCF2) 

. 白 DOCUMENT 

[ Q TOOLS 

[.Q CDB 

^ a SETTINGS 

I - Q GAME4) 

[. 白 DROPBOX 

[ 白 BACKUP 

^. 白 DEMOCONTENTS 

Pi VIDEO 

工場出荷時は、このフォルダはありません。 

フォルダ名称は例です。 

メモ U —スティックビデオフォーマットの規則に従ってフォルダが作成されて名前が付け 

られます。 

本機に对応した Flash ゲームを Web ブラウヴでダウン□ードすると、自動的にこのフォルダ 

に保存されます。 


ごま意 


• 上記フオルダのほか、システムが使うフオルダがあります。 


巧のページにつづ< 




































169 フォルダ描巧について 


"メモリースティックデュオ"のフォルダ構巧 


口 ROOT 

. り RSS 

[- 巧 PODCAST 

I- 6 MUSIC 

I-. 巧 PICTURE 

I. 巧 VIDEO 

- 白 MP_ROOT 

巧 101 MNV01’"> 

I- り DCIM 

.a 101 MSDCF" 

I-.Q DOCUMENT 

L. 白 MYLO 

L a backup 

" フォルダ名称は例です。 

。 メモ u - ステイツクビデオフォーマツトの規則に従ってフォルダび作成されて名前び付け 
られます。 























170 商標とソフトウェアについて 


商標とソフトウエアについて 

• " mylo "、 mylo はソニー株式会社の商標です。 

• "Memory St に k " ("メモ U - スティック "）、" Memory Stick Duo " ("メモ U - スティックデュ 
才")、 " MagicGate " ("マジックゲート ")、 "MagicGate Memory Stick " ("マジックゲート 
メモ U - スティック "）、 "Memory Stick PRO " ("メモ U - スティック PRO")、"Memory 
Stick PRO Duo " ("メモ U - スティック PRO デュオ "）、" Memory Stick PRO - HG " ("メモ U - 
スティック PRO - HG")、"Memory Stick Micro " ("メモ U - スティックマイク □")、" M 2\ 

™' ATRAC 、 ATRAC 3、 ATRAC 3 plus 、 ATRA 〔 Advanced Lossless およびそれぞれ 
の□づはソこ一株式会社の商標または登録商標です。 

• SonicS ね ge 、 およびその□づはソニー株式会社の登録商標または商標です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 および Windows Media は、米国 Microsoft 



Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です D 
• 旧 M および PC / AT は米国 International Business Machines 〔 orporation の登録商標です。 

• Pentium は米圃 ntel Corporation の商標または登録商標です。 

• Adobe 、 Adobe □コ ’、 Adobe Readerl ま 、 Adobe Systems Incorporated i ノノ ドヒンステ 
ムズ社)の米国ならびに他の国における商標または登録商標です。 

• 本製品は Adobe Systems Incorporated が開発した Adobe ® Flash ® Lite ™ テクノ〇ジー 
を搭載しています。 Copyright © 1 995-2007 Adobe Macromedia Software L に八 II 
rights reserved . Adobe 、 Flash は Adobe Systems Incorporated の米国およびそのほかの 
国における商標または登録商標です。 

• 本製品は、株式舎社 ACCESS の NetFront Browser を搭載しています。 

ACCESS、NetFront Browsert ま株式会社 ACCESS の日本またはその他の国における商標ま 



たは登録商標です。 

Copyright © ACCESS , 2008 

本製品の一部分に Independent JPEG Group が開発したモジュールが含まれています。 

ACCESS NetFront" 

• 本機はドルビーラボラト U —ズの米国および列国特許に基づ<許諾製品です。 

• Music recoanition technology and related data are provided by Gracenote ( r ). 
Gracenote is the industry standard in music recognition technology and related 
content delivery . For more information visit www . gracenote . com . 

CD and music-related data from Gracenote , Inc , copyright ( c ) 2000 -2007 Gracenote . 
Gracenote CDDB ( r ) Client Software , copyright 2000 -2007 Gracenote . This product 
and service may practice one or more of the following U . S . Patents : #5,987,525; 
#6,061,680; #6,154,773, #6,161,132, #6,230,192, #6,230,207, #6,240,459, #6,330,593, 
and other patents issued or pending . Services supplied and/or device manufactured 
under license for following Open Globe , Inc . United States Patent 6,304 ,523. 
Gracenote is a registered trademark of Gracenote . The Gracenote logo and 
logotype , and the "Powered by Gracenote " logo are trademarks of Gracenote . 

• 本機は Fraunhofer IIS and Thomson の MPEG Layer -3 才ーディオコーディング技術と特許 
に基づ < 許諾製品です。 

• 本製品は 、 MPEG LA , LI _ C がライセンス活動を行っている MPEG -4 VISUAL PATENT 
PORTFOLIO UCENSE の下、;欠の巧途に限りライセンスされています： 

(0 消費者が個人的、非営利の使用目的で、 MPEG -4 Visual 規格に含致したビデオ信号(料下、 
MPEG 4 VIDEO といいます)にエンコードすること。 
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( ii ) MPEG -4 VIDEO (消費者が個人的に非営利目的でエン〕ードしたもの、若しくは MPEG 
LA よりライセンスを取得したプ□バイダーがエンコードしたちのに限られます）をデ 
コードすること。 

なお、その他の用途に関してはライセンスされていません。プ□モーション、商業的に利用 
することに関する詳細な情報につきましては 、 MPEG LA , LLC のホームぺージをご参照下さ 
い。 

• 本製品は 、 MPEG LA , LI _ C がライセンス活動を行っている AVC PATENT PORTFOLIO 
UCENSE の下、 MPEG -4 AVC 規格に含致したビデオ信号(消費者が個人的に非営利目的でエ 
ンコードしたもの、若しくは MPEG LA よりライセンスを取得したプ□バイダーがエンコー 
ドしたものに限られます）をデコードする田途に限りライセンスされています。なお、その 
他の用途に関してはライセンスされていません。プ□モーション、商業的に利用することに 
関する詳細な情報に つを ましては 、 MPEG LA , LLC . のホームページをご参照下さい。 

• This product contains an officially licensed Sorenson Spark optimized video decoder 
licensed from Sorenson Media , Inc 

• This product uses 0 n 2 TrueMotion ® video technology . © 1992-2008 0 n 2 
Technologies , Inc . All Rights Reserved . For more information , visit : http :// www . on 2. 
com , 

• This product contains embedded multimedia software licensed from Ingenient 
Technologies , Inc , ( www . ingenient . com ). Copyright ( c ) 2000 -2008 Ingenient 
Technologies , Inc All rights reserved . 

• This product is protected by certain intellectual property rights of Microsoft 
Corporation . Use or distribution of such technology outside of this product is 
prohibited without a license from Microsoft or an authorized Microsoft subsidiary . 
Content providers are using the digital rights management technology for Windows 
Media contained in this device ( " WM - DRM " ) to protect the integrity of their 
content ( "Secure Content " ) so that their intellectual property , including copyright , 
in such content is not misappropriated.This device uses " WM-DRM software to play 
Secure Content ( " WM-DRM Software " ). If the security of the WM-DRM Software in 
this device has been compromised , owners of Secure Content ( "Secure Content 
Owners ) may request that Microsoft revoke the WM-DRM Software's right to 
acquire new licenses to copy , display and/or play Secure Content . Revocation does 
not alter the WM-DRM Software's ability to play unprotected content . A list of 
revoked WM-DRM Software is sent to your device whenever you download a 
license for Secure Content from the Internet or from a PC . Microsoft may , in 
conjunction with such license , also download revocation lists onto our device on 
behalf of Secure Content Owners . 

• 本製品には、 Skype ソフトウェアが実装されています。 

Copyright © 2003-2008 Skype Limited 
特許出願中 , Skype Limited 

Skype , Skypein , SkypeOut , Skypecasts , Skype し ertified , Skype Me , Skype Pro , 
SkypeFind , Skype Prime , Skype To Go , 

関連する商標、□コと" S " の記号は 、 Skype Limited の登録商標です。 

Portions Copyright © 2001-2008 Joltid ™ Limited . 不許複製 
特許出願中 , Joltid Limited , www . joltid.com 

• YouTube is a trademark of Google Inc . 

•「 PetaMap 」 および r ぺタマップ」は、ソこースタイル-ジャパン株式舎社の商標です。 



次のページにつづ< 




172 商標とソフトウェアについて 


• PlaceEngine は、クウジット株式舎社の商標です。 

PlaceEngine は、株式尝社ソこーコンピュータサイエンス研究所が開発し、クウジット株式 
尝社がライセンスを行っている巧術です。 

•「 eyeVio 」 はソこ一株式舎社の登録商標です。 

• Apache License 
Version 2.0, January 2004 
http :// www . apache . org / licenses / 

TERMS AND CONDITIONS FOR USE , REPRODUCTION , AND DISTRIBUTION 
1. Definitions . 

" License " shall mean the terms and conditions for use , reproduction , and 
distribution as defined by Sections 1 through 9 of this document . 

" Licensor " shall mean the copyright owner or entity authorized by the 
copyright owner that is granting the License . 

"Legal Entity " shall mean the union of the acting entity and all other entities 
that control , are controlled by , or are under common control with that 
entity . For the purposes of this definition , " control " means ( i ) the power , 
direct or indirect , to cause the direction or management of such entity , 
whether by contract or otherwise , or ( ii ) ownership of fifty percent (50%) or 
more of the outstanding shares , or ( iii ) beneficial ownership of such entity . 

" You " (or " Your ") shall mean an individual or Legal Entity exercising 
permissions granted by this License . 

" Source " form shall mean the preferred form for making modifications , 
including but not limited to software source code , documentation source , 
and configuration files . 

" Object " form shall mean any form resulting from mechanical transformation 
or translation of a Source form , including but not limited to compiled object 
code , generated documentation , and conversions to other media types . 

" Work " shall mean the work of authorship , whether in Source or Object 
form , made available under the License , as indicated by a copyright notice 
that is included in or attached to the work (an example is provided in the 
Appendix below ). 

"Derivative Works " shall mean any work , whether in Source or Object form , 
that is based on (or derived from ) the Work and for which the editorial 
revisions , annotations , elaborations , or other modifications represent , as a 
whole , an original work of authorship . For the purposes of this License , 
Derivative Works shall not include works that remain separable from , or 
merely link (or bind by name ) to the interfaces of , the Work and Derivative 
Works thereof . 

" Contribution " shall mean any work of authorship , including the original 
version of the Work and any modifications or additions to that Work or 
Derivative Works thereof , that is intentionally submitted to Licensor for 
inclusion in the Work by the copyright owner or by an individual or Legal 
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Entity authorized to submit on behalf of the copyright owner . For the 
purposes of this definition , " submitted " means any form of electronic , 
verbal , or written communication sent to the Licensor or its representatives , 
including but not limited to communication on electronic mailing lists , 
source code control systems , and issue tracking systems that are managed 
by , or on behalf of , the Licensor for the purpose of discussing and improving 
the Work , but excluding communication that is conspicuously marked or 
otherwise designated in writing by the copyright owner as "Not a 
Contribution ." 

" Contributor " shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on 
behalf of whom a Contribution has been received by Licensor and 
subsequently incorporated within the Work . 

2. Grant o 1 ■し opyright License . Subject to the terms and conditions of this 
License , each Contributor hereby grants to You a perpetual , worldwide , 
non - exclusive , no - charge , royalty - free , irrevocable copyright license to 
reproduce , prepare Derivative Works of , publicly display , publicly perform , 
sublicense , and distribute the Work and such Derivative Works in Source or 
Object form . 

3. Grant of Patent License . Subject to the terms and conditions of this License , 
each Contributor hereby grants to You a perpetual , worldwide , non ¬ 
exclusive , no - charge , royalty - free , irrevocable (except as stated in this 
section ) patent license to make , have made , use , offer to sell , sell , import , 
and otherwise transfer the Work , where such license applies only to those 
patent claims licensable by such Contributor that are necessarily infringed 
by their Contribution ( s ) alone or by combination of their Contribution ( s ) 
with the Work to which such Contribution ( s ) was submitted . If You institute 
patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim 
in a lawsuit ) alleging that the Work or a Contribution incorporated within 
the Work constitutes direct or contributory patent infringement , then any 
patent licenses granted to You under this License for that Work shall 
terminate as of the date such litigation is filed . 

4. Redistribution . You may reproduce and distribute copies of the Work or 
Derivative Works thereof in any medium , with or without modifications , and 
in Source or Object form , provided that You meet the following conditions : 

( a ) You must give any other recipients of the Worker Derivative Works a 
copy of this License ; and 

( b ) You must cause any modified files to carry prominent notices stating 
that You changed the files ; and 

( c ) You must retain , in the Source form of any Derivative Works that You 
distribute , all copyright , patent , trademark , and attribution notices from 
the Source form of the Work , excluding those notices that do not 
pertain to any part of the Derivative Works ; and 

( d ) If the Work includes a " NOTICE " text file as part of its distribution , then 
any Derivative Works that You distribute must include a readable copy 
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of the attribution notices contained within such NOTICE file , excluding 
those notices that do not pertain to any part of the Derivative Works , in 
at least one of the following places : within a NOTICE text file distributed 
as part of the Derivative Works ; within the Source form or 
documentation , if provided along with the Derivative Works ; or , within a 
display generated by the Derivative Works , if and wherever such third - 
party notices normally appear . The contents of the NOTICE file are for 
informational purposes only and do not modify the License . You may 
add Your own attribution notices within Derivative Works that You 
distribute , alongside or as an addendum to the NOTICE text from the 
Work , provided that such additional attribution notices cannot be 
construed as modifying the License . 


You may add Your own copyright statement to Your modifications and may 
provide additional or different license terms and conditions for use , 
reproduction , or distribution of Your modifications , or for any such 
Derivative Works as a whole , provided Your use , reproduction , and 
distribution of the Work otherwise complies with the conditions stated in 
this License . 

Submission of Contributions . Unless You explicitly state otherwise , any 
Contribution intentionally submitted for inclusion in the Work by You to the 
Licensor shall be under the terms and conditions of this License , without 
any additional terms or conditions . Notwithstanding the above , nothing 
herein shall supersede or modify the terms of any separate license 
agreement you may have executed with Licensor regarding such 
Contributions . 

Trademarks.This License does not grant permission to use the trade names , 
trademarks , service marks , or product names of the Licensor , except as 
required for reasonable and customary use in describing the origin of the 
Work and reproducing the content of the NOTICE file . 

Disclaimer of Warranty . Unless required by applicable law or agreed to in 
writing , Licensor provides the Work (and each Contributor provides its 
Contributions ) on an "AS IS " BASIS , WfTHOUTWARR 八 NTIES OR CONDITIONS 
OF ANY KIND , either express or implied , including , without limitation , any 
warranties or conditions ofTITLE , NON - INFRINGEMENT , MERCHANTABILITY , 
or FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE . You are solely responsible for 
determining the appropriateness of using or redistributing the Work and 
assume any risks associated with Your exercise of permissions under this 
License . 

Limitation of Liability . In no event and under no legal theory , whether in tort 
(including negligence ), contract , or otherwise , unless required by applicable 
law (such as deliberate and grossly negligent acts ) or agreed to in writing , 
shall any Contributor be liable to You for damages , including any direct , 
indirect , special , incidental , or consequential damages of any character 
arising as a result of this License or out of the use or inability to use the Work 
(including but not limited to damages for loss of goodwill , work stoppage , 
computer failure or malfunction , or any and all other commercial damages 
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or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of 
such damages. 

9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing the Worker 
Derivative Works thereof, You may choose to offer, and charge a fee for, 
acceptance of support, warranty, indemnity, or other liability obligations 
and/or rights consistent with this License. However, in accepting such 
obligations, You may act only on Your own behalf and on Your sole 
responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only if You agree 
to indemnify, defend, and hold each Contributor harmless for any liability 
incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your 
accepting any such warranty or additional liability. 

END OFTERMS AND CONDITIONS 

APPENDIX: How to apply the Apache License to your work. 


To apply the Apache License to your work, attach the following boilerplate 
notice, with the fields enclosed by brackets"[]" replaced with your own 
identifying information. (Don't include the brackets!) The text should be 
enclosed in the appropriate comment syntax for the file format. We also 
recommend that a file or class name and description of purpose be 
included on the same "printed page" as the copyright notice for easier 
identification within third-party archives. 

Copyright [yyyy] [name of copyright owner] 



Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the "License"); 
you may not use this file except in compliance with the License. 
You may obtain a copy of the License at 



http://www.apache.Org/licenses/UCENSE-2.0 

Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed 
under the License is distributed on an "AS IS" BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR 
CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied. Seethe License for the 
specific language governing permissions and limitations under the License. 


APACHE HTTP SERVER SUBCOMPONENTS: 

The Apache HTTP Server includes a number of subcomponents with separate 
copyright notices and license terms. Your use of the source code for the these 
subcomponents is subject to the terms and conditions of the following licenses. 


For the MD5 Message-Digest library component: 

Copyright (C) 1995, Board ofTrustees of the University of Illinois 



(C) Copyright 1993,1994 by Carnegie Mellon University 
All Rights Reserved. 
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Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its 
documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that 
the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright 
notice and this permission notice appear in supporting documentation, and 
that the name of Carnegie Mellon University not be used in advertising or 
publicity pertaining to distribution of the software without specific, written 
prior permission. Carnegie Mellon University makes no representations about 
the suitability of this software for any purpose. It is provided "as is" without 
express or implied warranty. 

CARNEGIE MELLON UNIVERSITY DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO 
THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESSJN NO EVENT SHALL CARNEGIE MELLON UNIVERSITY BE LIABLE 
FOR ANY SPECIAL, INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN 
AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHERTORTIOUS ACTION, ARISING 
OUT OF OR IN CONNECTION WmH THE USE OR PERFORMANCE OFTHIS 
SOFTWARE. 


Copyright (c)1991 Bell Communications Research, In 巳 （ Bellcore) 

Permission to use, copy, modify, and distribute this material for any purpose and 
without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and 
this permission notice appear in all copies, and that the name of Bellcore not be 
used in advertising or publicity pertaining to this material without the specific, 
prior written permission of an authorized representative of Bellcore. BELLCORE 
MAKES NO REPRESENTATIONS ABOUTTHE ACCURACY OR SUITABILITY OF THIS 
MATERIAL FOR ANY PURPOSE IT IS PROVIDED "AS IS': WfTHOUT ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES. 


Copyright (C)1991-2, RSA Data Security, Inc. Created 1991. All rights reserved. 

License to copy and use this software is granted provided that it is identified as 
the "RSA Data Security, Inc. MD5 Message-Digest Algorithm" in all material 
mentioning or referencing this software or this function. 

License is also granted to make and use derivative works provided that such 
works are identified as "derived from the RSA Data Security, Inc. MD5 Message- 
Digest Algorithm" in all material mentioning or referencing the derived work. 

RSA Data Security, Inc. makes no representations concerning either the 
merchantability of this software or the suitability of this software for any 
particular purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty of 
any kind. 

These notices must be retained in any copies of any part of this documentation 
and/or software. 
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"THE BEER-WARE LICENSE" (Revision 42): 

<phk 剑 ogin.dknet.dk〉wrote this file. As long as you retain this notice you can 
do whatever you want with this stuff. If we meet some day, and you think this 
stuff is worth it, you can buy me a beer in return. Poul-Henning Kamp 


For the expat-lite library component: 

Copyright (c) 1998, 1999 James Clark. Expat is subject to the Mozilla Public 
License Version 1.1. Alternatively you may use expat under the GNU General 
Public License instead. 


For the regex library component: 

Copyright 1992, ] 993, ] 994 Henry Spencer. All rights reserved. 

This software is not subject to any license of the American Telephone and 

Telegraph Company or of the Regents of the University of California. 

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose on any 

computer system, and to alter it and redistribute it, subject to the following 

restrictions; 

1. The author is not responsible for the consequences of use of this software, 
no matter how awful, even if they arise from flaws in it. 

2. The origin of this software must not be misrepresented, either by explicit 
claim or by omission. Since few users ever read sources, credits must 
appear in the documentation. 

3. Altered versions must be plainly marked as such, and must not be 
misrepresented as being the original software. Since few users ever read 
sources, credits must appear in the documentation. 

4. This notice may not be removed or altered. 


For the expat xml parser library component: 


Copyright (c) 1998,1999, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd and Clark 
Cooper 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, 
copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the 
Software, and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, 
subject to the following conditions; 



The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 
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THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WmHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY FITNESS FOR 八 PARTICULAR PURPOSE AND 
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACTJORTOR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR 
IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 


For the mod_mime_magic component: 

Copyright (c)1996-1997 Cisco Systems, Inc. 

This software was submitted by Cisco Systems to the Apache Group in July 
1997. Future revisions and derivatives of this source code must acknowledge 
Cisco Systems as the original contributor of this module. 

All other licensing and usage conditions are those of the Apache Group. 

Some of this code is derived from the free version of the file command originally 
posted to comp.sources.unix. Copyright info for that program is included below 
as required. 


Copyright (c) Ian F. Darwin,1987. Written by Ian F. Darwin. 

This software is not subject to any license of the American Telephone and 

Telegraph Company or of the Regents of the University of California, 

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose on any 

computer system, and to alter it and redistribute it freely, subject to the 

following restrictions: 

1. The author is not responsible for the consequences of use of this software, 
no matter how awful, even if they arise from flaws in it. 

2. The origin of this software must not be misrepresented, either by explicit 
claim or by omission. Since few users ever read sources, credits must 
appear in the documentation. 

3. Altered versions must be plainly marked as such, and must not be 
misrepresented as being the original software. Since few users ever read 
sources, credits must appear in the documentation. 

4. This notice may not be removed or altered. 


For the modjmap component: 

"macmartinized" polygon code copyright 1992 by Eric Haines, erich@eye.com 
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For the zb test and ab support components: 

This program is Copyright (C) ZeusTechnology Limited 1996. 

This program may be used and copied freely providing this copyright notice is 
not removed. 

This software is provided "as is" and any express or implied waranties, including 
but not limited to, the implied warranties of merchantability and fitness fora 
particular purpose are disclaimed. In no event shall ZeusTechnology Ltd. be 
liable for any direct, indirect, incidental, special, exemplary, or consequential 
damaged (including, but not limited to, procurement of substitute good or 
services; loss of use, data, or profits; or business interruption) however caused 
and on theory of liability. Whether in contract, strict liability or tort (including 
negligence or otherwise) arising in anyway out of the use of this software, even 
if advised of the possibility of such damage. 


• LICENSE ISSUES 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of the 

OpenSSL License and the original SSLeay license apply to the toolkit. 

See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style Open 

Source licenses. In case of any license issues related to OpenSSL please contact 

openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 

Copyright (c)1998-2007The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 

permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must 
display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in 
the OpenSSLToolkit. (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSLToolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to 
endorse or promote products derived from this software without prior written 
permission. For written permission, please contact openssl-core@openssLorg. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may 
"OpenSSL" appear in their names without prior written permission of the 
OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following 
acknowledgment: 
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"This product includes software developed by the OpenSSL Project tor use in 
the OpenSSLToolkit (http://www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS" AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE OpenSSL PROJECT OR ITS 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY 
OF LIABILITY WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABIUTY, ORTORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft. 
com). This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 



Original SSLeay License 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 
The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following 
conditions are a beared to. The following conditions apply to all code found in this 
distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc, code; not just the SSL code. The SSL 
documentation included with this distribution is covered by the same copyright 
terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are 
not to be removed. If this package is used in a product, Eric Young should be given 
attribution as the author of the parts of the library used. This can be in the form of a 
textual message at program startup or in documentation (online or textual) 
provided with the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must 
display the following acknowledgement: "This product includes cryptographic 
software written by Eric Young (eay(§)cryptsoft.com)" The word 'cryptographic' 
can be left out if the rouines from the library being used are not cryptographic 
related :-)■ 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps 
directory (application code) you must include an acknowledgement: 
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"This product includes software written by fim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN 
NO EVENT SHALLTHE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER 
CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT 
LIABILITY ORTORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY 
OUT OFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSS 旧 lUTY OF 
SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative 
of this code cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied and put 
under another distribution licence 
[including the GNU Public Licence.] 


• sudo 

Sudo is distributed under the following ISC-style license: 

Copyright (c)1994-1996J 998-2005 Todd C. Miller く ToddMller(§) 〔 ou け esan.com> 

Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with or 
without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and this 
permission notice appear in all copies. 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" ANDTHE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES 
WfTH REGARDTOTHIS SOFTWARE INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FfTNESS- IN NO EVENT SHALLTHE AUTHOR BE LIABLE FOR 
ANY SPECIAL DIRECT, INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFFTS, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHERTORTIOUS ACTION, ARISING OUT 
OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 

Sponsored in part by the Defense Advanced Research Projects Agency (DARPA) and 
Air Force Research Laboratory, Air Force Materiel Command, USAF, under agreement 
number F 39502 -99-1 -0512. 


Additionally, erne, Isea に h.c, fnmatch.c, getrwd.c, snprintf.c, st に asecmp.c, fnmatrh.h, 
err.h, and fnma に h.3 bear the following UCB license: 

Copyright (c)1987,] 989,] 990,1991,1993,1994 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 



次のページにつづ < 




182 商標とソフトウェアについて 


Other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name of the University nor the names of its contributors may be 
used to endorse or promote products derived from this software without 
specific prior written permission. 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE REGENTS OR CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


• This IS version 2007 -Mar-4 of the Info-ZIP license. 

The definitive version of this document should be available at ftp://ftp.info-zip.org/ 
pub/infozip/license.html indefinitely and a copy at http://www.info-zip.org/pub/ 
infozip/license.html. 

Copyright (c) 1990 -2007 Info-ZIR All rights reserved. 

For the purposes of this copyright and license, "Info-ZIP" is defined as the following 
set of individuals: 

Mark Adler, John Bush, Karl Davis, Harald Denkerjean-Michel Dubois, 

Jean-loup Gailly, Hunter Goatley, Ed Gordon, Ian Gorman, Chris Herbo け h, 

Dirk Haase, Greg Ha け wig, Robert Heath, Jonathan Hudson, Paul Kienitz, 

David Kirschbaum, Johnny Lee, Onno van der Linden, Igor Mandrichenko, 

Steve P. Miller, Sergio Monesi, Keith Owens, George Petrov, Greg Roelofs, 

Kai Uwe Rommel, Steve Salisbury, Dave Smith, Steven M. Schweda, 

Christian Spieler, CosminTruta, Antoine Verheijen, Paul von Behren, 

Rich Wales, Mike White. 

This software is provided "as is," without warranty of any kind, express or implied. In 
no event shall Info-ZIP or its contributors be held liable for any direct, indirect, 
incidental, special or consequential damages arising out of the use of or inability to 
use this software. 

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including 
commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the 
above disclaimer and the following restrictions: 

1. Redistributions of source code (in whole or in part) must retain the above 
copyright notice, definition, disclaimer, and this list of conditions. 

2. Redistributions in binary form (compiled executables and libraries) must 
reproduce the above copyright notice, definition, disclaimer, and this list of 
conditions in documentation and/or other materials provided with the 
distribution. The sole exception to this condition is redistribution of a 



次のページにつづ < 




183 商標とソフトウェアについて 


Standard UnZipSFX binarv (including SFXWiz) as part ora self-extracting 
archive; that is permitted without inclusion of this license, as long as the 
normal SFX banner has not been removed from the binary or disabled. 

3. Altered versions—including, but not limited to, ports to new operating 
systems, existing ports with new graphical interfaces, versions with modified 
or added functionality, and dynamic, shared, or static library versions not 
from Info-ZIP-must be plainly marked as such and must not be 
misrepresented as being the original source or, if binaries, compiled from 
the original source. Such altered versions also must not be misrepresented 
as being Info-ZIP releases—including, but not limited to, labeling of the 
altered versions with the names "Info-ZIP" (or any variation thereof, 
including, but not limited to, different capitalizations), "Pocket UnZip," "WiZ" 
or "MacZip" without the explicit permission of Info-ZIR Such altered 
versions are further prohibited from misrepresentative use of the Zip-Bugs 
or Info-ZIP e-mail addresses or the Info-ZIP URL(s), such as to imply Info-ZIP 
will provide support for the altered versions. 

4. Info-ZIP retains the right to use the names "Info-ZIP," "Zip," "UnZip," 
"UnZipSFX," "WiZ," "Pocket UnZip," "Pocket Zip," and "MacZip" for its own 
source and binary releases. 

• Wireless software 

Copyright (c) 2003 -2006, Jouni Malinen <jkmaline@cc.hut.fi> and contributors 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

3. Neither the name(s) of the above-listed copyright holder(s) nor the names of its 
contributors may be used to endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS 
"AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO,THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR 八 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE COPYRIGHT 
OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFrrS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, ORTORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE 
OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 
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• dbus 

D-Bus is licensed to vou under your choice ot the Academic Free License version 2.1, 
or the GNU General Public License version 2, 

Both licenses are included here. Some of the standalone binaries are under the GPL 
only; in particular, but not limited to, 

tools/dbus-cleanup-socke じ .c and test/decode-gcov.c. Each source code file is 
marked with the proper copyright information - if you find a file that isn’ t marked 
please bring it to our attention. 


The Academic Free License 
v.2.1 

This Academic Free License (the "License" ) applies to any original work of 
authorship (the "Original Work" ) whose owner (the "Licensor" ) has placed the 
following notice immediately following the copyright notice for the Original Work: 

Licensed under the Academic Free License version 2.1 

1) Grant of Copyright License. Licensor hereby grants You a world-wide, royalty- 
free, non-exclusive, perpetual, sublicenseable license to do the following: 

a) to reproduce the Original Work in copies; 

b) to prepare derivative works ( "Derivative Works" ) based upon the Original 
Work; 

c) to distribute copies of the Original Work and Derivative Works to the public; 

d) to perform the Original Work publicly; and 

e) to display the Original Work publicly. 

2) Grant of Patent License. Licensor hereby grants You a world-wide, royalty-free, 
non-exclusive, perpetual, sublicenseable license, under patent claims owned or 
controlled by the Licensor that are embodied in the Original Work as furnished 
by the Licensor, to make, use, sell and offer for sale the Original Work and 
Derivative Works. 

3) Grant of Source Code License. The term "Source Code" means the preferred 
form of the Original Work for making modifications to it and all available 
documentation describing how to modify the Original Work. Licensor hereby 
agrees to provide a machine-readable copy of the Source Code of the Original 
Work along with each copy of the Original Work that Licensor distributes. 
Licensor reserves the right to satisfy this obligation by placing a machine- 
readable copy of the Source Code in an information repository reasonably 
calculated to permit inexpensive and convenient access by You for as long as 
Licensor continues to distribute the Original Work, and by publishing the 
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address が that inrormation repository in a notice immediatelvfollowina the 
copyright notice that applies to the Original Work. 

4) Exclusions From License Grant. Neither the names of Licensor, nor the names of 
any contributors to the Original Work, nor any of their trademarks or service 
marks, may be used to endorse or promote products derived from this Original 
Work without express prior written permission of the Licensor. Nothing in this 
License shall be deemed to grant any rights to trademarks, copyrights, patents, 
trade secrets or any other intellectual property of Licensor except as expressly 
stated herein. No patent license is granted to make, use, sell or offer to sell 
embodiments of any patent claims other than the licensed claims defined in 
Section 2. No right is granted to the trademarks of Licensor even if such marks 
are included in the Original Work. Nothing in this License shall be interpreted to 
prohibit Licensor from licensing under different terms from this License any 
Original Work that Licensor otherwise would have a right to license. 

5) This section intentionally omitted. 

6) Attribution Rights. You must retain, in the Source Code of any Derivative Works 
that You create, all copyright, patent or trademark notices from the Source Code 
of the Original Work, as well as any notices of licensing and any descriptive text 
identified therein as an "Attribution Notice." You must cause the Source Code 
for any Derivative Works that You create to carry a prominent Attribution Notice 
reasonably calculated to inform recipients that You have modified the Original 
Work. 

7) Warranty of Provenance and Disclaimer of Warranty. Licensor warrants that the 
copyright in and to the Original Work and the patent rights granted herein by 
Licensor are owned by the Licensor or are sublicensed to You under the terms 
of this License with the permission of the contributor(s) of those copyrights and 
patent rights. Except as expressly stated in the immediately proceeding 
sentence, the Original Work is provided under this License on an "AS IS" BASIS 
and WITHOUT WARRANTY either express or implied, including, without 
limitation, the warranties of NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY or FITNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY OFTHE 
ORIGINAL WORK IS WITH YOU. This DISCLAIMER OF WARRANTY constitutes an 
essential part of this License. No license to Original Work is granted hereunder 
except under this disclaimer. 

8) Limitation of Liability. Under no circumstances and under no legal theory, 
whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, shall the Licensor 
be liable to any person for any direct, indirect, special, incidental, or 
consequential damages of any character arising as a result of this License or the 
use of the Original Work including, without limitation, damages for loss of 
goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other 
commercial damages or losses.This limitation of liability shall not apply to 
liability for death or personal injury resulting from Licensor’ s negligence to the 
extent applicable law prohibits such limitation. Some jurisdictions do not allow 
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the exclusion or limitation of incidental or consequential damages, so this 
exclusion and limitation may not apply to You. 

9) Acceptance and Termination. If You distribute copies of the Original Work or a 
Derivative Work, You must make a reasonable effort under the circumstances to 
obtain the express assent of recipients to the terms of this License. Nothing else 
but this License (or another written agreement between Licensor and You) 
grants You permission to create Derivative Works based upon the Original Work 
or to exercise any of the rights granted in Section 1 herein, and any attempt to 
do so except under the terms of this License (or another written agreement 
between Licensor and You) is expressly prohibited by U.S. copyright law, the 
equivalent laws of other countries, and by international treaty. Therefore, by 
exercising any of the rights granted to You in Section 1 herein, You indicate Your 
acceptance of this License and all of its terms and conditions. 

10) Termination for Patent Action.This License shall terminate automatically and 
You may no longer exercise any of the rights granted to You by this License as 
of the date You commence an action, including a cross-claim or counterclaim, 
against Licensor or any licensee alleging that the Original Work infringes a 
patent. This termination provision shall not apply for an action alleging patent 
infringement by combinations of the Original Work with other software or 
hardware. 

11) Jurisdiction, Venue and Governing Law. Any action or suit relating to this 
License may be brought only in the courts of a jurisdiction wherein the Licensor 
resides or in which Licensor conducts its primary business, and under the laws 
of that jurisdiction excluding its conflic 卜 of-law provisions. The application of the 
United Nations Convention on Contracts for the International Sale of Goods is 
expressly excluded. Any use of the Original Work outside the scope of this 
License or after its termination shall be subject to the requirements and 
penalties of the U.S. Copyright Act, ] 7 U.S.C § § 101 et seq., the equivalent 
laws of other countries, and international treaty. This section shall survive the 
termination of this License. 

12) Attorneys Fees. In any action to enforce the terms of this License or seeking 
damages relating thereto, the prevailing party shall be entitled to recover its 
costs and expenses, including, without limitation, reasonable attorneys’ fees 
and costs incurred in connection with such action, including any appeal of such 
action. This section shall survive the termination of this License. 

13) Miscellaneous.This License represents the complete agreement concerning the 
subject matter hereof. If any provision of this License is held to be 
unenforceable, such provision shall be reformed only to the extent necessary to 
make it enforceable. 

14) Definition of "You" in This License. "You" throughout this License, whether in 
upper or lower case, means an individual or a legal entity exercising rights 
under, and complying with all of the terms of, this License. For legal entities, 
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You includes any entity that controls, is controlled by, or is under common 
control with you. For purposes of this definition, "control" means (i) the power, 
direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether 
by contract or otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the 
outstanding shares, or （川 ） beneficial ownership of such entity. 

15) Right to Use. You may use the Original Work in all ways not otherwise restricted 
or conditioned by this License or by law, and Licensor promises not to interfere 
with or be responsible for such uses by You. 

This license is Copyright (C) 2003 -2004 Lawrence E. Rosen. All rights reserved. 
Permission is hereby granted to copy and distribute this license without 
modification.This license may not be modified without the express written 
permission of its copyright owner. 


END OF A 〔 ADEM に FREE LICENSE.The following is intended に describe the 

essential differences between the Academic Free License (AFL) version 1.0 and 

other open source licenses; 

The Academic Free License is similar to the BSD, MIT, Uol/NCSA and Apache licenses 

in many respects but it is intended to solve a few problems with those licenses. 

* The AFL is written so as to make it clear what software is being licensed (by the 
inclusion of a statement following the copyright notice in the software). This way, 
the license functions better than a template license. The BSD, MIT and Uol/NCSA 
licenses apply to unidentified software. 

* The AFL contains a complete copyright grant to the software.The BSD and 
Apache licenses are vague and incomplete in that respect. 

* The AFL contains a complete patent grant to the software. The BSD, MIT, Uol/ 
NCSA and Apache licenses rely on an implied patent license and contain no 
explicit patent grant. 

* The AFL makes it clear that no trademark rights are granted to the licensor’ s 
trademarks. The Apache license contains such a provision, but the BSD, MIT and 
Uol/NCSA licenses do not. 

* The AFL includes the warranty by the licensor that it either owns the copyright or 
that it is distributing the software under a license. None of the other licenses 
contain that warranty. All other warranties are disclaimed, as is the case for the 
other licenses. 

* The AFL is itself copyrighted (with the right granted to copy and distribute 
without modification). This ensures that the owner of the copyright to the license 
will control changes.The Apache license contains a copyright notice, but the BSD, 
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Mrr and Uol/NCSA licenses do not. 
START OF GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 


GNU GENERAL PUBUC LICENSE 
Version 2, June 1991 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license 
document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share 
and change it. By contrast, the GNU General Public License is intended to 
guarantee your freedom to share and change free software-to make sure the 
software is free for all its users. This General Public License applies to most of the 
Free Software Foundation’ s software and to any other program whose authors 
commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by 
the GNU Library General Public License instead.) You can apply it to your programs, 
too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our 
General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to 
distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), that you 
receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or 
use pieces of it in new free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny 
you these rights or to ask you to surrender the rights. These restrictions translate to 
certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you 
modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, 
you must give the recipients all the rights that you have. You must make sure that 
they, too, receive or can get the source code. And you must show them these 
terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps;(1)copyright the software, and (2) offer you 
this license which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the 
software. 

Also, for each author s protection and ours, we want to make certain that 
everyone understands that there is no warranty for this free software. If the 
software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to 
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know that what they have is not the original, so that any problems introduced by 
others will not reflect on the original authors’ reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to 
avoid the danger that redistributors of a free program will individually obtain patent 
licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it 
clear that any patent must be licensed for everyone’ s free use or not licensed at 
all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification 
follow. 


GNU GENERAL PUBUC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIF に ATION 

0, This License applies to any program or other work which contains a notice 
placed by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of 
this General Public License. The ‘Program" , below, refers to any such program 
or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any 
derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 
Program ora portion of it, either verbatim or with modifications and/or 
translated into another language. (Hereinafter, translation is included without 
limitation in the term "modification" .) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by 
this License; they are outside its scope. The act of running the Program is not 
restricted, and the output from the Program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Program (independent of having been made by 
running the Program). Whether that is true depends on what the Program 
does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program' s source code as 
you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and 
disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and 
to the absence of any warranty; and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at 
your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus 
forming a work based on the Program, and copy and distribute such 
modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you 
also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that 
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you chanaed the files and the date of anv change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in 
part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be 
licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, 
you must cause it, when started running for such interactive use in the most 
ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate 
copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that 
you provide a warranty) and that users may redistribute the program under 
these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print 
such an announcement, your work based on the Program is not required to 
print an announcement.) 


These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable 
sections of that work are not derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in themselves, then this License, 
and its terms, do not apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole 
which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be 
on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend to 
the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to 
work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control 
the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with 
the Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or 
distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) 
in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 
provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above 
on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any 
third party, for a charge no more than your cost of physically performing 
source distribution, a complete machine-readable copy of the 
corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections 1 
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and 2 above on a medium customarily used for software interchan 曰 e; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute 
corresponding source code. (This alternative is allowed only for 
noncommercial distribution and only if you received the program in object 
code or executable form with such an offer, in accord with Subsection b 
above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making 
modifications to it. For an executable work, complete source code means all 
the source code for all modules it contains, plus any associated interface 
definition files, plus the scripts used to control compilation and installation of 
the executable. However, as a special exception, the source code distributed 
need not include anything that is normally distributed (in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that component itself 
accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy 
from a designated place, then offering equivalent access to copy the source 
code from the same place counts as distribution of the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source along with the 
object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as 
expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their licenses terminated so 
long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 
However, nothing else grants you permission to modify or distribute the 
Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do 
not accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or 
any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License 
to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 
the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), 
the recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You 
may not impose any further restrictions on the recipients’ exercise of the rights 
granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third 
parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or 
for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on 
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you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this 
License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations 
under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence 
you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license 
would not permit royalty-free redistribution of the Program by all those who 
receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of 
the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 
particular circumstance, the balance of the section is intended to apply and the 
section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or 
other property right claims or to contest validity of any such claims; this section 
has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution 
system, which is implemented by public license practices. Many people have 
made generous contributions to the wide range of software distributed 
through that system in reliance on consistent application of that system; it is up 
to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a 
consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries 
either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder 
who places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is 
permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or 
concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies 
a version number of this License which applies to it and "any later version", 
you have the option of following the terms and conditions either of that version 
or of any later version published by the Free Software Foundation. If the 
Program does not specify a version number of this License, you may choose any 
version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose 
distribution conditions are different, write to the author to ask for permission. 

For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the 
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Free Software Foundation; we sometimes make exceptions tor this. Our 
decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 


NO WARRANTY 

11. BECAUSETHE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE,THERE IS NO WARRANTY 
FORTHE PROGRAM, TO THE E)CTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT 
WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR 
OTHER PARTIES PROVIDETHE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FfTNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OFTHE 
PROGRAM IS WrrH YOU. SHOULDTHE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUMETHE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREEDTO IN 
WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY 
MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し SPECIAL, INCIDENTAL 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILIT 丫 TO USE 
THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITEDTO LOSS OF DATA OR DATA BEING 
RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU ORTH 旧 D PARTIES OR A 
FAILURE OFTHE PROGRAM TO OPERATE WmH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF 
SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGES. 


END OFTERMS AND CONDITIONS 


How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use 
to the public, the best way to achieve this is to make it free software which 
everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them 
to the start of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; 
and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the 
full notice is found. 

<one line to give the program’ s name and a brief idea of what it does .〉 
Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the 
terms of the GNU General Public License as published by the Free Software 
Foundation; either version 2 of the License, or（at your option) any later version. 



次のページにつづ < 




194 商標とソフトウェアにつし、て 


This proaram is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FfTNESS FOR 八 PART に UL 八 R PURPOSE. Seethe GNU General Public License for 
more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with 
this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59Temple Place, 
Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in 
an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name of author 
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show 
w’ . 

This is free software, and you are welcome to redistribute it under certain 
conditions; type 'show c for details. 

The hypothetical commands 'show w’ and 'show c’ should show the appropriate 
parts of the General Public License. Of course, the commands you use may be 
called something other than 'show w’ and 'show c’ ; they could even be mouse- 
clicks or menu items-whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if 
any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; 
alter the names: 

Yoyodyne, Inc, hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

<siqnature ofTy Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into 
proprietary programs. If your program is a subroutine library, you may consider it 
more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what 
you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 


• dbus-glib 

D-BUS is licensed to you under your choice of the Academic Free License version 2.1, 
or the GNU General Public License version 2. Both licenses are included here. Some 
of the standalone binaries are under the GPL only; in particular, but not limited to, 
tools/dbus-cleanup-socke じ .c and test/decode-gcov.c. Each source code file is 
marked with the proper copyright information. 
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The Academic Free License 
v.2.1 

This Academic Free License (the "License ) applies to any original work or 
authorship (the "Original Work" ) whose owner (the "Licensor" ) has placed the 
following notice immediately following the copyright notice for the Original Work: 

Licensed under the Academic Free License version 2.1 

1) Grant of Copyright License. Licensor hereby grants You a world-wide, royalty- 
free, non-exclusive, perpetual, sublicenseable license to do the following: 

a) to reproduce the Original Work in copies; 

b) to prepare derivative works ( "Derivative Works" ) based upon the Original 
Work; 

c) to distribute copies of the Original Work and Derivative Works to the public; 

d) to perform the Original Work publicly; and 

e) to display the Original Work publicly. 

2) Grant of Patent License. Licensor hereby grants You a world-wide, royalty-free, 
non-exclusive, perpetual, sublicenseable license, under patent claims owned or 
controlled by the Licensor that are embodied in the Original Work as furnished 
by the Licensor, to make, use, sell and offer for sale the Original Work and 
Derivative Works. 

3) Grant of Source Code License. The term "Source Code" means the preferred 
form of the Original Work for making modifications to it and all available 
documentation describing how to modify the Original Work. Licensor hereby 
agrees to provide a machine-readable copy of the Source Code of the Original 
Work along with each copy of the Original Work that Licensor distributes. 
Licensor reserves the right to satisfy this obligation by placing a machine- 
readable copy of the Source Code in an information repository reasonably 
calculated to permit inexpensive and convenient access by You for as long as 
Licensor continues to distribute the Original Work, and by publishing the 
address of that information repository in a notice immediately following the 
copyright notice that applies to the Original Work. 

4) Exclusions From License Grant. Neither the names of Licensor, nor the names of 
any contributors to the Original Work, nor any of their trademarks or service 
marks, may be used to endorse or promote products derived from this Original 
Work without express prior written permission of the Licensor. Nothing in this 
License shall be deemed to grant any rights to trademarks, copyrights, patents, 
trade secrets or any other intellectual property of Licensor except as expressly 
stated herein. No patent license is granted to make, use, sell or offer to sell 
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embodiments or any patent claims other than the licensed claims defined in 
Section 2. No right is granted to the trademarks of Licensor even if such marks 
are included in the Original Work. Nothing in this License shall be interpreted l:o 
prohibit Licensor from licensing under different terms from this License any 
Original Work that Licensor otherwise would have a right to license. 

5) This section intentionally omitted. 

6) Attribution Rights. You must retain, in the Source Code of any Derivative Works 
that You create, all copyright, patent or trademark notices from the Source Code 
of the Original Work, as well as any notices of licensing and any descriptive text 
identified therein as an "Attribution Notice." You must cause the Source Code 
for any Derivative Works that You create to carry a prominent Attribution Notice 
reasonably calculated to inform recipients that You have modified the Original 
Work. 

7) Warranty of Provenance and Disclaimer of Warranty. Licensor warrants that the 
copyright in and to the Original Work and the patent rights granted herein by 
Licensor are owned by the Licensor or are sublicensed to You under the terms 
of this License with the permission of the contributor(s) of those copyrights and 
patent rights. Except as expressly stated in the immediately proceeding 
sentence, the Original Work is provided under this License on an "AS IS" BASIS 
and WITHOUT WARRANTY either express or implied, including, without 
limitation, the warranties of NON-INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY or FITNESS 
FORAPAR~nCULARPURPOSE.THEEI\rnRERISKASTOTHEQUAUTYOFTHE 
ORIGINAL WORK IS WITH YOU. This DISCLAIMER OF WARRANTY constitutes an 
essential part of this License. No license to Original Work is granted hereunder 
except under this disclaimer. 

8) Limitation of Liability. Under no circumstances and under no legal theory, 
whether in tort (including negligence), contract, or otherwise, shall the Licensor 
be liable to any person for any direct, indirect, special, incidental, or 
consequential damages of any character arising as a result of this License or the 
use of the Original Work including, without limitation, damages for loss of 
goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other 
commercial damages or losses.This limitation of liability shall not apply to 
liability for death or personal injury resulting from Licensor’ s negligence to the 
extent applicable law prohibits such limitation. Some jurisdictions do not allow 
the exclusion or limitation of incidental or consequential damages, so this 
exclusion and limitation may not apply to You. 

9) Acceptance and Termination. If You distribute copies of the Original Worker a 
Derivative Work, You must make a reasonable effort under the circumstances to 
obtain the express assent of recipients to the terms of this License. Nothing else 
but this License (or another written agreement between Licensor and You) 
grants You permission to create Derivative Works based upon the Original Work 
or to exercise any of the rights granted in Section 1 herein, and any attempt to 
do so except under the terms of this License (or another written agreement 
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between Licensor and Youj is expressly prohibited by Lb. copyright law, the 
equivalent laws of other countries, and by international treaty. Therefore, by 
exercising any of the rights granted to You in Section 1 herein, You indicate Your 
acceptance of this License and all of its terms and conditions. 

10) Termination for Patent Action.This License shall terminate automatically and 
You may no longer exercise any of the rights granted to You by this License as 
of the date You commence an action, including a cross-claim or counterclaim, 
against Licensor or any licensee alleging that the Original Work infringes a 
patent. This termination provision shall not apply for an action alleging patent 
infringement by combinations of the Original Work with other software or 
hardware. 

11) Jurisdiction, Venue and Governing Law. Any action or suit relating to this 
License may be brought only in the courts of a jurisdiction wherein the Licensor 
resides or in which Licensor conducts its primary business, and under the laws 
of that jurisdiction excluding its conflic 卜 of-law provisions. The application of the 
United Nations Convention on Contracts for the International Sale of Goods is 
expressly excluded. Any use of the Original Work outside the scope of this 
License or after its termination shall be subject to the requirements and 
penalties of the U.S. Copyright Act,17 U.S.C. § § 101 et seq., the equivalent 
laws of other countries, and international treaty. This section shall survive the 
termination of this License. 


12) Attorneys Fees. In any action to enforce the terms of this License or seeking 
damages relating thereto, the prevailing party shall be entitled to recover its 
costs and expenses, including, without limitation, reasonable attorneys’ fees 
and costs incurred in connection with such action, including any appeal of such 
action. This section shall survive the termination of this License. 

13) Miscellaneous.This License represents the complete agreement concerning the 
subject matter hereof. If any provision of this License is held to be 
unenforceable, such provision shall be reformed only to the extent necessary to 
make it enforceable. 

14) Definition of "You" in This License. "You" throughout this License, whether in 
upper or lower case, means an individual or a legal entity exercising rights 
under, and complying with all of the terms of, this License. For legal entities, 
"You" includes any entity that controls, is controlled by, or is under common 
control with you. For purposes of this definition, "control" means (i) the power, 
direct or indirect, to cause the direction or management of such entity, whether 
by contract or otherwise, or (ii) ownership of fifty percent (50%) or more of the 
outstanding shares, or （川 ） beneficial ownership of such entity. 

15) Right to Use. You may use the Original Work in all ways not otherwise restricted 
or conditioned by this License or by law, and Licensor promises not to interfere 
with or be responsible for such uses by You. 
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This license is Copyriaht (C) 2003 -^004 Lawrence E. Rosen. All riahts reserved. 
Permission is hereby granted to copy and distribute this license without 
modification.This license may not be modified without the express written 
permission of its copyright owner. 


END OF A 〔 ADEM に FREE LICENSE.The following is intended t;o describe the 

essential differences between the Academic Free License (AFL) version 1.0 and 

other open source licenses; 

The Academic Free License is similar to the BSD, MIT, Uol/NCSA and Apache licenses 

in many respects but it is intended to solve a few problems with those licenses. 

* The AFL is written so as to make it clear what software is being licensed (by the 
inclusion of a statement following the copyright notice in the software). This way, 
the license functions better than a template license. The BSD, MfT and Uol/NCSA 
licenses apply to unidentified software. 

* The AFL contains a complete copyright grant to the software.The BSD and 
Apache licenses are vague and incomplete in that respect. 

* The AFL contains a complete patent grant to the software. The BSD, MIT, Uol/ 
NCSA and Apache licenses rely on an implied patent license and contain no 
explicit patent grant 

* The AFL makes it clear that no trademark rights are granted to the licensor’ s 
trademarks. The Apache license contains such a provision, but the BSD, MIT and 
Uol/NCSA licenses do not. 

* The AFL includes the warranty by the licensor that it either owns the copyright or 
that it is distributing the software under a license. None of the other licenses 
contain that warranty. All other warranties are disclaimed, as is the case for the 
other licenses. 

* The AFL is itself copyrighted (with the right granted to copy and distribute 
without modification). This ensures that the owner of the copyright to the license 
will control changes.The Apache license contains a copyright notice, but the BSD, 
MIT and Uol/NCSA licenses do not. 

START OF GNU GENERAL PUBUC LICENSE 


GNU GENERAL PUBUC LICENSE 
Version 2, June 1991 

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
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Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license 
document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share 
and change it. By contrast, the GNU General Public License is intended to 
guarantee your freedom to share and change free software-to make sure the 
software is free for all its users. This General Public License applies to most of the 
Free Software Foundation’ s software and to any other program whose authors 
commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by 
the GNU Library General Public License instead.) You can apply it to your programs, 
too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our 
General Public Licenses are designed to make sure that you have the freedom to 
distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), that you 
receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or 
use pieces of it in new free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny 
you these rights or to ask you to surrender the rights. These restrictions translate to 
certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you 
modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, 
you must give the recipients all the rights that you have. You must make sure that 
they, too, receive or can get the source code. And you must show them these 
terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps;(1)copyright the software, and (2) offer you 
this license which gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the 
software. 

Also, for each author s protection and ours, we want to make certain that 
everyone understands that there is no warranty for this free software. If the 
software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to 
know that what they have is not the original, so that any problems introduced by 
others will not reflect on the original authors’ reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to 
avoid the danger that redistributors of a free program will individually obtain patent 
licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it 
clear that any patent must be licensed for everyone’ s free use or not licensed at 
all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification 
follow. 
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GNU GENERAL PUBUC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIF に ATION 

0, This License applies to any program or other work which contains a notice 
placed by the copyright holder saying it may be distributed under the terms of 
this General Public License. The 'Program" , below, refers to any such program 
or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any 
derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 
Program ora portion of it, either verbatim or with modifications and/or 
translated into another language. (Hereinafter, translation is included without 
limitation in the term "modification" .) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by 
this License; they are outside its scope. The act of running the Program is not 
restricted, and the output from the Program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Program (independent of having been made by 
running the Program). Whether that is true depends on what the Program 
does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program’ s source code as 
you receive it, in any medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and 
disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and 
to the absence of any warranty; and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at 
your option offer warranty protection in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus 
forming a work based on the Program, and copy and distribute such 
modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you 
also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that 
you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in 
part contains or is derived from the Program or any part thereof, to be 
licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, 
you must cause it, when started running for such interactive use in the most 
ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate 
copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that 
you provide a warranty) and that users may redistribute the program under 
these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
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(Exception: it the Proaram itself is interactive but does not normally print 
such an announcement, your work based on the Program is not required to 
print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable 
sections of that work are not derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in themselves, then this License, 
and its terms, do not apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole 
which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be 
on the terms of this License, whose permissions for other licensees extend to 
the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to 
work written entirely by you; rather, the intent is to exercise the right to control 
the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with 
the Program (or with a work based on the Program) on a volume of a storage or 
distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) 
in object code or executable form under the terms of Sections 1 and 2 above 
provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source 
code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above 
on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any 
third party, for a charge no more than your cost of physically performing 
source distribution, a complete machine-readable copy of the 
corresponding source code, to be distributed under the terms of Sections 1 
and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute 
corresponding source code. (This alternative is allowed only for 
noncommercial distribution and only if you received the program in object 
code or executable form with such an offer, in accord with Subsection b 
above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making 
modifications to it. For an executable work, complete source code means all 
the source code for all modules it contains, plus any associated interface 
definition files, plus the scripts used to control compilation and installation of 
the executable. However, as a special exception, the source code distributed 
need not include anything that is normally distributed (in either source or 



次のページにつづ < 




202 商標とソフトウェアについて 


binary form) with the major components に ompiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that component itself 
accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy 
from a designated place, then offering equivalent access to copy the source 
code from the same place counts as distribution of the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source along with the 
object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as 
expressly provided under this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their licenses terminated so 
long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. 
However, nothing else grants you permission to modify or distribute the 
Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do 
not accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or 
any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License 
to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 
the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), 
the recipient automatically receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You 
may not impose any further restrictions on the recipients’ exercise of the rights 
granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third 
parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or 
for any other reason (not limited to patent issues), conditions are imposed on 
you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse you from the conditions of this 
License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations 
under this License and any other pertinent obligations, then as a consequence 
you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license 
would not permit royalty-free redistribution of the Program by all those who 
receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of 
the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any 
particular circumstance, the balance of the section is intended to apply and the 
section as a whole is intended to apply in other circumstances. 
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It IS not the purpose of this section to induce you to inrnnge any patents or 
other property right claims or to contest validity of any such claims; this section 
has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution 
system, which is implemented by public license practices. Many people have 
made generous contributions to the wide range of software distributed 
through that system in reliance on consistent application of that system; it is up 
to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a 
consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries 
either by patents or by copyrighted interfaces, the original copyright holder 
who places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is 
permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the 
General Public License from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or 
concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies 
a version number of this License which applies to it and "any later version", 
you have the option of following the terms and conditions either of that version 
or of any later version published by the Free Software Foundation. If the 
Program does not specify a version number of this License, you may choose any 
version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose 
distribution conditions are different, write to the author to ask for permission. 

For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the 
Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our 
decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 


NO WARRANTY 

11.BECAUSETHE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE,THERE IS NO WARRANTY 
FORTHE PROGRAM, TO THE E)CTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT 
WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR 
OTHER PARTIES PROVIDETHE PROGRAM "AS IS" WrTHOUT WARRANTY OF ANY 
KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OFTHE 
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PROGRAM IS WITH YOU. SHOULDTHE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU 
ASSUMETHE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREEDTO IN 
WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY 
MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し SPECIAL, INCIDENTAL 
OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILIT 丫 TO USE 
THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMrTEDTO LOSS OF DATA OR DATA BEING 
RENDERED INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU ORTH 旧 D PARTIES OR A 
FAILURE OFTHE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF 
SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF 
SUCH DAMAGES. 


END OFTERMS AND CONDITIONS 
How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use 
to the public, the best way to achieve this is to make it free software which 
everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them 
to the start of each source file to most effectively convey the exclusion of warranty; 
and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the 
full notice is found. 

<one line to give the program’ s name and a brief idea of what it does .〉 
Copyright (C) <year> <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the 
terms of the GNU General Public License as published by the Free Software 
Foundation; either version 2 of the License, or（at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PART に UL 八 R PURPOSE. Seethe GNU General Public License for 
more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with 
this program; if not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59Temple Place, 
Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 


If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in 
an interactive mode: 
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Gnomovision version 69, Copyright ( し j year name of author 
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show 
w’ . 

This is free software, and you are welcome to redistribute it under certain 
conditions; type 'show c for details. 

The hypothetical commands 'show w’ and 'show c’ should show the appropriate 
parts of the General Public License. Of course, the commands you use may be 
called something other than 'show w’ and 'show c’ ； they could even be mouse- 
clicks or menu items-whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if 
any, to sign a "copyright disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; 
alter the names: 

Yoyodyne, Inc, hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

く signature ofTyCoon>, ] April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into 
proprietary programs. If your program is a subroutine library, you may consider it 
more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what 
you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 


• bzip^-libs 

This program, "bzip2" , the associated library "Iibbzip2" , and all documentation, 

are copyright (C)1996-2005 Julian R Seward. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 

permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

2. The origin of this software must not be misrepresented; you must not claim that 
you wrote the original software. If you use this software in a product, an 
acknowledgment in the product documentation would be appreciated but is 
not required. 

3. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be 
misrepresented as being the original software. 

4. The name of the author may not be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written permission. 



次のページにつづ < 




206 商標とソフトウェアにつし、て 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR ''AS IS'' AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMrTEDTO,THE IMPLIED WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED, 
IN NO EVENT SHALLTHE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLAR 乂 OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, 
BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS 
OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE 
OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


Julian Seward, Cambridge, UK. 
jseward@acm.org 

bzip2/libbzip2 version 1.0.3 of 15 February 2005 


• expat 

Copyright (c) 1998,1999, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd and Clark 
Cooper 

Copyright (c) 2001 ,2002, 200 3, 200 4, 200 5, 2006 Expat maintainers. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this 
software and associated documentation files (the Software), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to use, copy, modify, 
merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to 
permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the following 
conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" , WmHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS 
OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALLTHE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY 
CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER DEALINGS INTHE SOFTWARE. 


• libevent 
ド 

* Copyright (c) 2000-2004 Niels Proves く provos@citi.umich.edu 〉 

* All rights reserved. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 

* are permitted provided that the following conditions are met: 

* ]. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
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* of conditions and the followin 曰 disclaimer. 

*2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 

* list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 

* other materials provided with the distribution. 

*3. The name of the author may not be used to endorse or promote products 

* derived from this software without specific prior written permission. 

* 

^THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE AUTHOR "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
A IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMrTEDTO'THE IMPLIED 
> WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FfTNESS FOR 八 PART に ULAR PURPOSE 
A ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE AUTHOR BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 

* INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL EXEMPLAR 乂 OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 

* (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 

* SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 

* STRICT LIABILITY, ORTORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
^ ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE 

A POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

V 


• pcre 

PCRE LICENCE 


PCRE is a library of functions to support regular expressions whose syntax and 
semantics are as close as possible to those of the Perl 5 language. 

Release 7 of PCRE is distributed under the terms of the "BSD" licence, as specified 
below.The documentation for PCRE, supplied in the "doc" directory, is distributed 
under the same terms as the software itself. 

The basic library functions are written in C and are freestanding. Also included in 
the distribution is a set of C++ wrapper functions. 


THE BASIC LIBRARY FUNCTIONS 


Written by: Philip Hazel 

Email local part: phlO 

Email domain: cam.ac.uk 

University of Cambridge Computing Service, 
Cambridge, England. 

Copyright (c)1997-2007 University of Cambridge 
All rights reserved. 
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THE C++WRAPPER FUNCTIONS 


Contributed by: boogie Inc. 

Copyright (c) 200 7, Google Inc. 

All rights reserved. 


THE "BSD" LICENCE 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

* Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer. 

* Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, 
this list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/ 
or other materials provided with the distribution. 

* Neither the name of the University of Cambridge nor the name of Google Inc 
nor the names of their contributors may be used to endorse or promote 
products derived from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ''AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FfTNESS FOR 八 PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE COPYRIGHT OWNER OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY 
OF LIABILITY WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABIUTY, ORTORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

End 


• popt 

Copyright (c)1998 Red Hat Software 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this 
software and associated documentation files (the "Software" ), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, 
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and to permit persons to whom the software is furnished to do so, subject to the 
following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" , WmHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS 
OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALLTHE X CONSORTIUM BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR 
OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, 
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WrTH THE SOFTWARE ORTHE USE OR 
OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name of the X Consortium shall not be used 
in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this 
Software without prior written authorization from the X Consortium. 


• tcl 

This software is copyrighted by the Regents of the University of California, Sun 
Microsystems, Inc., Scriptics Corporation, ActiveState Corporation and other parties. 
The following terms apply to all files associated with the software unless explicitly 
disclaimed in individual files. 

The authors hereby grant permission to use, copy, modify, distribute, and license 
this software and its documentation for any purpose, provided that existing 
copyright notices are retained in all copies and that this notice is included verbatim 
in any distributions. No written agreement, license, or royalty fee is required for any 
of the authorized uses. Modifications to this software may be copyrighted by their 
authors and need not follow the licensing terms described here, provided that the 
new terms are clearly indicated on the first page of each file where they apply. 

IN NO EVENT SHALLTHE AUTHORS OR DISTRIBUTORS BE LIABLE TO ANY PARTY FOR 
DIRECT, INDIRECT, SPECIAL INCIDENTA し OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING 
OUT OFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, ITS DOCUMENTATION, OR ANY DERIVATIVES 
THEREOF, EVEN IFTHE AUTHORS HAVE BEEN ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGE. 

THE AUTHORS AND DISTRIBUTORS SPECIFICALLY DISCLAIM ANY WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
FfTNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE, AND NON-INFRINGEMENT. THIS SOFTWARE 
IS PROVIDED ON AN "AS IS" BASIS, ANDTHE AUTHORS AND DISTRIBUTORS HAVE 
NO OBLIGATION TO PROVIDE MAINTENANCE, SUPPORT, UPDATES, ENHANCEMENTS, 
ORMODIF に ATIONS. 

GOVERNMENT USE: If you are acquiring this software on behalf of the U.S. 
government, the Government shall have only "Restricted Rights" in the software 
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and related documentation as defined in the Federal Acquisition Regulations (FARs) 
in Clause 52.227 .19 (c) (2). If you are acquiring the software on behalf of the 
Department of Defense, the software shall be classified as ''Commercial Computer 
Software" and the Government shall have only "Restricted Rights" as defined in 
Clause 252.227 -7013 (c)(1) of DFARs. Notwithstanding the foregoing, the authors 
grant the U.S. Government and others acting in its behalf permission to use and 
distribute the software in accordance with the terms specified in this license. 


• zlib 

/* zlib.h — interface of the ‘zlib’ general purpose compression library 
version 1.2.3, July 18th, 2005 

Copyright (C)1995-2005 Jean-loup Gailly and Mark Adler 

This software is provided ‘as-is’ ，without any express or implied warranty. In 
no event will the authors be held liable for any damages arising from the use of 
this software. 

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose, including 
commercial applications, and to alter it and redistribute it freely, subject to the 
following restrictions: 

1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not claim 
that you wrote the original software. If you use this software in a product, an 
acknowledgment in the product documentation would be appreciated but 
is not required. 

2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be 
misrepresented as being the original software. 

3. This notice may not be removed or altered from any source distribution. 

Jean-loup Gaillyjloup@gzip.org 
Mark Adler madler@alumni.caltech.edu 


• libcap 

Unless otherwise ^explicitly* stated, the following text describes the licensed 
conditions under which the contents of this libcap release may be used and 
distributed: 


Redistribution and use in source and binary forms of libcap, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1.Redistributions of source code must retain any existing copyright notice, and 
this entire permission notice in its entirety, including the disclaimer of 
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warranties. 

2, Redistributions in binary form must reproduce all prior and current copyriaht 
notices, this list of conditions, and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. The name of any author may not be used to endorse or promote products 
derived from this software without their specific prior written permission. 


ALTERNATIVELY this product may be distributed under the terms of the GNU 
General Public License, in which case the provisions of the GNU GPL are required 
INSTEAD OF the above restrictions. (This clause is necessary due to a potential 
conflict between the GNU GPL and the restrictions contained in a BSD-style 
copyright.) 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS’ ’ AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHOR(S) BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMrTEDTO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY 
OF LIABILITY WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABIUTY, ORTORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


• ncurses 

Copyright (c) 2001 by Pradeep Padala. 


Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this 
software and associated documentation files (the "Software" ), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, distribute with modifications, sublicense, and/or 
sell copies of the Software, and to permit persons to whom the Software is 
furnished to do so, subject to the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" , WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS 
OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALLTHE ABOVE COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, 
DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR 
OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR 
THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 
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Except as contained in this notice, the name(s) of the above copyright holders shall 
not be used in advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings 
in this Software without prior written authorization. 


• tcp_w rappers 

/ 疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆 

* Copyright 1995 by Wietse Venema. All rights reserved. Some individual files may 

A be covered by other copyrights. 

* 

*This material was originally written and compiled by Wietse Venema at Eindhoven 

* University of Technology, The Netherlands, in 1990,1991,1992,1993,1994 and 
A 1995. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms are permitted provided that this 

* entire copyright notice is duplicated in all such copies. 

* 

*This software is provided "as is" and without any expressed or implied warranties, 

* including, without limitation, the implied warranties of merchantibility and fitness 
A for any particular purpose. 

疆**疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆疆ツ 


• file 

$File: LEGALNOTICE.v 1 .1 5 2006/05/03 18:48:33 christos Exp $ 

Copyright (c) Ian R Darwin 1986J 987J 989,1990, 1991, 1992J 994,1995. 
Software written by Ian 1=. Darwin and others; 
maintained 1994 - Christos Zoulas. 


This software is not subject to any export provision of the United States Department 
of Commerce, and may be exported to any country or planet. 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice 
immediately at the beginning of the file, without modification, this list of 
conditions, and the following disclaimer. 

2, Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 
list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 
other materials provided with the distribution. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE AUTHOR AND CONTRIBUTORS ''AS IS'' AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FfTNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE AUTHOR OR CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMrTEDTO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
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INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 


• cyrus-sasl-lib 
/*〔MU libsasi 
*Tim Martin 

* Rob Earhart 

* Rob Siemborski 
V 

ド 

* Copyright (c)1998-2003 Carnegie Mellon University. All rights reserved. 

* 

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, 

* are permitted provided that the following conditions are met: 

* 

* ]. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list 

* of conditions and the following disclaimer. 

* 

* 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this 

* list of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or 

* other materials provided with the distribution. 

* 

* 3. The name "Carnegie Mellon University" must not be used to endorse or 

* promote products derived from this software without prior written permission. 

* For permission or any other legal 

* details, please contact 

* Office of Technology Transfer 

* Carnegie Mellon University 

* 5000 Forbes Avenue 

* Pittsburgh, PA 15213-3890 

* (412) 268-4387, fax; (412) 268-7395 

* tech-transfer(g)andrew.cmu.edu 


*4. Redistributions of any form whatsoever must retain the following 

* acknowledgment: 

* "This product includes software developed by Computing Services at Carnegie 

* Mellon University (http://www.cmu.edu/computing/)." 

* 

> CARNEGIE MELLON UNIVERSITY DISCLAIMS ALL WARRANTIES WrTH REGARD TO 
^THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
A AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL CARNEGIE MELLON UNIVERSITY BE LIABLE FOR 

* ANY SPECIAL INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 

A WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN 

* ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHERTORTIOUS ACTION, ARISING OUT 
A OF OR IN CONNECTION WrTH THE USE OR PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 

V 
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• pam 

Unless otherwise ^explicitly* stated thefollowina text describes the licensed 
conditions under which the contents of this Linux-PAM release may be distributed: 


Redistribution and use in source and binary forms of Linux-PAM, with or without 
modification, are permitted provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain any existing copyright notice, and 
this entire permission notice in its entirety, including the disclaimer of 
warranties. 

2. Redistributions in binary form must reproduce all prior and current copyright 
notices, this list of conditions, and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. The name of any author may not be used to endorse or promote products 
derived from this software without their specific prior written permission. 

ALTERNATIVELY this product may be distributed under the terms of the GNU 
General Public License, in which case the provisions of the GNU GPL are required 
INSTEAD OF the above restrictions. (This clause is necessary due to a potential 
conflict between the GNU GPL and the restrictions contained in a BSD-style 
copyright.) 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS’ ’ AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE AUTHOR(S) BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY 
OF LIABILITY WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABIUTY, ORTORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


• hesiod 

/* $ld: hesiod.h'v 1.2.2.1 1996/12/16 08:38:07 ghudson Exp $ V 
ド 

* Copyright (c)1996 by Internet Software Consortium. 

* 

* Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any purpose with 

* or without fee is hereby granted, provided that the above copyright notice and 

* this permission notice appear in all copies. 
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^THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND INTERNET SOFTWARE CONSORTIUM 

* DISCLAIMS ALL WARRANTIES WrTH REGARDTOTHIS SOFTWARE INCLUDING ALL 

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL 

* INTERNET SOFTWARE CONSORTIUM BE LIABLE FOR 八 NY SPECIAL DIRECT, 

A INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER 

* RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF 

* CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHERTORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN 
A CONNECTION WrTH THE USE OR PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 

V 


• Iibxml2 

Except where otherwise noted in the source code (e.g. the files hash.c, list.c and the 
trio files, which are covered by a similar licence but with different Copyright notices) 
all the files are: 

Copyright (C)1998-2003 Daniel Veillard. All Rights Reserved. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this 
software and associated documentation files (the "Software" ), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, 
and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED " 八 S IS" , WmHOUT WARR 八 NTY OF 八 NY KIN じ EXPRESS 
OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALLTHE DANIEL V 曰 LLARD BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,TORT OR OTHERWISE, 
ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WmH THE SOFTWARE ORTHE USE OR 
OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE. 

Except as contained in this notice, the name of Daniel Veillard shall not be used in 
advertising or otherwise to promote the sale, use or other dealings in this Software 
without prior written authorization from him. 


• krb5-libs 
Copyright 

Copyright (c)1985-2007 by the Massachusetts Institute ofTechnology. 

Export of software employing encryption from the United States of America may 
require a specific license from the United States Government. It is the responsibility 
of any person or organization contemplating export to obtain such a license before 
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exporting. 

WITHIN THAT 〔 ONSTR 八 INT, permission l:o use, copy, modify, and distribute this 
software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, 
provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that 
copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, 
and that the name of M.LT. not be used in advertising or publicity pertaining to 
distribution of the software without specific, written prior permission. Furthermore 
if you modify this software you must label your software as modified software and 
not distribute it in such a fashion that it might be confused with the original MIT 
software. M.LT. makes no representations about the suitability of this software for 
any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 

Individual source codefiles are copyright MIX Cygnus Support, Novell, OpenVision 
Technologies, Oracle, Red Hat, Sun Microsystems, FundsXpress, and others. 

Project Athena, Athena, Athena MUSE, Discuss, Hesiod, Kerberos, Moira, and Zephyr 
are trademarks of the Massachusetts Institute ofTechnology (MIT). No commercial 
use of these trademarks may be made without prior written permission of MIT. 

"Commercial use means use of a name in a product or other for-profit manner. It 
does NOT prevent a commercial firm from referring to the MIT trademarks in order 
to convey information (although in doing so, recognition of their trademark status 
should be given). 

The following copyright and permission notice applies to the OpenVision Kerberos 
Administration system located in kadmin/create, kadmin/dbutil, kadmin/passwd, 
kadmin/server, Iib/kadm5, and portions of lib/rpc: 

Copyright, OpenVision Technologies, Inc., 1996, All Rights Reserved 
WARNING: Retrieving the OpenVision Kerberos Administration system source code, 
as described below, indicates your acceptance of the following terms. If you do not 
agree to the following terms, do not retrieve the OpenVision Kerberos 
administration system. 

You may freely use and distribute the Source Code and Object Code compiled from 
it, with or without modification, but this Source Code is provided to you "AS IS" 
EXCLUSIVE OF ANY WARRANTY, INCLUDING, WmHOUT LIMITATION, ANY 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, OR 
ANY OTHER WARRANTY, WHETHER EXPRESS OR IMPLIED. IN NO EVENT WILL 
OPENVISION HAVE ANY LIABILITY FOR ANY LOST PROFITS, LOSS OF DATA OR COSTS 
OF PROCUREMENT OF SUBSTfrUTE GOODS OR SERVICES, OR FOR ANY SPECIAL, 
INDIRECT, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OFTHIS AGREEMENT, 
INCLUDING, WITHOUT LIMITATION, THOSE RESULTING FROM THE USE OF THE 
SOURCE CODE, ORTHE FAILURE OFTHE SOURCE CODE TO PERFORM, OR FOR ANY 
OTHER REASON. 

OpenVision retains all copyrights in the donated Source Code. OpenVision also 
retains copyright to derivative works of the Source Code, whether created by 
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OpenVision or by a third party.The OpenVision copyright notice must be preserved 
if derivative works are made based on the donated Source Code. 

OpenVision Technologies, Inc. has donated this Kerberos Administration system to 
MIT for inclusion in the standard Kerberos 5 distribution. This donation underscores 
our commitment to continuing Kerberos technology development and our 
gratitude for the valuable work which has been performed by MIT and the Kerberos 
community. 

Portions contributed by Matt Crawford く crawdad@fnal.gov〉were work performed 
at Fermi National Accelerator Laboratory, which is operated by Universities Research 
Association, Inc, under contract DE-AC02-76CHO 3000 with the U.S. Department of 
Energy. 

Portions of src/lib/crypto have the following copyright: 

Copyright (c)1998 by the FundsXpress, INC 
All rights reserved. 

Export of this software from the United States of America may require a specific 
license from the United States Government. It is the responsibility of any person or 
organization contemplating export to obtain such a license before exporting. 

WITHIN THAT CONSTRAINT, permission to use, copy, modify, and distribute this 
software and its documentation for any purpose and without fee is hereby granted, 
provided that the above copyright notice appear in all copies and that both that 
copyright notice and this permission notice appear in supporting documentation, 
and that the name of FundsXpress. not be used in advertising or publicity 
pertaining to distribution of the software without specific, written prior permission. 
FundsXpress makes no representations about the suitability of this software for any 
purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" AND WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, WrTHOUT LIMITATION,THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANT 旧 ILITY AND FfTNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE. 

The implementation of the Yarrow pseudo-random number generator in src/lib/ 
crypto/yarrow has the following copyright: 

Copyright 2000 by Zero-Knowledge Systems, Inc. 

Permission to use, copy, modify, distribute, and sell this software and its 
documentation for any purpose is hereby granted without fee, provided that the 
above copyright notice appear in all copies and that both that copyright notice and 
this permission notice appear in supporting documentation, and that the name of 
Zero-Knowledge Systems, Inc. not be used in advertising or publicity pertaining to 
distribution of the software without specific, written prior permission. Zero- 
Knowledge Systems, Inc. makes no representations about the suitability of this 
software for any purpose. It is provided "as is" without express or implied warranty. 
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ZERO-KNOWLEDGE SYSTEMS, INC DISCLAIMS ALL WARRANTIES WmH REGARD TO 
THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS, IN NO EVENT SHALL ZERO-KNOWLEDGE SYSTEMS, INC BE LIABLE FOR ANY 
SPECIAL INDIRECTOR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES 
WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFFTS, WHETHER IN AN 
ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHERTORTUOUS ACTION, ARISING OUT 
OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OFTHIS SOFTWARE. 

The implementation of the AES encryption algorithm in src/lib/crypto/aes has the 
following copyright: 

Copyright (c) 2001, Dr Brian Gladman く brg@)gladman.uk.net〉, Worcester, UK. 

All rights reserved. 

LICENSETERMS 

The free distribution and use of this software in both source and binary form is 
allowed (with or without changes) provided that: 

distributions of this source code include the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer; 

distributions in binary form include the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
associated materials; 

the copyright holder’ s name is not used to endorse products built using this 
software without specific written permission. 

DISCLAIMER 

This software is provided ‘as is’ with no exploit or implied warranties in respect of 
any properties, including, but not limited to, correctness and fitness for purpose. 

Portions contributed by Red Hat, including the pre-authentication plug-in 
framework, contain the following copyright: 

Copyright (c) 200 6 Red Hat, Inc. 

Portions copyright (c) 2006 Massachusetts Institute ofTechnology 
All Rights Reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

Neither the name of Red Hat, Inc., nor the names of its contributors may be used to 
endorse or promote products derived from this software without specific prior 
written permission. 
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ''AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FfTNESS FOR 八 PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE COPYRIGHT OWNER OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMPTEDTO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY 
OF LIABILITY WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABIUTY, ORTORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The implementations of GSSAPI mechglue in GSSAPI-SPNEGO in src/lib/gssapi, 
including the following files; 

lib/gssap ン generic/gssapLer し generic.et 
lib/gssap ン mechglue/g_accep し se し context.c 
lib/gssa が / mechglue/g_acquire_cred.c 
lib/gssa が / mechglue/g_canon_name.c 
lib/gssa が / mechglue/g_compare_name.c 
lib/gssapi/mechglue/g_context_time.c 
lib/gssapi/mechglue/g_delete_se し context.c 
lib/gssa が / mechglue/g_dsp_name-c 
lib/gssap ン mechglue/g_dsp_status.c 
lib/gssap ン mechglue/g_dup_name.c 
lib/gssap ン mechglue/g_exp_se し context.c 
lib/gssap ン mechglue/g_expo け —name.c 
lib/gssap ン mechglue/g_glue.c 
lib/gssa が / mechglue/gjmp_name.c 
lib/gssa が / mechglue/gJmp_se 〔 _context .〔 
lib/gssapi/mechglue/gjni し se し context.c 
lib/gssapi/mechglue/gjnitialize.c 
lib/gssapi/mechglue/gJnquire_contextc 
lib/gssa が / mechglue/g_inquire_cred-c 
lib/gssapi/mechglue/gjnquire_names.c 
lib/gssap ン mechglue/g_process_ 〔 ontext .〔 
lib/gssap ン mechglue/g_rel_buffer.c 
lib/gssa が / mechglue/g_rel_cred.c 
lib/gssap ン mechglue/g_rel_name.c 
lib/gssa が / mechglue/g_rel_oid_set.c 
lib/gssap ン mechglue/g_seal.c 
lib/gssa が / mechglue/g_sign-c 
lib/gssa が / mechglue/g_store_cred-C 
lib/gssapi/mechglue/g_unseaLc 
lib/gssa が / mechglue/g_userok.c 
lib/gssa が / mechglue/g_utils.c 
lib/gssa が / mechglue/g_verify.c 
lib/gssap ン mechglue/gssd_pname_to_uid.c 
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lib/gssapi/mechglue/mglueRh 

lib/gssapi/mechglue/oid_ops.c 

lib/gssapi/spnego/gssapiP_spnego.h 

lib/gssapi/spnego/spnego_mech.c 

are subject to the following license; 

Copyright (c) 2004 Sun Microsystems, Inc. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of this 
software and associated documentation files (the "Software" ), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, 
and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to the 
following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 


THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS" , WmHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EXPRESS 
OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITEDTOTHE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. 
IN NO EVENT SHALLTHE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY 
CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE 
SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER DEALINGS INTHE SOFTWARE. 


Kerberos V5 includes documentation and software developed at the University of 
California at Berkeley, which includes this copyright notice: 

Copyright (c)1983 Regents of the University of California. 

All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

Neither the name of the University nor the names of its contributors may be used 
to endorse or promote products derived from this software without specific prior 
written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS *'AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO'THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE REGENTS OR CONTRIBUTORS 
BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF 
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SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFFTS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


Portions contributed by Novell, Inc., including the LDAP database backend, are 
subject to the following license; 

Copyright (c) 2004 -2005, Novell, Inc All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are 
permitted provided that the following conditions are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list 
of conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other 
materials provided with the distribution. 

The copyright holder’ s name is not used to endorse or promote products derived 
from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS ''AS 
IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, 
THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PART に ULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALLTHE COPYRIGHT OWNER OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, 
EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMPTEDTO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANYTH EORY 
OF LIABIUT 乂 WHETHER IN CONTRACT, STRICT LI 八 BIUTY, ORTORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OFTHE USE OFTHIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


Portions funded by Sandia National Laboratory and developed by the University of 
Michigan’ s Center for Information Technology Integration, including the PKINIT 
implementation, are subject to the following license: 


COPYRIGHT (c) 2006 -2007 

THE REGENTS OFTHE UNIVERSITY OF MICHIGAN 

ALL RIGHTS RESERVED 

Permission is granted to use, copy, create derivative works and redistribute this 
software and such derivative works for any purpose, so long as the name of The 
University of Michigan is not used in any advertising or publicity pertaining to the 
use of distribution of this software without specific, written prior authorization. If 
the above copyright notice or any other identification of the University of Michigan 
is included in any copy of any portion of this software, then the disclaimer below 
must also be included. 
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THIS SOFTWARE IS PROVIDED AS IS, WITHOUT REPRESENTATION FROM THE 
UNIVERSITY OF M に H に AN ASTO FTS FITNESS FOR ANY PURPOSE, AND WmHOUT 
WARRANTY BYTHE UNIVERSITY OF MICHIGAN OF ANY KIND, ETHER EXPRESS OR 
IMPLIED, INCLUDING WITHOUT LIMITATION THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FfTNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE.THE REGENTS OF 
THE UNIVERSITY OF M に HIGAN SHALL NOT BE LIABLE FOR ANY DAMAGES, 
INCLUDING SPECIAL IND 旧 ECT, INCIDENTA し OR CONSEQUENTIAL DAMAGES, WmH 
RESPECTTO ANY CLAIM ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OF 
THE SOFTWARE, EVEN IF IT HAS BEEN OR IS HEREAFTER ADVISED OFTHE POSS 旧 lUTY 
OF SUCH DAMAGES. 

The pkcsll.h file included in the PKINIT code has the following license: 


Copyright 2006 glO Code GmbH Copyright 2006 Andreas Jellinghaus 

This file is free software; as a special exception the author gives unlimited 
permission to copy and/or distribute it, with or without modifications, as long as 
this notice is preserved. 


This file is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY to the extent permitted by law; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 

Permission is granted to make and distribute verbatim copies of this manual 
provided the copyright notices and this permission notice are preserved on all 
copies. 

Permission is granted to copy and distribute modified versions of this manual under 
the conditions for verbatim copying, provided also that the entire resulting derived 
work is distributed under the terms of a permission notice identical to this one. 

Permission is granted to copy and distribute translations of this manual into another 
language, under the above conditions for modified versions. 


• openidap 

The OpenLDAP Public License 
Version 2 . 8 ,17 August 2003 

Redistribution and use of this software and associated documentation ("Software"), 
with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions in source form must retain copyright statements and notices, 

2. Redistributions in binary form must reproduce applicable copyright statements 
and notices, this list of conditions, and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution, and 



次のページにつづ < 




223 商標とソフトウェアにつし、て 


3. Redistributions must contain a verbatim copy of this document. 


The OpenLDAP Foundation may revise this license from time to time. Each revision 
is distinguished by a version number. You may use this Software under terms of this 
license revision or under the terms of any subsequent revision of the license. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OPENLDAP FOUNDATION AND ITS 
CONTRIBUTORS "AS IS’’ AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE OPENLDAP FOUNDATIONJTS CONTRIBUTORS, ORTHE AUTHOR(S) OR 
OWNER(S) OFTHE SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL 
SPECIAL EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMPTEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFrrS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, ORTORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OF THE USE 
OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The names of the authors and copyright holders must not be used in advertising or 
otherwise to promote the sale, use or other dealing in this Software without 
specific, written prior permission. Title to copyright in this Software shall at all times 
remain with copyright holders. 

OpenLDAP is a registered trademark of the OpenLDAP Foundation. 

Copyright 1999-2003 The OpenLDAP Foundation, Redwood City, California, USA. All 
Rights Reserved. Permission to copy and distribute verbatim copies of this 
document is granted. 


• openidap-servers 
The OpenLDAP Public License 
Version 2.8, ] 7 August 2003 

Redistribution and use of this software and associated documentation ("Software"), 
with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

1. Redistributions in source form must retain copyright statements and notices, 

2. Redistributions in binary form must reproduce applicable copyright statements 
and notices, this list of conditions, and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution, and 

3. Redistributions must contain a verbatim copy of this document. 



The OpenLDAP Foundation may revise this license from time to time. Each revision 
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IS distinguished by a version number. You mav use this software under terms of this 
license revision or under the terms of any subsequent revision of the license. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OPENLDAP FOUNDATION AND ITS 
CONTRIBUTORS "AS IS’’ AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTOJHE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PART に ULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE OPENLDAP FOUNDATION, ITS CONTRIBUTORS, ORTHE AUTHOR(S) OR 
OWNER(S) OFTHE SOFTWARE BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL 
SPECIAL EXEMPLARY OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT 
LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFrrS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY 
THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, ORTORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANYWAY OUT OF THE USE 
OFTHIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The names of the authors and copyright holders must not be used in advertising or 
otherwise to promote the sale, use or other dealing in this Software without 
specific, written prior permission. Title to copyright in this Software shall at all times 
remain with copyright holders. 

OpenLDAP is a registered trademark of the OpenLDAP Foundation. 

Copyright 1999-2003 The OpenLDAP Foundation, Redwood City, California, USA. All 
Rights Reserved. Permission to copy and distribute verbatim copies of this 
document is granted. 


• libpng 

This copy of the libpng notices is provided for your convenience. In case of any 
discrepancy between this copy and the notices in the file png.h that is included in 
the libpng distribution, the latter shall prevail. 

COPYRIGHT NOTICE, DISCLAIMER, and LICENSE: 

If you modify libpng you may insert additional notices immediately following this 
sentence. 


libpng versions 1.2.6, August ] 5, 200 4, through 1.2.23, November 6, 200 7, are 
Copyright (c) 200 4, 2006 -2007 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed 
according to the same disclaimer and license as libpng-] .2.5 with the following 
individual added to the list of Contributing Authors 

CosminTruta 

libpng versions 1.0.7, July 1,2000, through 1.2.5 - October 3, 200 2, are Copyright (c) 
2000 -2002 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed according to the same 
disclaimer and license as libpng-] .0.6 with the following individuals added to the 
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list of し ontributing Authors 


Simon-Pierre し adieux 
Eric S. Raymond 
Gilles Vollant 

and with the following additions to the disclaimer: 

There is no warranty against interference with your enjoyment of the library or 
against infringement. There is no warranty that our efforts or the library will 
fulfill any of your particular purposes or needs. This library is provided with all 
faults, and the entire risk of satisfactory quality, performance, accuracy, and 
effort is with the user. 


libpng versions 0.9 7, January 1998, through 1.0.6, March 20, 2000, are Copyright (c) 
1998, ] 999 Glenn Randers-Pehrson, and are distributed according to the same 
disclaimer and license as libpng-0.96, with the following individuals added to the 
list of Contributing Authors: 


Tom Lane 

Glenn Randers-Pehrson 
Willem van Schaik 


libpng versions 0.8 9, June 1996, through 0.9 6, May 1997, are Copyright (c)1996, 

1997 Andreas Dilger Distributed according to the same disclaimer and license as 
libpng-0.88, with the following individuals added to the list of Contributing Authors: 


John Bowler 
Kevin Bracey 
Sam Bushell 
Magnus Holmgren 
Greg Roelofs 
Tom Tanner 


libpng versions 0.5, May 1995, through 0.8 8, January 1996, are Copyright (c)1995, 
1996 Guy Eric Schalnat, Group 42, Inc. 


For the purposes of this copyright and license, "Contributing Authors is defined as 
the following set of individuals: 

Andreas Dilger 
Dave Ma け indale 


Guy Eric Schalnat 
Paul Schmidt 


Tim Wegner 


The PNG Reference Library is supplied "AS IS" . The Contributing Authors and 
Group 42, Inc. disclaim all warranties, expressed or implied, including, without 
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limitation, the warranties of merchantability and of fitness tor any purpose. The 
Contributing Authors and Group 42, Inc. assume no liability for direct, indirect, 
incidental, special, exemplary, or consequential damages, which may result from 
the use of the PNG Reference Library, even if advised of the possibility of such 
damage. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and distribute this source code, 
or portions hereof, for any purpose, without fee, subject to the following restrictions: 

1. The origin of this source code must not be misrepresented. 

2. Altered versions must be plainly marked as such and must not be 
misrepresented as being the original source. 

3. This Copyright notice may not be removed or altered from any source or altered 
source distribution. 

The Contributing Authors and Group 42, Inc. specifically permit, without fee, and 
encourage the use of this source code as a component to supporting the PNG file 
format in commercial products. If you use this source code in a product, 
acknowledgment is not required but would be appreciated. 


A "png_ge し copyright" function is available, for convenient use in "about" boxes 
and the like: 

printf( "o/os" ,png_ge し 〔 opyright(NULI_)); 

Also, the PNG logo (in PNG format, of course) is supplied in the files "pngbar.png" 
and pngbar.jpg (88x31) and "pngnow.png" (98x31). 

Libpng is OSI Certified Open Source Software. OSI Certified Open Source is a 
certification mark of the Open Source Initiative. 

Glenn Randers-Pehrson 
glennrp at users.sourceforge.net 
November 6, 2007 


• python 

A. HISTORY OF THE SOFTWARE 


Python was created in the early 1990s by Guido van Rossum at btichting 
Mathematisch Centrum (CWI, see http://www.cwi.nl) in the Netherlands as a 
successor of a language called ABC. Guido remains Python’ s principal author, 
although it includes many contributions from others. 



次のページにつづ < 






In 1995, Guido continued his work on Python at the Corporation for National 
Research Initiatives (CNRI, see http://www.cnri.reston.va.us) in Reston, Virginia where 
he released several versions of the software. 


0.9.0 thru 1.2 


1991-1995 

1.3 thru 1.5.2 

1.2 

1995-1999 

1.6 

1.5.2 

2000 

2.0 

1.6 

2000 

1.6.1 

1.6 

2001 

2.1 

2.0+1.6.1 

2001 

2.0.1 

2.0+1.6.1 

2001 

2.1.1 

2.1+2.0.1 

2001 

2.2 

2.1.1 

2001 

2.1.2 

2.1.1 

2002 

2.1.3 

2.1.2 

2002 

2.2.1 

2.2 

2002 

2.2.2 

2.2.1 

2002 

2.23 

2.2.2 

2003 

2.3 

2.2.2 

2002 -2003 

23.1 

2.3 

2002 -2003 

2.3.2 

2.3.1 

2002 -2003 

2.3.3 

2.3.2 

2002 -2003 

23.4 

2.3.3 

2004 

2.3.5 

2.3.4 

2005 

2.4 

2.3 

2004 

2.4.1 

2.4.1 

2005 

2A2 

2.4.1 

2005 

2A3 

2.4.2 

2006 

2A4 

2.43 

2006 

2.5 

2.4 

2006 


In May 2000, Guido and the Python core development team moved to BeOpen. 
com to form the BeOpen PythonLabs team. In October of the same year, the 
PythonLabs team moved to Digital Creations (now Zope Corporation, see http:// 
www.zope.com). In 2001, the Python Software Foundation (PSF, see http://www. 
python.org/psf/) was formed, a non-profit organization created specifically to own 
Python-related Intellectual Property. Zope Corporation is a sponsoring member of 
the PSF. 

All Python releases are Open Source (see http://www.opensource.org for the Open 
Source Definition). Historically, most, but not all, Python releases have also been 
GPL-compatible; the table below summarizes the various releases. 


Release 


Derived 

from 


Year 


Owner GPL- 

compatible?(1) 
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mmFFFFFFFFFFFFFFFFFFFFF 
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Footnotes: 

(1)GPL-compatible doesn t mean that we re distributina Pvthon under the GPL 
All Python licenses, unlike the GPL, let you distribute a modified version without 
making your changes open source. The GPL-compatible licenses make it 
possible to combine Python with other software that is released under the GPL; 
the others don’ t. 

に ） According to Richard Stallman, ] .6.1 is not GPL-compatible, because its license 
has a choice of law clause. According to CNRI, however, Stallman’ s lawyer has 
told CNRf s lawyer that 1.6.1 is "not incompatible" with the GPL 

Thanks to the many outside volunteers who have worked under Guido’ s direction 

to make these releases possible. 


B.TERMS AND CONDITIONS FOR ACCESSING OR OTHERWISE USING PYTHON 


PYTHON SOFTWARE FOUNDATION LICENSE VERSION 2 


1. This LICENSE AGREEMENT is between the Python Software Foundation ( "PSF"), 
and the Individual or Organization ( "Licensee" ) accessing and otherwise 
using this software ( "Python" ) in source or binary form and its associated 
documentation. 

2. Subject to the terms and conditions of this License Agreement, PSF hereby 
grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license to reproduce, 
analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative works, 
distribute, and otherwise use Python alone or in any derivative version, 
provided, however, that PSF’ s License Agreement and PSF’ s notice of 
copyright, i.e., "Copyright (〔) 2001 ,2002, 200 3, 200 4, 200 5, 2006 Python 
Software Foundation; All Rights Reserved" are retained in Python alone or in 
any derivative version prepared by Licensee. 

3. In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or incorporates 
Python or any part thereof, and wants to make the derivative work available to 
others as provided herein, then Licensee hereby agrees to include in any such 
work a brief summary of the changes made to Python. 

4. PSF is making Python available to Licensee on an "AS IS" basis. PSF MAKES NO 
REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. BYWAY OF EXAMPLE, 
BUT NOT LIMITATION, PSF MAKES NO AND DISCLAIMS ANY REPRESENTATION OR 
WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE 
ORTHATTHE USE OF PYTHON WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS. 

5. PSF SHALL NOT BE LIABLETO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF PYTHON FOR 
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ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A 
RESULT OF MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING PYTHON, OR ANY 
DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY THEREOF. 

6. This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of 
its terms and conditions. 

7. Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any relationship 
of agency, partnership, or joint venture between PSF and Licensee. This License 
Agreement does not grant permission to use PSF trademarks or trade name in a 
trademark sense to endorse or promote products or services of Licensee, or any 
third party. 

8. By copying, installing or otherwise using Python, Licensee agrees to be bound 
by the terms and conditions of this License Agreement. 


BEOPEN.COM LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 2.0 


BEOPEN PYTHON OPEN SOURCE LICENSE AGREEMENT VERSION ] 

1. This LICENSE AGREEMENT is between BeOpen.com ( "BeOpen" ), having an 
office at 160 Saratoga Avenue, Santa Clara, CA 950 引 ， and the Individual or 
Organization ( "Licensee ) accessing and otherwise using this software in 
source or binary form and its associated documentation ( "the Software"). 

2. Subject to the terms and conditions of this BeOpen Python License Agreement, 
BeOpen hereby grants Licensee a non-exclusive, royalty-free, world-wide license 
to reproduce, analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative 
works, distribute, and otherwise use the Software alone or in any derivative 
version, provided, however, that the BeOpen Python License is retained in the 
Software, alone or in any derivative version prepared by Licensee. 

3. BeOpen is making the Software available to Licensee on an "AS IS" basis. 
BEOPEN MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. 
BY WAY OF EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, BEOPEN MAKES NO AND DISCLAIMS 
ANY REPRESENTATION OR WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR 
ANY PARTICULAR PURPOSE ORTHATTHE USE OFTHE SOFTWARE WILL NOT 
INFRINGE ANYTHIRD PARTY RIGHTS. 

4. BEOPEN SHALL NOT BE LIABLETO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OFTHE 
SOFTWARE FOR ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR 
LOSS AS A RESULT OF USING, MODIFYING OR DISTRIBUTING THE SOFTWARE, OR 
ANY DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF ADVISED OFTHE POSSIBILITY THEREOF. 

5. This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of 
its terms and conditions. 
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6. This License Agreement shall be governed bv and interpreted in all respects bv 
the law of the State of California, excluding conflict of law provisions. Nothing 
in this License Agreement shall be deemed to create any relationship of agency, 
partnership, or joint venture between BeOpen and Licensee. This License 
Agreement does not grant permission to use BeOpen trademarks or trade 
names in a trademark sense to endorse or promote products or services of 
Licensee, or any third party. As an exception, the "BeOpen Python" logos 
available at http://www.pythonlabs.com/logos.html may be used according to 
the permissions granted on that web page. 

7. By copying, installing or otherwise using the software, Licensee agrees to be 
bound by the terms and conditions of this License Agreement. 


CNRI LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 1.6.1 


1. This LICENSE AGREEMENT is between the Corporation for National Research 
Initiatives, having an office at 1895 Preston White Drive, Reston, VA 20191 

("CNRI" ), and the Individual or Organization ( "Licensee" ) accessing and 
otherwise using Python 1.6.1 software in source or binary form and its 
associated documentation. 

2. Subject to the terms and conditions of this License Agreement, CNRI hereby 
grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license to reproduce, 
analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative works, 
distribute, and otherwise use Python 1.6.1 alone or in any derivative version, 
provided, however, that CNRI’ s License Agreement and CNRI’ s notice of 
copyright, i.e., "Copyright (c)1995-2001 Corporation for National Research 
Initiatives; All Rights Reserved" are retained in Python 1.6.1 alone or in any 
derivative version prepared by Licensee. Alternately, in lieu of CNRI' s License 
Agreement, Licensee may substitute the following text (omitting the quotes): 
"Python ] .6.1 is made available subject to the terms and conditions in CNRT s 
License Agreement. This Agreement together with Python 1.6.1 may be located 
on the Internet using the following unique, persistent identifier (known as a 
handle):1 895.22 /1013. This Agreement may also be obtained from a proxy 
server on the Internet using the following URL: http://hdl.handle. 

net/1 895.22 /1013". 

3. In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or incorporates 
Python 1.6.1 or any part thereof, and wants to make the derivative work 
available to others as provided herein, then Licensee hereby agrees to include 
in any such work a brief summary of the changes made to Python 1.6.1. 

4. CNRI is making Python 1.6.1 available to Licensee on an "AS IS" basis. CNRI 
MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. BYWAY 
OF EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, CNRI MAKES NO AND DISCLAIMS ANY 
REPRESENTATION OR WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FfTNESS FOR ANY 
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PARTICULAR PURPOSE ORTHATTHE USE OF PYTHON 1.6.1 WILL NOT INFRINGE 
ANYTH 旧 D PARTY RIGHTS. 

5. CNRI SHALL NOT BE LIABLETO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF PYTHON 1.6.1 
FOR ANY INCIDENTAL SPECIA し OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A 
RESULT OF MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING PYTHON 1.6.1, OR 
ANY DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF ADVISED OFTHE POSS 旧 IUTYTHEREOI=. 

6. This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of 
its terms and conditions. 

7. This License Agreement shall be governed by the federal intellectual property 
law of the United States, including without limitation the federal copyright law, 
and, to the extent such U.S. federal law does not apply, by the law of the 
Commonwealth of Virginia, excluding Virginia’ s conflict of law provisions. 
Notwithstanding the foregoing, with regard to derivative works based on 
Python 1.6.1 that incorporate non-separable material that was previously 
distributed under the GNU General Public License (GPI_), the law of the 
Commonwealth of Virginia shall govern this License Agreement only as to 
issues arising under or with respect to Paragraphs 4, 5, and 7 of this License 
Agreement. Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any 
relationship of agency, partnership, or joint venture between CNRI and Licensee. 
This License Agreement does not grant permission to use CNRI trademarks or 
trade name in a trademark sense to endorse or promote products or services of 
Licensee, or any third party. 

8. By clicking on the '"ACCEPT button where indicated, or by copying, installing or 
otherwise using Python 1.6.1, Licensee agrees to be bound by the terms and 
conditions of this License Agreement. 

ACCEPT 


CWI LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 0.9.0THROUGH 1.2 


Copyright (c)1991-1995, btichting Mathematisch Centrum Amsterdam, 
The Netherlands. All rights reserved. 


• sqlite 

Copyright Release for 
ContributionsTo SQLite 

SQLite is software that implements an embeddable SQL database engine. SQLite is 
available for free download from http://www.sqlite.orq/. The principal author and 
maintainer of SQLite has disclaimed all copyright interest in his contributions to 
SQLite and thus released his contributions into the public domain. In order to keep 
the SQLite software unencumbered by copyright claims, the principal author asks 



次のページにつづ < 





232 商標とソフトウェアにつし、て 


Others who may from time to time contribute chanaes and enhancements to 
likewise disclaim their own individual copyright interest. 

Because the SQLite software found at http://www.sqlite.org/ is in the public 
domain, anyone is free to download the SQLite software from that website, make 
changes to the software, use, distribute, or sell the modified software, under either 
the original name or under some new name, without any need to obtain 
permission, pay royalties, acknowledge the original source of the software, or in any 
other way compensate, identify, or notify the original authors. Nobody is in any way 
compelled to contribute their SQLite changes and enhancements back to the 
SQLite website.This document concerns only changes and enhancements to 
SQLite that are intentionally and deliberately contributed back to the SQLite 
website. 

For the purposes of this document, "SQLite software" shall mean any computer 
source code, documentation, makefiles, test scripts, or other information that is 
published on the SQLite website, http://www.sqlite.org/. Precompiled binaries are 
excluded from the definition of "SQLite software" in this document because the 
process of compiling the software may introduce information from outside sources 
which is not properly a part of SQLite. 

The header comments on the SQLite source files exhort the reader to share freely 
and to never take more than one gives. In the spirit of that exhortation I make the 
following declarations: 

I dedicate to the public domain any and all copyright interest in the SQLite software 
that was publicly available on the SQLite website (http://www.sqlite.org/) prior to 
the date of the signature below and any changes or enhancements to the SQLite 
software that I may cause to be published on that website in the future. I make this 
dedication for the benefit of the public at large and to the detriment of my heirs 
and successors. I intend this dedication to be an overt act of relinquishment in 
perpetuity of all present and future rights to the SQLite software under copyright 
law. 

To the best of my knowledge and belief, the changes and enhancements that I 
have contributed to SQLite are either originally written by me or are derived from 
prior works which I have verified are also in the public domain and are not subject 
to claims of copyright by other parties. 

To the best of my knowledge and belief, no individual, business, organization, 
government, or other entity has any copyright interest in the SQLite software as it 
existed on the SQLite website as of the date on the signature line below. 

I agree never to publish any additional information to the SQLite website (by CVS, 
email, scp, FTP, or any other means) unless that information is an original work of 
authorship by me or is derived from prior published versions of SQLite. I agree never 
to copy and paste code into the SQLite code base from other sources. I agree never 
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to publish on the SQLite website any information that would violate a law or breach 
a contract 

Signature: 


Date: 

Name (printed): 


• その他のシステム名、製品名は、一般的に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。なお、 
本文中では ™、@ マークは 明記していません。 




エンドユーザライセンス契約書 


Skype エンドユーザライセンス契約書 


重要一よ<お読み<ださい 

契約内容をお読みになる前に、第1章の定義に使用されている基本用語についてあらかじめご 
理解 < ださい。 

緊急電話の不可： お客様はこの契約をおぶことによって、 Skype ソフトウェアび緊急電話のヴ 
ポートや処理を目的としていないことを認め、同意するものとします。これについては、第7条 
ち参照してください。 

契約の締結： このエンドユーヴライセンス契約は、 Skype ソフトウェアの使用に関して 
Skype Software S.a.r.l. とお客様すなわちユーヴとの間で結ばれるちので、有効かつ拘束力を持 
ちます。 Skype ソフトウェアをインストールして使用するためには、[同意する]ボタンをクリッ 
クして、この契約に同意していただく必要びあります。このコンピュータにインストールした 
Skype ソフトウェアか、お客様または第=者び他の夕ーミナルにインストールした Skype ソフ 
トウェアかに関わらず、この契約はお客様の Skype ソフトウェアの使用全般に適用されます。 
さらに、 Skype ソフトウェアをインストールして継続的に使用するためには、この契約と、今後 
の改訂版のすべての条項に拘束されることに同意していただ<必要びあります。 

電子署名と契約： [同意する]ボタンか類似のボタンまたは Skype び指定した U ンクをク U ック 
するか、 Skype ソフトウェアをダウンロードしてインストールすることによって、お客様は法 
的拘束力を持つ契約を結ぶことにな D ます。これによってお客様は、契約書の署名、ミち文、その 
他の記録の作成に電子通信を使用すること、および通知、ポリシー、 Skype ソフトウェアを使っ 
て開始または完了した取引の記録などを電子的に配信することに同意したことにな D ます。さ 
らに、裁判管轄内の法規に基づさ、原本の署名や、電子形態でない記録の郵送やな管びホめられ 
る場合は、適用法で許可される範囲内で、その権利と要ホを放棄することに同意するちのとしま 
す。 


裁判管轄区域の制限: インターネットアプ U ケーシヨンの使用に年齢制限び設けられていたり、 
このような契約を結ぶことに年齢制限び設けられている裁判管轄区域に在住し、それらの制限 
び適用される場合は、本契約を結んで Skype ソフトウェアをダウン□-ド、インスIル、使用 
することびでをません。さらに、インターネット通信ソフトウェアの提供や使用び禁じられて 
いる裁判管轄区域に在住している場合も、この契約を結んで Skype ソフトウェアをダウンロー 
ド、インス トール、使用することはでをません。この契約を締結すると、お客様自身の裁判管轄 
区域で Skype ソフトウエアを使用できることを確認したという明示的な表明になります。 


第1索定義 

この契約書にはしツ下の定義び適用されます。 

1.1 関連会社: 直接または間接的に Skype を管理する、 Skype によって管理される、または 

Skype と共通管理される企業、会社、またはその他の法人。この定義上、 r 管理」とはその 
企業、会社、または法人の発行済み議ミ夫権株式の50% を直接ないし間接的に所有す 

ることを意巧します。 
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1.2 契約： このエンドユーヴライセンス契約書は、随時更新、変更、または改正することびで 
をます。 

1.3 緊急電話サービス: 各地域または国に適用される規制要件に基づいてユーヴを緊急電話 
サービス担当者や公衆ま全庇答センターに接続するサービスを指します。 

1.4 マニュアル: Skype びオンラインまたは他のち法で提供するマニュアル。 

1.5 発効曰： 前述の [ 同意する ] ボタンをク U ックするか、 Skype ソフトウェアをダウン □- 
ド、インストール、（継続 ) 使用することによって、この契約び締結される日付。 

1.6 知の所有権: Skype のソフトウェア、マニュアル、 Web サイト、販売促進資料などに含 
まれていたり、これらに関連する著作権、商標、特許、ノウ八ウや企業秘密を含むすべての 
知的所有権。 

1.7 パスワード： お客様び指定したコードであり、ユーヴ ID と組み合わせて使用することで、 
ご自分のユーヴアカウントにアクセスでをます。 

1.8 Skype : ルクセンフルグ大公国の法律に従って設立された会社 、 Skype Software S.a.r.l. 
( 所在地 ：15 rue Notre Dame, L- 2240 Luxembourg, Luxembourg 、 き録ま号 

B100467. VAT ま号 LU 201802 39) を指します。 

1.9 Skype API : Skype ソフトウェアび特定のプラットフォームまたはオペレーティングシ 
ステムに機能を提供するために使用する一連のルーチンから成るアプ U ケーシヨンプ 
□ グラムインターフェース 。 Skype API は、 Skype ソフトウェアに組み込まれているか、 
U ンクされています。 

1.10 Skype オンライン資料: Skype Web サイトからダウンロードできる Skype のノけ一。 
Skype のロコと Skype Web サイトへの U ンクで構成されています。 

1.11 Skype ，眼売促進資料: Skype び会社、製品、および営業促進のために所有し使用するあら 
ゆる形態の商標、名称、標示 、 □ 3 、バナー、 Skype オンライン資料、その他の資料。 

1.12 Skype ソフトウェア: Skype び販売するインターネット通信ソフトウェア 。 Skype APk 
U しマニュアルとその修正プ □ グラム、アップデート、アップグレードなどを含みます。 

1.13 Skype のスタッフ： Skype またはその関連会社の幹部、取締役、従業員、代理店や、 

Skype またはその関連会社び雇用したその他の人員。 

1.14 Skype Web サイト: www.skype.com およびその他の URL で利用できる Web サイト 
のすベての要素、コンテンツ、およびルックアンドフィール。ここから Skype ソフト 
ウェアをダウン□ー ドでをます。 

1.15 利用規約: VoIP ヴービスの使用に関して Skype Communications S.a.r.l . とお客様との 
間で結ばれる契約を指します。 

1.16 UI : Skype ソフトウェアのユーヴインターフェー ス。 

1.17 ユーザアカウント: Skype ソフトウェアを使用するため、お客様びユーヴ D と K スワー 
ドで定義したアカウントを指します。 

1.18 ユーザ ID : お客様び選択した識別コードを指し、パスワードと組み合わせて使用するこ 
とで、ご自分のユーヴアカウントにアクセスでをます。 

1.19 VoIP サービス: 利用規約に基づいて提供される有料サービスを指します。 

1.20 お客様: Skype ソフトウエアの エン ド ユー ヴであるお客様。 


第2索ライセンスと制限 

2.1 ライセンス。 本契約の条項に従って、 Skype は、 Skype び提供するインターネット通 
信アプ U ケーシヨンおよび Skype び明示的に提供する可能性のあるその他のアプ U 
ケーシヨンを個人で使用することを目的として、お客様びコンピュータ、電話、または 
PDA に Skype ソフトウエアをダウン □- ド、インス I ル、使用するための限定的、個 
人的、非営利的、非独占的、サブライセンス不可、譲ミ度不可の無償ライセンスを供与します。 
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お客様は、本契約の条項に従って Skype ソフトウェアを勤務先で使用することを許可さ 
れています。 

2.2 第=ちへの権利委譲禁止。 お客様は、 Skype ソフトウェアまたはその一部を販売、譲蔽 
賃貨、賃借、配布、輸出、輸入したり、その仲介者や提供者となったり、第兰者に Skype ソ 
フトウェアまたはその一部に関連する権利を与えてはなりません。 

2.3 変更の禁止。 お客様は、 Skype ソフトウェアまたはその一部の変更、派生製品の作成、 
翻訳、 U バースエンジニア U ン义逆コンパイル、逆アセンスレ、八ッキングを行ったり、 
他者に許可したり、その権限を与えてはなりません。 

2.4 サードパーテイ。 お客様は、サードパーティび所有し管理しているソフトウェアやその 
他の技術に Skype ソフトウェアび組み込まれていたり、 Skype ソフトウェア自体にそ 
れらび組み込まれている可能性を認め、これに同意するちのとします。そのよラなヴー 
ドパーティの組み込みソフトウェアや技術を、この契約の範囲に含まれます。 Skype ソ 
フトウェアと一緒に提供されるサードパーティのソフトウェアや技術は、お客様び明示 
的にそのサードパーティとのライセンス契約に同意することを前提とします。そのよラ 
なヴードパーティのソフトウェアや技術に関する契約関係びお客様と Skype またはそ 
の関連会社との間に結ばれることはありません。お客様は権利を執行する上で、該当す 
るサードパーティのみを対象とすることを認め、これに同意するものとします。 

2.5 Skype ソフトウェアの新しいパ‘ージョン。 Skype は、 Skype ソフトウェアへの新機能 
の追加や、修正プログラムの提供、アップデート、アップグレードなどを Skype 独自の判 
断で行う権利を留イ呆します。 Skype ソフトウェアの新しいバージョンをお客様に提供 
する義務は Skype にはありません。また、 Skype ソフトウェアの新しいバージョンを 
ダウン□ー ド、インストール、使用するには、この契約書の改訂版で再契約び必要になる 
場合びあります。また、 Skype は、基盤となる技術の修理、改善、アップグレードや、そ 
の他の正当な理由によって、任意のバージョンの Skype ソフトウェアに関連したお客様 
の使用権の修正、撤回、または停止や、お客様び既にアクセスまたはインストールした 
Skype ソフトウェアの無効化を予告なしに独自の判断で行うことびあります。ここで 
いラ正当な理由には、お客様び本契約書の条項に違反していること、損害賠償の対象とな 
りうる問題の原因となっていること、 Skype のポリシー (www.skype.com/intl/ja/ 
company/legal/terms/etiquette.html) に従っていないこと、または不正、非道徳的、 
違法な活動に関与していることび Skype によって判断される場合び含まれます。 

Skype は、 （ 1)Skype ソフトウ王アの新バージョンの UU- スの有無、（リ Skype とお 
客様との間で結ばれたライセンスまたはこの契約の終了や解約に起因する直接的または 
間接的な損害に関連する責任を一切負わないちのとします。 

2.6 有料サービス。 この契約は、 Skype ソフトウェアの無料ダウンロード、インストール、 
使用に適用されます。 Skype またはその関連会社び提供する有料サービスの使用は、 
Skvpe の Web サイトに掲載されている別のサービス条項に従います。 


第3索ライセンス制限と追加索頂の定義 

3.1 Skype ソフトウェアの販売。 この契約の下では、 Skype ソフトウェアの販売は禁じら 
れています。販売権を得るには 、 Skype Web サイトに掲載されている r 販売条勒に同 
意し、それに従ラ必要びあります。 

3.2 Skype API の販売。 本契約の下では、お客様（または第 = 荀び販売するアプ U ケーシヨ 
ンまたは販売する予定であるアプ U ケーシヨンに関連して Skype API を使用すること 
は禁じられています 。 Skype API を使用したお客様ご自身のアプ U ケーシヨンを販売す 
るには 、 Skype Web サイトに掲載されている 「 API の利用規約」に同意し、それに従うお 
要びあります。 
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3.3 SkypeAPI の使用。 Skype API は、な下の場合に限り、アプ U ケーンヨンを Skype ソフ 
トウェアに接続する目的のためだけに第 2.1 項のライセンス条件に従って使用でをます。 

3.3.1 SkypeAPI の使用び正当な目的のために実行され、 Skype ソフトウェアの機能 
または性能や Skype によって提供されるヴービスを劣化するものではない。 

3.3.2 UI を削除または隠したり、 UI よりも目立ったりするなど、エンドユーヴび川に 
アクセスでをな < なったりしない。 

3.3.3 Skype の Web サイトを監視し、当該法律文書び変更された場合に認識でをるよ 
うにする。該当する法律文書の変更に同意しない場合は、ただちに Skype API の 
使用と関連する Skype ソフトウェアの使用を中止してください。 

3.3.4 SkypeAPI を使用する場合は、あくまでちお客様自身の U スクと責任において巧 
ラ必要びあります。 

3.4 その他の例が。 この契約または r 販売条項」または 「 SkypeAPI 利用規約」で許可されてい 
ないことを行いたい場合は、 Skype から書面による承認を事前に受け、その他の ( 商業的） 
条項に明示的に同意する必要びあります。 

3.5 Skype 販促資料。 この契約によって、 Skype の販促資料を使用する権利びお客様に付 
与されることはありません。 


第4索お客様のコンピュータの使用 

4.1 お客様のコンピュータの使用。 Skype ソフトウェアは、 Skype ソフトウェアとユーヴ 
間の通信だけを目的として、お客様のコンピュータ（またはその他のデバイス）のプロ 
セッヴおよび帯域幅を使用する場合びあります。お客様はこれを了をするちのとします。 

4.2 お客様のコンピュータ（リソース）のな 護。 Skype ソフトウェアは、お客様の〕ンピュー 
夕 リソース（またはその他のデバイス）と通信のプライバシーと整合性をな護するため 
に商業的に妥当な範囲内で努力をしますび、これに関する保証は提供していません。 


第5索巧密巧持とプライバシー 

5.1 Skype の機密情報。 お客様は、 Skype 、 その関連会社、 Skype のスタッス Skype ソ 
フトウェア、および知的所有権に関する情報の機密を保持するために妥当な措置をとる 
ことに同意するものとします。 

5.2 お客様の個人情報とプライバシー 。 Skype は、お客様のプライバシーと個人情報の秘密 
厳守をお約束します。 Skype の Web サイト ( www . skype . com / go / privacy ) に公おさ 
れた r プライバシーポ U シー」は、お客様の個人情報、伝送データ、および通信内容に適用 
されます。 Skype は、お客様からの明示的な同意を得ない限り、お客様の個人情報を第 
兰者にマーケティング目的で販売またはレンタルせず、お客様の情報をプライバシーポ 
U シーの規定に従ってしか使用しません。お客様の情報はコンピュータにな巧かつ処理 
されます。これらのコンピュータは、お客様の在住国しツかの場所に所在する場合びあり、 
セキュ U ティ関連の物理デノ（イスとテクノロジの両方によって保護されています。お客 
様は、プライバシーポ U シーに従って、これらの情報にアクセスし変更を加えることび 
でさます。ご自分の情報びここに記載するち法で転送または使用されることに同意でを 
ない場合は、 Skvpe のサービスを使用しないでください。 
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第6索知的財産権 

6.1 独占の所有権。 Skype ソフトウェアに起因する知的所有権はすべて現在ち将来も 
Skype とそのライセンサーび独占的に巧有するちのとします。本契約の条項は、かかる 
ミ □ 的所有権をお客様に譲ミ度または付与するちのではありません。お客様は、本契約によっ 
て知的所有権を限定的に使用する権利のみび与えられます。知的所有権をを険にさらし 
た 0 、制限、巧害するよ 5 な行動は禁じられています。知的所有権の不正使用は本契約の 
違反行為であり、著作権法および商標法を含む知的所有権の違反行為でちあることを認 
識し、これに同意するものとします。 Skype ソフトウェアに含まれないび、 Skype ソフ 
トウェアを使用することによってアクセス可能な第兰者コンテンツのすべての権原およ 
び知的所有権は、各コンテンツ所有者の所有物であ D 、著作権法をはじめとした知的財産 
関連の法律および条約でイ呆護されている可能性びあります。お客様はこれを認識し、了 
承するちのとします。 

6.2 Skype の知的所有権または Skype ソフトウェア （Skype API も含む）のライセンサーを 
除き、お客様は自分で作成したアプ U ケーシヨン、素な、製品、またはプロセスのうち、 
Skype API に基づしにいるものや Skype API を利用しているものに対する知的所有権 
を留イ呆します。お客様は、 （ a) 自分で開発した知的財産のうち 、 Skype API に基づくもの、 
Skype API を使用するちの 、 Skype API に関連したものに関する一切の損害、責任、訴因、 
判ミ夫、または請ホ、および （ b) お客様び Skype API を使用、依存、または参照したことに 
よって生じる一切の損害、責任、訴因、判ミ夫、または請ホに関して、 Skype 、 その関連会社、 
そのライセンシー、譲 D 受け人、または継承者に巧して訴訟を起こさないことを約束する 
ちのとします。お客様と Skype の関係と同様に、 Skype とそのライセンサーは、 

Skype またはそのライセンサーによって / のために作成された Skype ソフトウェア 
(Skype API を含む）および一切の巧生物に対する知的所有権を留イ呆します。 

6.3 著作権表示除去の禁止。 知的財産権および Skype の権利やその所有権に関する表示を 
削除または非表示にしたり、判読不能にしたり、変更を加えることは禁じられています。 
これらの表示を資料に追加したり、一部として含めるなど、関連付けのあ態は問いません。 

6.4 翻訳。 発効日しツ前またはしツ降に Skype の Web サイトに掲載されている情報や、そこか 
らアクセス可能な情報をお客様び翻訳した場合や、 Skype びお客様に翻訳を依頼した 
場合、その知的所有権は、お客様への補償なしに現在も将来も Skype の独占所有となり 
ます。 


第7を通信と Skype ソフトウェアのほ用 

7.1 通信。 Skype ソフトウェアをインストールすることによって、お客様は他の Skype ソ 
フトウェアユーヴとの通信び可能になります。 

7.2 ■(呆証の否認。 Skype は、お客様び他の Skype ソフトウェアユーヴと常に通信できること、 
中断や遅延その他の通信関連の障害な < 通信でをること、または通信メッセージび他の 
Skype ソフトウェアユーヴに必ず配信されることを保証するものではありません。 
Skype は、 Skype ソフトウェアの使用中に発生するそのような中断や遅延その他の障 
害に つし、 ては責任を負いません。 

7.3 通信内容に関ずる責任の否認。 Skype ソフトウェアを使って伝播される通信内容に巧 
する全責任は、かかる通信内容の発信者び負います。したびって、お客様は、無礼、未成年 
者にとって不適切、お藝、または不愉快な内容にさらされる可能性もありますび 、 Skype 
は、 Skype ソフトウエアを使って展開される通信内容に関しては一切責任を負いませ 
ん。 
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7.4 緊急電話サービスの拒否。 Skype ソフトウェアは病院、警察、医療施設などへの緊急電 
話をサポートする目的で提供されていないことに、お客様は明示的に同意し、了解するち 
のとします。 Skype とその関連会社または Skype スタッフはそのような緊急電話につ 
いては一切責任を負いません。 

7.4.1 別をの手続き。 お客様は、この契約に同意することにより、緊急電話サービスに 
アクセスするには追加の取りミ夫めを結ぶ必要びあることを了承するちのとしま 
す。お客様は、緊急電話サービスにアクセスするには、それらのサービスへのア 
クセスを提供する従来型の固定電話または移動電話ヴービスを Skype ソフト 
ウェアとは別に購入する必要びあることを認識し、これに同意するものとします。 
7.4.2 緊急電話サービスの提供義務なし。 お客様は、地域や国に適用される規則、規制、 
法律などに基づき、緊急電話サービスを提供する義務び Skype にないことを認 
識し、了をするものとします。また、 Skype び本来の電話サービスに取って代わ 
るちのではないことち了承するちのとします。 

7.5 合法的な目の。 お客様は合法的な目的でのみ Skype ソフトウェアを使用することに同 
意し、了解するちのとします。したびって、 （ a) お客様宛てでない通信を傍受、聰取、破損、 
または変更すること、化） Skype ソフトウェアまたは通信の歪曲、消去、破損、分解を目 
的としたスパイダー、ウイルス、ワーム、卜 □ イの木馬、メール爆弾などを使用すること、 
(C) 適用法で禁止されている営利的な迷惑メールを送信すること、 （ d ) 無ネし未成年者に 
とって不適切、顆藝、または不愉快な内容を他のユーヴに開示することは禁じられていま 


す。 


第8索契約巧巧と解約（の結ま） 

8.1 契約期間。 この契約は発効曰から、しツ下に定める Skype またはお客様による解約時まで 
有効とします。 

8.2 Skype による解約。 Skype は、お客様び本契約書の条項に違反していること、損害賠償 
の巧象となりうる問題の原因となつていること、 Skype のポ U シー （ www.skype. 
com/intl/ja/company/legal/terms/etiquette.html) に従つていないこと、第=者の知 
的財産権を侵害していること、または不正、非道徳的、違法な活動に関与していると考え 
られる理由びある場合、本ライセンスおよび Skype ソフトウエアのお客様による使用の 
制限、停止、または解約 、 Skype Web サイトへのアクセスの禁止、ユーヴアカウントや 
ユーヴ ID の削除を即時行ラことびでをます。これによって、当社び利用でをる法的救済 
策び制限されることはありません。 Skype は、お客様び指定した電テメールアドレスに 
通知を送るか、お客様のユーヴアカウントへのアクセスを阻止することで、この契約を 
解約できます。 Skype は、 1 年し iLh 使用されていないユーヴアカウントをキャンセル 
する権利を留イ呆します。 

8.3 お客様による解約。 お客様は、な項 8.4 に定める条件を満たす場合、理由の有無にかかわ 
らず、この契約を随時解消でをます。 

8.4 解約の結果。 この契約を解約すると、お客様は、 （ a) Skype ソフトウエアを使用するライ 
センスと権利び終了することを認め、 （ b) Skype ソフトウエアの使用を全面的に中止し、 
(C) 八ードドライブ、ネットワーク、その他の記憶媒体すベてから Skype ソフトウエア 
を削除して、所有または管理している Skype ソフトウエアの〕ピーをすベて破棄するも 
のとします。 

8.5 免責。 Skype は、この契約の解約に起因する損害については一切責任を負いません。 
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ま9索おさ様の表明と f 呆証、 Skype の巧責 

9.1 表明。 お客様はこの契約を締結して条項に従ラことを表明し、イ呆証するちのとします。 
さらに、お客様は常にこの契約および Skype ソフトウェアの使用に適用されるすべての 
法律、規約、ち針に従って義務を果たすことを表明し、イ呆証するちのとします。 

9.2 巧責。 お客様による （ a) この契約または適用法規制のいずれかの条項の違反や不履行、 
化）第兰者の権利の侵害、 （ C ) Skype ソフトウェアの使用や誤使用、 （ d) Skype API の使 
用や変更、 （ e) Skype ソフトウェアを使った通信の展開、などに起因または関連して当 
事をに発生した弁護 ± 料を含むあらゆる責任と費用について、お客様は Skype 、 その関 
連会社、および Skype のスタッフを免責し、損害からイ呆護することに同意するものとし 
ます。 

9.3 米国源泉徴収税。 （米国に拠点を置くエンドユーヴまたはカスタマーのみに適用されま 
す） Skype およびホ国し义外の国に拠点を置く Skype 関連会社 （Skype Software S.a.r . し 
Skype Technologies, SA 、 および Skype Communications S.a.r.l . を含むびこれに限 
らない）は、 1986 年内国歳入法典と財務省規則に規定される米国連邦税法令を完全に 
順守するものとします。 Skype, Inc . (米国に拠点を置く Skype の関連会社）は、お客様 
び Skype ソフトウェア、 VoIP ヴービス 、 Skype API を使用した結果生じるすべての米 
国納税義務に、米国に拠点を置 < すべてのエンドユーヴとカスタマーび従 5 ことびでを 
るよラ支援するよラ指名されています。お客様は、内国歳入法典の第 3 章第 3406 項を 
はじめとした源泉徴収条項と、内国歳入法典の第 6 章の報告条項を目的として、 Skype, 
Inc. をお客様の源泉徴収代理人に指名することにここに同意します。お客様び同意した 
ことにより、米国租税法上のお客様の弁護権び変わり、米国 !;( 外の Skype 組織に対する 
支払いに関連した税金び免除されることはありません。米国連邦法に基づ<所得税の納 
税責任または報告責任に関連したお客様の権利および義務、またはその他の関連情報 
(W-8BEN フォーム（米国源泉課税に関する海外受益者の状況証明書）など）につい口ま、 
Skype (taxation@skype.net) までお問い合わせください。 

9.4 輸出規制。 お客様は、ソフトウェアの輸出を制限する国際規則び Skype ソフトウェアに 
適用される可能性びあることを承諾するものとします。また、 Skype ソフトウェアに 
適用されるあらゆる国際法および国内法に加え、各国政府によって施行されるエンド 
ユーヴ、最終使用、および輸出先に関する規制にち従ラちのとします。 


ま10条 f 呆証の否認 

10.1 保証の否認。 Skype ソフトウェアは保証なしに「現状のまま」提供されます。 Skype は 
明示、點示、法定にかかわらず、品質な証、性能、権利の不侵害、商品性、特定目的への適合 
性を含め、 Skype ソフトウェアに関する一切のな証や表明をいたしません。また、 
Skype ソフトウェアび常に入手可能またはアクセス可能であること、中断や遅延びない 
こと、ま全、正確、完全であること、エラーびないこと、パケットを失わずに動作すること、 
などについても表明やな証をいたしません。さらに、 Skype ソフトウェアを介したイ 
ンターネットへの接続やインターネットからの転送、通話の品質についてち保証いたし 
ません。 

10.2 緊急電話サービスに関ずる免責。 Skype は、 Skype ソフトウェアと共に緊急電話サー 
ビスを提供していません。 Skype とその幹部や従業員は、しかげよる請ホ、損害、または損 
失についてち責任を問われることはあ D ません。お客様は、緊急電話サービスの担当者 
に連絡するために Skype ソフトウェアを使用したことに起因または関連するいかなる 
請ホや訴訟を起こす権利を放棄するものとします。お客様は、 Skvpe ソフトウェアの 
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欠如、障害、停電などに関連してお客様び被ったいかなる請ホ、損失、損害、罰金、罰則、費 
用（弁護 ± 料を含むびこれに限らない）などからも、 Skype 、 Skype のスタッフ、関連会社、 
代理店、 Skype ソフトウェアに関連したヴービスをお客様に提供するその他のヴービ 
スプ □ バイダを免除し、これを補償するものとします。これには、 Skype び緊急電話サー 
ビスを提供していないことに起因する請ホち含まれます。 

10.3 お客様のリスク。 Skype ソフトウェアの使用やパフォーマンスから生じるすべての U 
スクは法律び許可する範囲内でお客様び負ラちのとします。 

10.4 裁判管轄区域の制限。 裁判管轄によっては、上述の除外や制限を認めていないため、一部 
の除外や制限びお客様に適用されない場合をあ 0 ます。この場合、責任の限度は適用法 
令で認められる限りにおいて制限されます。 


ま11索 責任の制限 

11.1 巧責。 Skype ソフトウェアはお客様に無料で提供されます。したびって、 Skype とそ 
の関連会社、ライセンサー、および Skype のスタッフは、しツ下に述べる Skype ソフト 
ウェアの使用に関連または起因する結果については一切責任を負わないちのとします。 

11.2 責任制限。 契約、保証、不法行為 ( 過失を含む ) 、製品責任、その他どのよラな形態の責任で 
あれ、 Skype ソフトウェアの使用または使用不能から生じた間接的、付随的、特別、派生 
的な損害 ( データの消失、中断、コンピュータの故障、金銭上の損失を含む ) については、た 
とえ Skype とその関連会社、ライセンサー、または Skype のスタッフびそのような損害 
の可能性について知らされていた場合でち、一切責任を負いません。 

11.3 救済。 Skype ソフトウェアに関するあらゆる問題や不満に関するお客様の唯一の権利 

または救済策は、 Skype ソフトウェアをアンインストールして使用を中止することです。 

11.4 裁判管轄区域の制限。 裁判管轄によっては、上述の除外や制限を認めていないため、一部 
の除がや制限びお客様に適用されない場合ちあります。この場合、責任の限度は適用法 
令で認められる限りにおいて制限されます。 


第12索 一般規定 

12.1 契約の改訂版。 Skype は本契約書を随時変更する権利を留なします。そのよ 5 な改訂 
版契約書は、お客様に提供するか Skype Web サイトに掲載します。改訂版の契約は、 
Web サイトで公開されるかお客様に配布されてから 30 曰後に有効になります。ただ 
し、 30 曰び経過する前にお客様び [ 同意する]ボタンをク U ックして改訂版の契約の内 
容に明示的に同意した場合は、ク U ックした時点で有効になります。お客様び契約に巧 
示的に同意するか、 30 日間の通知期間び経過した後ち Skype ソフトウエアを使用し続 
けた場合は、改訂版の契約条項に法的に拘束されることに同意したちのとみなされます。 
この契約書の最新バージョンは、 www.skype.com/company/legal/eula に掲載され 
ています。 Skype は、この契約を随時変更する権利を留なします。 

12.2 契約全体。 この契約の条項と条件は、お客様と Skype の間の完全な合意から成るもので、 
この件に関する従前のすべての認識や合意に取って代わるちのとします。 

12.3 部分的な無効。 この契約の条項やその規定のいずれかび、あらゆる状況または特定の状 
況で無効または執行不可能とみなされた場合ち、残りの条項や規定は引を続を完全な法 
的効力を有するちのとします。 

12.4 放棄の否定。 Skype びある時点でこの契約の規定の実施を要ホしなかった場合でも、書 
面によって明示的にその権利を放棄しない限り、後日その条項の実施を要ホする権利に 


影響び及ぶことはあ D ません。 
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12.5 お客様による譲渡禁止。 お客様びこの契約またはこれに基づく権利を他者に譲ミ度するこ 
とは禁じられています。 

12.6 Skype による譲渡。 Skype は独自の判断で、予告なしにこの契約またはこれに基づく権 
利を関連会社に譲 ; 度することびでをます。 

12.7 適巧法。 この契約には、ルクセンフルグ大公国またはお客様の在住国の法律や規定との 
抵触に関係な < 、ルクセンブルグ大公国の法律び適用され、それに化って解釈されます。 

12.8 管轄裁判所。 この契約に起因または関連する訴訟手続きはすべて現在ルクセンブルグに 
あるルクセンブルグ大公国の法廷で管轄権に従ラちのとします。 

12.9 言語。 本契約書の英語の原版は、英語しツかの言語に翻訳されています。本契約書の英語 
版と国際版の間に不一致または矛盾びある場合は、英語版び優先されるをのとします。 
http://www'skype'com/intl/ja/companv/leaa ン eula/index'html 
http://www.skype.com/ind/en/leaa ン 


お客様は本契約書を読み、記載された権利、義務、条項、および就牛を理解したことを巧示のに認 
めるちのとしまず。お客様は[同意ずる]ボタンをクリックずるか、 Skype ソフトウェアのイ 
ンス I ルを継続ずることによって、そのを項とを件に拘束され、ここに定める権利を Skype 
に与えることに明示のに同意したことになります。 


© Skype- 最終更新日 : 2 006 年 8 月 1 7 日 
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まな仕様 

本機 

液晶ディスプレイ： 

3.5 型、 TFT 駆動 、800 X 480 ドット、 65,536 色 
内蔵メモ U— : 

1 GB ( ユーヴー領域：約 850 MB) U 
SDRAM 128 MB 

u — 部をデータ管理領域として使用しています。内蔵メモ U —にサンプルデータびな巧され 
ています。これらのデータを削除すると、内蔵メモ U- の残量を増やせます ( が 29 ぺージ)。 
インターフエース： 

DC IN 5.2 V ジャック 

ヘッドセットジャック（平型 10 ピン） 

Hi -Speed USB (mini-AB ) コネクター 

" メモ U- スティックデュオ " ス □ ット（マジックゲート非対応） 

ワイヤレス LAN (IEEE 802.11 b/g 対応） 

外お寸法： 

130.8 X 20.7 X 64.6 mm ( 幅 x 高さ x 奥行き）（ま起部含まず） 

質量： 

193 g ( バッテ U- を含む） 

バッテ U- 使巧時間 2> : 

Web サイトの閲覧：最大約 6 時間 
インターネット電話：最大約 6 時間 
チャット . インターネット電話の待ち受け：最大約 22 時間 
音楽再生：最大約 20 時間 
ビデオ再生：最大約 7 時間 
3 この数値は、しツ下の条件での数値です。 

-へッドセットを使用 

一 「オートバックライトオフ」を r 有効」に設定 
- バックライトのけ月るさ ( バッテ U-) 」 を「 3 」に設定 
- ネットワーク設定の r 省電カモード」を r 有細に設定 
- Music と Video の再生中は rw 旧 ELESS LAN スイッチ」を 「 OFF 」 

- Video は rMPEG4/ 384 kbps /15 fps 」 のファイルを再生 

これらの数値は、本機の使用条件や設定、ネットワークの状況によって異なることびあります。 
動作温度： 

5 〜 35 で 



巧のページにつづ< 






ワイヤレス LAN 

規格： 

IEEE 802.11 b/g 

セキュ U ティー : 

WEP (128 ビット /64 ビット、才ープンシステム / 共有キ ー ) 
WPA-PSK (TKIP/AES) 

変調フォーマット： 

DSSS 方式 （IEEE 802.1 化準拠） 

OFDM 方式 (IEEE 802.11 g 準拠） 

通信範囲 3 : 

約 50 m 

通信範囲は、本機の使用条件や設定によって異なることびあります。 


内蔵カメラ 

マクロ機能 ( 接写 ) 付を 130 万画素 

画像 

巧庇ファイル形式： 

JPEG 4 け） 

PNG 5) 

隱リ 

画素数： 

表示時 ： JPEG : 3,072 X 2,304 ドット ( 約 700 万画素）（最大） 

PNG/BMP : 2,560 x 1,920 ドット ( 約 500 万画素 ) （最大） 

編集時： 1,280 X1,024 ドット ( 約 130 万画素）（最大） 

プ □ グレッシス PEG には対応していません。 

ファイルサイズび 5MB しツ上の画像には対応していません。 

ビデオ 

対応ファイル形式： 

MP4 File Format 

Memorv StickVideo Format 

ASF 

巧庇ビデオコーデック： 

MPEG-4 (Simple Profile/Advanced Simple Profile) 

AVC (Baseline Profile) 

WMV9 (VC-1) (Simple Profile) 

ビットレート ： 7 施 kbps ( 最大） 

フ レームレー ト： 30fps 撮大） 

解像度： 320 X 240 爆大） 

対応オーディオコーデック： 

AAC - に 

対応ビットレート： 8〜320 kbps 

対応ヴンプ U ング周波数： 8/11 .025/12/16/22.05/24/32/44.1/48 kHz 
WMA 

巧応ビットレート： 256 kbps 爆大） 

対応ヴンプ U ング周波数： 24/44.1/48 kHz 
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オーディオ 

対応 コー デ ック： 

MP3 

ATRAC (OpenMG 巧庇） 

WMA (Windows Media DRM 対応） 

AAC (AAC- に） 

対応ビットレート： 

MP3 : 32-320 kbps (可変ビットレート (VBR) 対応） 
ATRAC : 32〜352 kbps 

WMA : 32 - 355 kbps (可変ビットレート (VBR) 対応 ) 
AAC ； 8-320 kbps (可変ビットレート (VB の対応） 
対応ヴンプ U ング周波数： 

MP3 : 32/44.1/48 kHz 
ATRAC : 44.1 kHz 
WMA : 44.1 kHz 

AAC : 8/11.025/12/16/22.05/24/32/44.1/48 kHz 


SN 比： 

80 dB しツ上 
周波数特性： 

20 〜 20000 Hz ( 再生時、単信号測定 ) 


本体の仕様および外観は、改良のため予告な < 変更することびあります。 
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五十音順 


あ巧 

明るさ （ AC ). 137 

明るさ（バッテリー） . 137 

暗号化方式 . 130 

暗号キー . 33、132 

アンテナ内蔵部 . 14 

イコライヴー . 100 

インポート . 57 

液晶画面 . 13、15 

エクスポート . 57 

エディットツールバー . 108 

オートバックライトオフ . 137 

オートパワーオフ . 137 

才ート□グイン . 132 

オペレーシヨンキー . 13、15 

か巧 

壁紙 . 107、137 

キー操作音 . 138 

キーボード . 18 

キーボードバックライト . 137 

S 5 S . 52 

クイックレビュー . 123 

ク U ップ . 27 

ゲートウェイ . 132 

ゲートウェイアドレス . 130 

故障かな？と思ったら . 149 

Camera . 158 

GoogleTalk . 154 

Music . 156 

mylo Widget .152 

Photo .157 

RSS/Podcast .155 

Skype .153 

Video .158 


Web .155 

画面 . 150 

その他 .160 

テキストメモ . 159 

電源 . 149 

パソコンとの接続 . 159 

ワイヤレスネットワーク . 151 

コンテンツ . 52 

さ巧 

再生モード . 100 

サウンド . 138 

サブネットマスク . 132 

サンプルデータ . 29 

時刻表お形式 . 137 

システム . 138 

システムアップデート . 143 

システム情報 . 144 

シャッター音 . 120 

シャッターボタン . 13、120 

修飾キー . 19 

充胃 . 8 

充電用クレードルコネクター . 14 

手動登録 . 131 

巡回結果 . 53 

巡回設定 . 53 

省電力設定 . 137 

省電カモード . 130 

シヨートカット . 19 

初期設定 . 30 

ズーム . 120 

スキャン . 131 

スク□—ルモード . 49 

スタイラス . 15 

ステータスインジケーター ......... 14、1% 

ステータスバー . 17 

ストラップ取り付け部 . 14 
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スピーカー . 

.'… 14 、 97、115 

フィード . 

. 52 

スライドシヨー . 

. 106 

フィードのプ□パティ 

. 54 

ミ几申 

己又化 . 

. 137 

フオルダ構成 . 

. 168 

設定のバックアップ ......... 

. 138、140 

ブックマーク . 

. 47、48 

言文おの復兀 . 

. 138、141 

プレィ U スト . 

. 101、118 

設定のリセット . 

. 138、141 

プ□キシ . 

. 132 



ペイントツールバ ー.... 

. 109 

た巧 


へッドセット . 

……… 27 、 97、115 

代替 DNS サーバー . 

. 132 

へッドセットジャック 


タイムゾーン . 

. 137 


.13 、 27 、 97、115 

タスクマネージヤー ......... 

. 148 

へッドホン . 

.......... 27 、 97. 115 

タッチパネル . 

..... 13 、 15、138 

ポート番号 . 

. 132 

タッチパネル調整 . 

. 138 

ホームページ . 

. 47 

タッつ . 

. 15 

ホスト名 . 

. 132 

着信スイッチ . 

. 27 

ポッドキャスト(音声) 

. 58 

テキストメモ . 

. 127 

「ホットスポッりサー 

ビス . 146 

デモモード . 

. 138 

ホワイトバランス ......... 

. 122 

な巧 


ま巧 


内蔵メモ U — 


マイク . 

. 14、27 

. 96 、 104 、 114 、 120、168 

マイク-着信スイツチ付接続コード 

内蔵メモ U —の初期化 ..... 

. 138、142 


. 27 、 97、 ] 15 

a 時 . 

. 137 

7 イピクチャー . 

. 107 

入カモード . 

. 18 

マイプレイ U スト ......... 

. 101、]18 

ネットコ 5 ユニケーシヨンカスタマーリンク 

マク□スイッチ . 

. 14、120 


. 149 

7 スターリセット . 

. 161 

ネットワーク設定 . 

. 130 

ミラー . 

. 14 



"メモ U- スティック" 

. 165 

は巧 


"メモ U —スティックデュオ" 

パスワード . 

. 138、139 

28 、 57 、 96 、 104 、 114 、 120 、 165、1 朗 

パスワード変更 . 

. 138、140 

"メモ U —スティックデュオ"アクセス 

パスワード□ック . 

. 138、140 

インジケーター ......... 

. 28 

バックアップ . 

. 141 

"メモ U- スティックデュオ"ス□ット 


パ'ツクライト . 

バッテリー . 

バツテ U —残量 . 

日付と時刻 . 

曰付表お形式 . 

表术る . 

ファイルマネージヤー ., 


137 
，……7 
,...11 
137 
137 
132 
125 


. 13 

メモ U —スティックビデオフォーマット 

. 168、169 

" メモ U- スティックマイクロ " ........ 165 

モード A. 116 

モード B. 116 
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や巧 

ユーヴー巧書 . 136 

優先 DNS サーバー . 132 

予測変換 . 18、138、139 

己巧 

U ジューム . 99、117 

レンズ音 R (カメラ） . 14 

露出補正 . 121 

わ巧 

ワイヤレス接続 . 33、130 

ワイヤレスネットワーク . 32 


アルファベット順 


A 

AAC . 92 

AC アダプター . 8 

ATRAC . 92 

AVC (Baseline Profile ). 111 

AVLS (最大音量の制限) .138 

B 

BACK ボタン .16 

「 BB モバイルポイント」サービス ........ 147 

BMP . 103 

C 

Camera . 119 

CHARGE インジケーター . 8、9、13 

Cookie . 47 

D 

「 DCIM 」 フォ J レダ . 104、 120 

DC IN 5.2 V ジャック . 8、 13 

DHCP サーバー .132 

DISP ボタン .16 

DNS .132 

DNS アドレス .130 


「 DOCUMENT 」 フォルダ .128 

Drop Box 

. 46、98、105、116、 126.129 

「 DROPBOX 」 フォルダ 

. 46、96、104、 114 


E 

Exif 情報 . 106、 108 


Flash . 46、 47 

Fn キー .19 


G 

Google Search Widget .44 

GoogleTalk .80 

Gmail .85 

Gmail アカウント .81 

アカウント設定 .90 

イベント画面 . 84 

カスタムメッセージ . 86 

曲タイトル . 90 

効果音 . 90 

コンタクト画面 . 83 

コンタクト U スト . 87 

サィンアウト . 82 

サインイン . 82 

終了 . 82 

ステータス . 86 

ステータスパ'- . 85 

接続設定 . 90 

タイムスタンプ . 90 

チャット . 88 

チヤット画面 . 84 

登録 . 81 

プ□キシ . 90 

ポート . 90 

ホスト . 90 

マイステータスパ'-エ U ア . 86 

マイピクチャー . 86 
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H 

HOME ボタン .16 

Home メ ニュー . 16 

I 

Image し onverter .112 

INFO パネル .16 

INFO ボタン .16 

IP アドレス . 130、132 

J 

JPEG .103 

M 

" M 2".165 

m 4 a .92 

m 4 b .92 

MAC アドレス . 130、 144 

"Memory Stick Duo ".165 

mixi Widget .44 

rMP _ ROOT 」 フォルダ .114 

MP 3.92 

mp 4. 111 

MPEG -4. 111 

Music .91 

「 MUS に」フォルダ .96 

My Contacts Widget .42 

mylo Screen . 16、 35 

mylo Widget . 16、34、 125 

mylo ボタン .16 

N 

Num キー .19 

0 

rOMGAUDIO 」 フォ J レダ .96 

OPML あ式 .57 

OPTION ボタン .16 

OPTION メ ニュー .16 


P 

PetaMap Widget .44 

Photo .102 

rP に TURE 」 フォルダ .104 

PlaceEngine 設定 .133 

PNG .103 

Podcast .51 

Podcast (音声）コンテンツ .58 

Podcast コンテンツ .52 

Podcast ビデォ .58 

POWER/HOLD スイッチ . 10、 14 

POWER インジケーター . 9、 10.13 

Q 

QVGA .122 

R 

RESET ボタン .14 

Rich Site Summary .52 

RSS .51 

RSS/Podcast .51 

RSS Widget .44 

S 

Shift キー .19 

Skype .59 

「 DROPBOX 」 フオ J レダ .76 

E-mail .79 

Skypein . 71、78、 79 

SkypeOut .70 

Skype クレジット . 60、 79 

Skype ヴービスオプション .60 

Skype について .79 

Skype 表お名 . 79 

Skype 名 . 60 

アカウント管理ページ . 79 

アカウント情報 . 79 

ィベント画面 . 63 

エモーティコン . 72、78 

画像 . 79 
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国-地域 . 

. 79 

言語 . 

. 79 

効果音 . 

. 78 

コンタクト画面 . 

. 62 

コンタクト数 . 

. 79 

コンタクト U スト . 

. 67 

サインアウト . 

. 61 

サインイン . 

. 61 

サウンド . 

. 78 

時刻 . 

. 79 

自己紹介 . 

. 79 

市区町■村 . 

. 79 

終了 . 

. 61 

受話音量 . 

. 78 

ステータス . 

. 65 

ステータスバー . 

. 64 

生年月日 . 

. 79 

性別 . 

. 79 

接続設定 . 

. 79 

タイムスタンプ . 

. 78 

タイムゾーン . 

. 79 

着信音 . 

. 78 

着信音量 . 

. 78 

チャット . 

. 72、78 

チャット画面 . 

. 63 

チャット履歴を削除 ...... 

. 78 

通話 . 

. 78 

電話 . 

. 69 

電話番号 . 

. 79 

丘 SiR. 

. 60 

都道府県 . 

. 79 

パーソナル情報 . 

. 79 

パスワード . 

. 79 

ファイル転送 . 

. 75 

ブックマーク . 

. 73 

プライバシーの設定 ...... 

. 78 

プ□キシ . 

. 79 

プ□キシ認証 . 

. 79 

ブ □ ック U スト . 

. 68、78 

プ□フィール . 

. 79 

ボイスメール . 

77 、 78、79 


ポート . 79 

ホームページ . 79 

ホスト . 79 

マイステータスパ'-エ U ア . 65 

マイピクチャー . 65 

マルチチャット . 73 

ムードメッセージ . 66 

Son に Stage . 95 

SSID . 132 

SSID 非通知 . 132 

SXGA . 122 

Sym キー . 19 

T 

Tools . 124 


U 

USB ケースレ 

. 9、93、103、112、127、143 

USB コネクター 

. 9、13、93、103、 112. 127 

USB モード 

........ 92、103、111、127、137、143 

V 


VGA . 122 

Video . 110 

「 VIDEO 」 フォルダ . 114 

VOL +/- ボタン . 14 

W 

Web .45 

WEP/WPA .132 

Wi - 刊青報 .133 

Widget インス!ラー . 39、 125 

Windows Media Player . 94、 113 

Windows エクスプ□—ラ 

. 94、104、113、 ] 28 

WIRELESS LAN インジケーター .13 

WIRELESS LAN スイッチ .14 

WMA .92 
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WMA 権利情報の初期化 . 138 

WMV. 111 

wmv. 111 

Y 

YouTube Widaet. 44 









